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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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安あ達だち映えい子こも大人じゃない

『鋼鉄のミッチ』その後──

リアリティ・バイツ

ナイトパレード（試作版）





　あとがき

　特別付録　キャラクターラフイラスト集











　　　安あ達だち映えい子こも大人じゃない







　防音ガラスの向こうで、安達映子が歌っている。マカロンはタバコをプカプカ吸いながら、その後ろ姿を見つめていた。

　ポップガード付きの業務用マイク。やたらとごっついヘッドフォン。音声収録なのでモニターは真っ暗。

　長い黒くろ髪かみを時おり揺ゆらし、心をこめて、安達映子は歌っている──





いつも一いつ緒しよ　いつまでも一緒

夢がうみだす　すてきなマジック

いつも笑え顔がお　いつまでも笑顔

キミがうみだす　すてきなミラクル




（ｈｍ）ブリリアント・マジック




動き出す　この気持ち

だれにも止められない

リズムを刻んで　息を吸って

叫さけぼうよ　未来へ




ブリリアント・マジック

それはふしぎな魔ま法ほうの呪じゆ文もん




ブリリアント・マジック

それはかがやく奇き跡せきの呪文




いつも一緒　いつまでも一緒

夢がうみだす　すてきなマジック

いつも笑顔　いつまでも笑顔

キミがうみだす　すてきなミラクル

（※繰くり返し）




きっとブリリアント

もっとブリリアント




（ｈｍ）ブリリアント・マジック！






（パッフ……！）

　ひそかにマカロンはつぶやいた。

　この歌詞考えたの、だれだろん？

　いやはや、すてきなマジックときた。すてきなミラクルときた。

　きっとブリリアントだ？

　もっとブリリアントだ？

（韻いんを踏ふめばいいってもんじゃないろん！　ラッパーか、おめえは!?）

　だいたいラッパー系なら、もっとこう、訴うつたえたいことないのか？

　たとえば、こう……！





深夜の二時　運転中

パトカーに止められ　ＩＤを出す

トランクの中を見せろと言われる




コカインとＡＫライフル




おまわりを撃うつ？　決断のときだ




イエー　イエー

甘あま城ぎブリリアントパーク

イエー　イエー

甘城ブリリアントパーク






　こういうのが音楽ってもんだろん！

　これをパークで流したら、大ヒット間ま違ちがいなしなんだろん！

　そう思ったマカロンは先日、このギャングスタ・ラップを企き画かく会議に提出したのだが、満まん場じよう一いつ致ちでボツになった。

（ぐぬっ。ぐぬぬぬぬううぅ……）

　マカロンが苦々しい気持ちでいることなど知らず、安達映子は歌い続ける。

　まあ彼女が悪いわけではない。何十年も前にこの曲を作った作曲家が悪いのだ。

　ここは録音スタジオ。

　甘城市のはずれにある、ちょっとこじゃれたビルの四階。この施し設せつを借りると、エンジニア込こみで一時間一万円が飛んでいく。

　そのスタジオで、音楽プロデューサーたるマカロンは、むっつりとタバコをくゆらせているのだった。

　映子の歌が終わると、エンジニアがスピーカーのスイッチを押して告げる。

「はい、ちょっとお待ちくださーい」

『はい』

　スピーカー越ごしに映子が答える。スイッチを切ってから──つまりこちらの声が映子に聞こえない状態にしてから、雇やとわれエンジニアが言った。

「いかがですか、マカロンさん？」

「……ろん。おおむねＯＫなんだけど、二回目のブリリアント・マジックの時にちょっと勢いが足りなかったろん」

「はいはい」

「譜ふ面めんにはメゾフォルテって書いてあるけど、無視してどーんと行って欲しいろん。まあ……その前のハミングが微び妙みようにズレたから、そのせいかもね。それから──」

　技術的な相談をしながら、マカロンはちらりとブースの中の映子を見た。

　こちらに背中を向けているので、マカロンから映子の顔は見えない。表面上はいつも通りのおっとり、マイペースな様子だ。

　甘城ブリリアントパークで『音楽の妖よう精せい』なんてキャラをやっているので、マカロンもあちらのブースで楽器の演奏を何度もやっている（というか、今回も全部の楽器をやっている）。

　この微妙な間。

　けっこう辛つらいのだ。

　完全防音の部屋なので、聞こえるのは自分の声ばかり。一いつ生しよう懸けん命めい歌ったあと、ヘッドフォン越しに聞こえるのは、エンジニアの『はい。お待ちください』という素っ気ない言葉だけだ。観客の拍はく手しゆや歓かん声せいではない。

　あとは無音。

　耳鳴りが聞こえそうな、陰いん気きな無音。

　防音ガラスの向こう側で、プロデューサーや偉えらい人たちが、真ま面じ目めな顔であれこれ相談している姿だけしか見えない。会話の内容は、もちろん聞こえない。

　これはもう、なんというのか、しんどい。

　テンションを維い持じするのはとても難しい。

　プロの歌手ならまだしも、映子はバイトの延長だ。こういうやりとりを何度もやって、リテイクを続けても歌がよくなるとは思えない。

「あー、いろいろ言ったけど……」

　マカロンはタバコをもみ消した。

「こちらの都合でノイズが入ったことにして、さっきのところをリテイクするだけにしとくろん。それで微妙だったら、テイク２のところを使ってくれるかな？」

「…………。わかりました」

　エンジニアは不服そうだった。まあ、わかるけど。

「すまないろん」

「…………」

　無言でスイッチを押し、エンジニア氏は映子に告げる。

「えー、ではすいません。Ａメロの後半だけやらせてください。若じやつ干かんノイズが入ってしまったようでして」

『はい！』

　映子が元気よく答え、再録がはじまる。

　映子の歌声は悪くない。

　いや、実はかなりいい。同期バイトの中ちゆう城じよう椎しい菜なの天てん賦ぷには及およばないが、彼女もなにか人を引きつけるものを持っている。

　だが、どこかぎこちない。

　ぶっといゴム紐ひもかなにかで縛しばられているような、そんな不自由さが漂ただよっている。

　あるいは、かごの中の鳥か。

　なにかに遠えん慮りよしているような、そういう退たい屈くつさがあるのだ。あのマイペースなほっこりお姉さんが、そのままの勢いで行ってくれれば一番いいのに。

　なぜだろう？

　それが何なのかは、マカロンにもよくわからなかったが──

「はい、ＯＫです。お疲つかれさまでした」

　さいわい、リテイクはおおむねうまくいった。マカロンが最終的にＯＫを出すと、映子は振ふり返り、防音ガラスの向こうで満面の笑えみを浮うかべる。

『ありがとうございました！』

　気のせいだったか？

　映子はプレッシャーなど感じていなかったのかもしれない。歌がやれるのはもちろんだが、あのマイペースは一種の才能ですらある。

　自分の声が聞こえないのはわかっていたので、マカロンは蹄ひづめでＶサインを作って応こたえた。




　この企画の発ほつ端たんは、中城椎菜の出したＣＤが、思いのほかよく売れたことだった。

　ゴールデンウィーク初日のライブショーで、思わぬ歌の才能を発揮したバイトの高校生。その中城椎菜の歌声に目を付けた支配人代行の可か児に江え西せい也やが、ファンサービスくらいのつもりでＣＤを作ったのだ。

　甘ブリには何曲かパークのテーマソングのようなものがある。

　たいていの遊園地にはつきものの、いかにもファミリー向けののどかな曲だ。二〇年くらい前から、売店で細々と売られていたそのシングルＣＤを、リニューアルするくらいの話だった。

　西也もそこまで深くは考えていなかったのだろう。ところがこのＣＤが、あっという間に売り切れた。

　もともと五〇〇枚くらいしかプレスしていなかったのだから、別に大ヒットというわけでもないのだが──とにかくこれは異例の出来事だった。

　いまも売れている。ジャケットに椎菜の写真を使っているわけでもないし、彼女の希望で『新人バイトＣ』なんて芸名にしている。

　だというのに、もう追加プレスで一〇〇〇枚くらいまで達しているのだ。

　せっかくなので、この路線で新たなＣＤを制作し、今後の集客につなげていこう──ということになった。

　問題は中城椎菜である。

　非ひ凡ぼんな歌声を持つ椎菜ではあったが、極度のビビりであがり症しよう。もともと気の乗らないＣＤ収録をなんとかこなした後、さらに新しい歌をやってくれと言われたとたん、椎菜は血相を変えて拒きよ絶ぜつした。

（イヤです、冗じよう談だんじゃないです！　椎菜はそれなりにがんばりましたがこれ以上は恐おそろしすぎます、いえそうやって椎菜のことを買っていただけるのは感謝感激雨あられですが、きっとそろそろお客様の落らく胆たんとか失望とかが椎菜を直ちよく撃げきする流れです。それに一人でああいうブースで歌うのとか、もうマジできついんですよ！　それから──）

　まあ、あれこれウダウダと。

　普ふ段だんはキョドってまともにしゃべれないのに、こういう時は妙みように饒じよう舌ぜつな娘むすめである。

　まあ、甘ブリは芸能事務所ではないし、さすがにバイトの子にそこまで重責を押しつけるのもどうか、ということで話はお流れになりかけたのだが、そのタイミングで椎菜のバイト仲間──伴ばん藤どう美び衣い乃のと安達映子が直じか談だん判ぱんにやってきた。

（椎菜ちゃんの歌、このままほっとくのはもったいないと思うんです！）

　と、美衣乃が言った。

（わたしも同意見です。それでわたしたち、椎菜さんを説得してみたんですが……）

　と映子が言った。

　聞けば、一人で歌うのは怖こわすぎてもういやなのだということらしい。映子と美衣乃がつきあってくれれば、まあ、がんばってみる気にもなるだろう……という話だった。

　それを聞いた西也は、たちまち目を輝かがやかせた。

（なるほど！　つまりおまえら三人でユニットを組みたいということだな!?　それはいい！　実は俺もちょっと考えていたところなのだ。説得の時間がはぶけた！　ではやってもらうぞ、がんばれ！）

　それを聞いた映子と美衣乃は、ひどく困こん惑わくしていた。どうやらこの二人は収録現場で、椎菜の後ろから『がんばれ～！』だの『最高！』だのと声せい援えんを送り、タンバリンやらカスタネットやらを打ち鳴らしていればいいと思っていたようなのだ。

　三人でのユニットなど、とんでもない。なにしろみんな素人しろうとだし、ただのバイトでパークにいるのだし──

　そう抗こう議ぎしようとした映子たちの意見などガン無視で、西也はさっさと企画を進めてしまった。半日と経たたないうちに、パークのキャスト連中にユニット結成をアナウンスし、ユニット名を募ぼ集しゆうした。

　翌日には『タスクフォースＡＢＣ』というユニット名まで決まってしまった。ちなみにモッフルの発案だそうだ。

　あとで椎菜はモッフルに抗議したらしいが、モッフルいわく、『いや、すまないふも。まさか本気の話だとは思わなくて、ついノリで応募を……』とのことだった。

（心配はいらない。そんな大それた仕事ではないからな）

　と、西也は言った。

　ノリとしては、昨今はやりのご当地アイドルみたいなものである。

　近所の商店街やら老人会、保育園やらに出かけていって、営業の一いつ環かんとして歌ったり踊おどったりしてみればいい。要はカラオケの延長だ。そんなに面めん倒どうなことにはならないから！

と説得されて、三人はしぶしぶ承しよう諾だくした。




　かくして甘ブリ初のアイドル（？）ユニット、『タスクフォースＡＢＣ』が誕生した。




（ではさっそく、ファーストシングルだ！）

　不景気な顔の映子、美衣乃、椎菜の三人を前にして、西也は宣言した。

（そして音楽プロデューサーはおまえ、マカロンだ！）

　拒否する余地はまったくなかった。なにしろマカロンは音楽の妖精だ。

（わかったろん。やるけど……ボーナスその他の報ほう酬しゆうは？）

　すると西也はその質問を予想していたかのように、『ふん』と鼻を鳴らした。

（なんと！　印税の五〇パーセントだ。パークの取り分の半分をお前にくれてやる。文句はないな？）

（ほほう……。って、それ七パーの五〇パーってこと？）

（決まってるだろう）

（それ普通の売れ行きなら一万円くらいだろん！　残業やら何やら増えるのに、割にあわないろん！）

　通常、ＣＤの印税は七パーセントである。

　一〇〇〇円のシングルＣＤが三〇〇枚売れたら、印税は二一〇〇〇円。

　その半分だと、一〇五〇〇円となる。

　しかもこの新ＣＤは、ひどく予算をケチられている。バンドを雇やとう金もないので、楽器はすべてマカロンが演奏することになる。ギター、ベース、ドラム、シンセ。全部だ！

　普通にミュージシャンを雇っていたら、最低でも一〇万は越こえているのに！

　この非凡な僕の才能──すべての楽器とプロデュースをやれる僕の仕事が、一万円ちょっと!?

（ありえないろん！）

　マカロンはあれこれと抗議したが、西也はまるで取り合わなかった。

（ええい、うるさい。もし一〇万枚売れたら、七〇〇万円だろうが！）

（ねーよ！　一〇万枚とか、有名なプロでも握あく手しゆ券つけて行けるかどうかのレベルだろん！　同じ時間でパチンコ屋行った方がマシだろん！）

（とにかく、ほかに適任がおらんのだ！　四の五の言わずに引き受けろ！）

（ぐ、ぐぬうっ……）

　確かに適任はほかにいない。

　そんなこんなで、マカロンは渋しぶ々しぶプロデューサーを引き受けたのだった。




　美衣乃と椎菜の収録も終わって、スタジオからの撤てつ収しゆうをしようとしていたころ、マカロンのスマホが振しん動どうした。

　メールだ。相手は離り婚こんした元嫁よめだった。




《養育費の振り込み、確かく認にんしました。

　いつもこうしてもらえると助かります。

　弁護士と相談した結果、今月はララパーとの面会をしていいだろう、ということになりました。

　ララパーに聞いたところ、今回はあなたの職場に行ってみたいとのことです。私はあまり賛成ではないのですが、地上界を見たいという彼女の強い希望なので、尊重しようと思います。

　今週中が好都合ということなので、調整の方、よろしくお願いします》




「ろ……ろん！」

　思わず声が弾はずんでしまった。

　元嫁のよそよそしい文面とか、遠回しにイヤミったらしい意思表示とか、もうそんなのは慣れているので気にしない。

　大事なのは、ララパーが来ることだ！

　いとしい、いとしい一人娘！

　今年でもう一二歳だ。色白のマカロニア美人になりつつあると聞いている。

　しかもしかも、そのララパーがこの僕の、男の職場を見たいというのだ！　女め神がみリーブラよ、サンキュー！　これまであれこれ毒づいてきたのは忘れて欲しいろん！

「了りよう解かいろん……では木曜あたりでどうかな、と……」

　スタジオの廊ろう下かでいそいそと返信を打っていると、収録を終えたバイト三人娘がやってきた。

「お疲つかれさまです、マカロンさん」

　と、のんびり安達映子。

「き、緊きん張ちようしました！」

　と嚙かみながら中城椎菜。

「あたしもです！　さっきは大量の鼻血まで……！」

　と、ティッシュで鼻を押さえて伴藤美衣乃。

　三者三様である。特に伴藤美衣乃は、例の一件で悪あく霊りようの呪のろいは解けたはずなのだが、それでもいまだに流血と無む縁えんではいられないでいる。家族や知人友人の不幸が収まったことを鑑かんがみると、彼女の流血については、生まれもっての天命なのかもしれない。

　スマホをしまいつつマカロンは言った。

「おー。終わったろん？　じゃあ、なんか食ってくか」

「わーい！」

　この三人は『おごりですか？』とは言わない。基本的に素す直なおなタイプなのである。

「では、お言葉に甘えて……」

「椎菜もお、お供しましゅ！」

「じゃあ行くろん」

　三人を引き連れて歩き出す。

　やれやれだろん。少しはゴマくらいすっておかないとなあ……くらいのつもりだった。




　歩いてちょっと、駅の近くのダイニング居酒屋に入って、それから三時間後──

「つまり！　音楽ってのはハーモニーなんだろん！　パッションなんだろん！　それがおまえらには足りないんだろん！」

　調子に乗って安いワインをガバガバ飲んだら、こんな状態になってしまった。

「うぃー……わかるろん？　歌っていうのはねえ？　こう……空から落ちてくるようなものなの！　いや違ちがうな、体の奥からあふれ出してくるような……そう、いわば二日酔よいのときの吐はき気けみたいなものなんだろん。つまり……えー……。姉ちゃん、ワインおかわり！」

　最初はのんびり『どんな曲聞くの？』だとか『昔好きだったアーティストは？』だとか言ってた気がするのだが。

「えと……はい、そうですね」

「わ、わかります！　つまり流血ですね!?」

「すみません、椎菜にはわかりません……」

　映子、美衣乃、椎菜の三人は困惑顔ながら、辛しん抱ぼう強づよくマカロンにつきあっている。これが『アクワーリオ』の精せい霊れい四人娘だったら、とっくに総スカンを食くらって帰られているところだろう。

「とにかく音楽ってのは……まあいいや。適当にやっときゃ、なんとかなるろん」
















「さっき言ってたのと違います」

「そうかなあ。じゃあ……アレだろん。所しよ詮せんは才能だから、努力しても無む駄だだろん」

「それもさっきと違うような……」

「……それより焼しよう酎ちゆう遅おそいなあ。まだー？」

「さっき注文したのはワインです」

　いちいち指し摘てきする椎菜を、マカロンはにらみつけた。

「うるさいろん！　ネチネチ細かいことばかり言いおってからに……チェキストか、おまえは!?」

「ひっ。すみません……！」

　椎菜がおびえ、メニューを盾たてにして隠かくれる。一方、美衣乃は挙手して質問した。

「あの、マカロンさん。チェキストってなんですか？　そういう楽器があるとか……？」

「ググるといいろん。……っつーかあんた、なんの用？」

　マカロンの視線を追って、三人が振ふり返る。彼らが座るボックス席の外に、見知らぬ男が立っていた。

「？」

　二〇代の半ばくらいか。

　最初は席を間違えた酔すい客きやくかと思ったが、どうも違うようだった。まったく酔っているようには見えなかったし、表情が険しい。身なりは小ぎれいなスーツ姿で、靴くつはぴかぴかの高級品、左手首にのぞく腕うで時計もロレックスだった。

　マカロンの知らない男だ。椎菜も美衣乃も同様にきょとんとしている。

「映子さん」

　男が言った。

「探しましたよ。こんな店でなにをしてるんですか？」

　どうやら映子の知り合いらしい。彼女は困こん惑わく顔だった。

「修しゆう一いちさん。きょうは仕事だとお伝えしたはずですけど……」

「何度もメッセージを送ったんですよ？　まったく返事がないので、心配して探しに来たんです」

「……すみません、修一さん。わたし、人とお会いしているときは、メールなどは見ないことにしているんです。相手に失礼ですので……。何度もご説明したと思うのですけど……」

　おうおう。なんだろん、この会話。よそよそしいような、ねちっこいような。

　ほとんど空っぽのワイングラスを舐なめながら、マカロンはぼんやりと男を見上げた。

　映子のスマホの位置データでも照会できる立場なのだろうか？　このビルには何なん軒けんも店が入っているので、一フロアごとに探して回ったのかもしれない。いずれにしても、ただの友人同士というわけではなさそうだった。

「仕事中というわけでもないんでしょう？」

　修一なる男は食い下がった。

「ぼくは貴女あなたに責任があるんです。それが……こんな下品な店で。得体のしれない連中と安酒を飲んで。さぞやいい気分でしょうね」

「やめてください。職場の人たちなんです」

「ご両親には黙だまっておきます。さあ、帰りましょう。送りますから」

「あの、困ります。せめて向こうで話を……」

「必要ありませんよ。さあ」

　男が映子の手首をつかむ。美衣乃と椎菜が止めようとする。

「おいおい待つろん、お兄さん」

　さすがに黙っているのも上司としてどうかと思ったので、マカロンは口を開いた。

「事情はわからんけど、その態度はどうなんだろん？　僕ら一仕事終わって、ぱーっと楽しんでたわけよ。職場仲間として、親しん睦ぼくを深めてたの。ねえ？」

　美衣乃と椎菜に同意を求める。

「いえ、別に楽しくは……」

「親睦とか、特には……」

「ひどいろん！」

　いや、まあ確かにいろいろやらかしてた感じはしてるけど……！

「と、とにかく」

　マカロンは咳せき払ばらいした。

「そこの映子さんは僕の誘さそいで来たんだろん。もちろん僕のおごりだよ。文句はまず、僕に言って欲しいろん」

「ああ、そういうことですか」

　修一なる男はうなずくと、財さい布ふを取り出し（二つに折らない財布だ！）、諭ゆ吉きちさんを五枚ほど卓たく上じように放った。

　五枚もだ！

「足りますか？　まあ、こういう店なら十分だとは思いますけどね。お釣つりはどうぞご自由に。では」

　半ば強ごう引いんに映子の腕を引っ張り、男はその場を去ろうとする。

　美衣乃と椎菜がハラハラしていた。もちろん、映子を案じてのことではない。そうではなく──

「待てや、ゴラァ？」

　ドスのききまくった声で、顔をゆがめてマカロンが言った。大昔の少年マガジンのヤンキー漫まん画がだったら、コマの空白に『!?』が入っているところである。

　見た目は白くてもこもこの羊系マスコットだが、なにしろ元ヤンだ。

　実は沸ふつ点てん、低いのである。

　しばしば客を殴なぐることのあるモッフルですら、たまに『正直、引くふも（汗）』というくらい、カッとなりやすいところがある。軽く拳こぶしでつつかれたくらいでは平気だが、この手の侮ぶ蔑べつは我が慢まんできないのだ。

　しかもけっこう、酔っている。

「あの、あの、マカロンさん……！」

「気持ちはわかります、でも流血沙ざ汰たは……！」

　椎菜と美衣乃が、血相を変えてなだめにかかる。甘ブリで働き出してからの数ヶ月でマカロンのそうした性行を直接見るか、あるいは伝え聞いているのだろう。

「ろん……」

　マカロンは立ち上がり、卓上の五万円をつかむと、修一なる男の足あし下もとに放ほうり捨てた。

「拾えや」

「えっ？」

「拾えって言ったろん。そしたら殺さんでおいてやるわ」

「なにを──」

「四の五のいわんで、さっさと拾わんか、ゴルルアァァ!?」

　相手の胸むなぐらをつかんでグイグイゆさぶる。

「ちょっ……ひっ！」

「渡わたし方が気に入らねえ！　いますぐ拾って、土下座で差し出すろん！」

　椎菜が『もらう気はあるんですね、いちおう……』とかつぶやいていたが、無視してメンチを切りまくる。

「や、やめ……！」

「やんのか、やらんのか!?　びびっとらんではっきりせんかい、このグゾガキがあ!?　しまいにゃケツにビール瓶びんねじこんでアヘ顔さらしたるぞ!?　あぁあぁぁ!?」

「マカロンさん、やめてください！」

　映子が割って入った。

　男はおびえまくっている。なんだ、ただのチキンか。急にバカバカしくなってきた。

　マカロンが手を放すと、映子はその場にひざまずき、床ゆかに散らばった一万円札を拾い集めた。いじらしくも、卑いやしさはみじんも漂ただよっていないその仕草が、急速にマカロンの頭を冷やしてくれた。

「ろん……」

「修一さん。こちらにはわたしから謝っておきますから……きょうはひとまずお帰りいただけますか？」

「えっ……でも」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしもすぐに帰りますから」

　お札をていねいにたたんで、男のスーツのポケットにそっと入れる。

「お願いします」

「あ……ああ」

　男は困惑しながらも、ネクタイを締しめ直してその場を去っていった。

　騒さわぎを聞いて駆かけつけてきた店員が、マカロンをにらんでいる。

「お客さん、困るんですよ……」

「あー……。すまないろん。えーと、お会計」

「はい」

　店員が引っ込む。

「すみませんでした、マカロンさん。あんな不作法、お怒いかりになるのも無理はなかったと思います。わたしからよく言っておきますので……」

「いや、僕こそすまなかったろん」

　ばつの悪い気分になって、マカロンは言った。

「っていうか、あいつ誰だれなんだろん？　妙みようになれなれしかったけど」

「はい、あの人は……」

　映子はすこし言いよどんだ。

「わたしの婚こん約やく者です」




　翌朝の開演前、ソーサラーズ・ヒルのバックステージで──

「すごいみー！　いまどき、親の決めた婚約者だとか！　どこの封ほう建けん社会だみー！」

　マカロンの話を聞いたお花の妖よう精せいティラミーが、好こう奇き心しんに目を輝かがやかせた。

「ぼくも驚おどろいたふも。っつーか安達はホンモノのお嬢じよう様さまだったのだねえ。そんな女子、初めて見たふもよ」

　お菓か子しの妖精モッフルも、感かん慨がい深ぶかげにうなずいている。

「いちおう、お前らも魔ま法ほうの王国の住人だろうが……」

　支配人代行の可児江西也がぼやいた。

　普ふ段だんは執しつ務む室や会議室に詰つめていることが多い西也だが、たまたま見回りで通りかかって、マカロンからの話を聞いたのだ。

「身近にお姫ひめ様だっているのだぞ。別に驚くほどのことではないだろう」

「可児江くん、驚かないろん？」

　マカロンが言った。

「いや、さすがに婚約者は驚いたが。それだって面接の時の職歴の件ほどは……」

「ああ……あれね」

　バイトの面接の時は、例の『元ＡＶ女優問題』のショックが大きくて、ほかのことはほとんど聞かなかった。日ひ頃ごろの物もの腰ごしや育ちの良さから、それなりにいい家だろうとは思っていたが。

「やっぱりＡＶ女優じゃなかったそうだみー。がっかりなんだみー」

「がっかりなのか？」

　むしろ西也はほっとしたくらいだった。

　映子が出演していたのは『アニマル・ビデオ』だったと知ったのは、わりと最近のことだった。女子キャストの間では、とっくの前に知れ渡っていたそうなのだが、面おも白しろがって伏ふせていたらしい。最近、ティラミーがミュースから聞き出して、やっと男子キャストにも伝わってきたところだ（ＡＶマニアのトリケンは、最初のころから『なにかの間ま違ちがいですね、はい』だのと確信していたようだが）。

　ちなみに映子の経歴の誤解について、最初に気づいたのは、西也の秘書である千せん斗といすずらしい。

（千斗め……なぜさっさと俺に知らせんのだ。なにかの嫌いやがらせか？）

　恨うらめしく思ったりもしたのだが、いすずに直接問いただしてはいない。わざわざ今になって、そんな話を振ふるのは気まずいし。

「それより……そんなお嬢様が、なんだってまたこんな遊園地で働いてるんだふも？」

「知らないろん。おまえ面接やったんだろ？　聞かなかったの？」

「もっふ。ＡＶがインパクトありすぎて」

「でもそうだよねえ。うちでバイトなんて、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようにしては変な選せん択たく肢しなんだみー」

「僕が父親だったら、こんなヤクザだらけの職場には通わせないろん。いつ娘むすめが傷物になるか、心配で死にそうになるろん……」

　缶かんコーヒーをぐびりと飲んで、マカロンはバックステージの天てん井じようを見上げた。それからふと、なにかを思い出したように、ぽんと蹄ひづめで膝ひざを打った。

「そうそう！　娘といえば！」

「？　どうしたふも？」

「ララパーと！　娘と面会できるんだろん！　養育費の件でようやく折り合いがついてね？　今月から会えることになったんだろん！」

　マカロンはうっとりとする。至福の表情だ。できればそういう表情を、オンステージでも発揮して欲しいものだと西也は思ったが、面めん倒どうくさいので言わないでおいた。

「しかもしかも、ララパーは僕の職場を見たいと言ってるらしいろん！　ここは点数稼かせぐチャンスだろん！」

「ほほう、ララパーか。ずいぶん長いこと会ってないふもねえ。もういくつだっけ？」

「一二歳だろん！　覚えてろよ！」

「そうだったふも。早いなあ。でも……なんだろうね？　友達の子供って、なぜか名前とか歳としとか忘れがちふも。こういうこと、あるよね？」

「俺に言われても困るのだが……」

　モッフルに話を振られて、西也は困こん惑わく顔を浮うかべた。

「ボクもわからないみー。独身貴族だからね！　おっさん特有のあるあるトークはやめてほしいみー」

「おまえだって似たようなもんだろうが」

「みー！　だってボク、地上人ならまだ二〇代だよ？　可児江くん、不当な偏へん見けんだみー！」

「あー、うるさい」

　ティラミーの抗こう議ぎをあしらって、西也はマカロンを指さした。

「マカロン。子供がくるのは結構だが、スケジュールの変へん更こうは早めに頼たのむぞ。シフトの調整やバックステージの入場パスの発行手続きもあるから、できれば今日中に報告しろ」

「もちろんだろん！　任せておくんだろん！」

「本当に大丈夫かなあ……」

　肩かたをすくめて、西也はその場を立ち去った。




　西也が事じ務む棟とうの執務室に戻もどると、千斗いすずが待っていた。

「どうした？」

「西也くん。安達さんから話があるそうよ」

　見れば、部屋の奥の応接スペースに安達映子がいた。西也に気づいて、すぐ立ち上がって会え釈しやくする。

「おう」

『マカロンから聞いたぞ。きのうは大変だったらしいな』とは、あえて言わなかった。

　それより西也の記き憶おくでは、映子はきょうは休みのはずだ。もう開園が近いのに、私服姿のままなのも妙だった。

　表情は暗い。化け粧しようっ気けもほとんどなくて、寝ね不ぶ足そくなのか顔色も悪い。こんな映子は初めて見た。

「……可児江さん。お忙いそがしいところをすみません」

「いや、構わんが。話というのは？」

　映子は大学生で、西也は高校生。彼女の方が年上なのだが、自然とこんなしゃべり方になる。

　もちろん西也とて社会常識がないわけではないので、相手に合わせて敬語を使うことはできる（そうでなければ、モルマートやら何やらと交こう渉しようなどできるわけがない）。しかしパーク内では誰だれ彼かれ構わず俺様言葉だ。キャストはみんな慣れているし、映子も当然、気にしていない。

「大変申し上げにくいことなんですが、困ったことになりまして……」

「いいからさっさと申し上げてくれ」

「はい。実は……」

　映子はこほんと小さな咳せき払ばらいをした。

「これまで話してなかったのですが、わたしの家は病院を営んでおりまして」

「ほう」

「甘城病院というのですが、ご存じでしょうか？」

「ああ。うちで重病人が出た時の搬はん送そう先だったな。ここに来る途と中ちゆう、バスだと前を通るし……って、あの甘城病院？　本当か？」

　ただの地元の病院ではない。市内どころか、地域でも指折りの大病院だ。最さい先せん端たんの設備を備え、コンビニや食堂まで完備。去年あたりに超ちよう近代的で豪ごう華かな病棟を増築したのも話題になった。

「はい。その甘城病院です」

「履り歴れき書には、そんなこと書いてなかったぞ」

「すみません、隠かくすつもりはなかったんです。親の仕事を書く欄らんは、特になかったものですから……」

「まあ、わかるが……」

　自分だって過去の仕事のことなど、キャスト連中にはほとんど話していない。知っているのはいすずとモッフル、ほかに何人かくらいだろう。ひた隠しにしているわけでもないので、噂うわさくらいにはなっているかもしれないが。

「確か理事長兼院長の名前は『安達栄えい造ぞう』だったはずよ。さすがに映子さんのお父上だとは気づかなかったけど……」

　タブレットＰＣを操作しながら、いすずが言った。

「安達栄造。甘城病院の院長だけでなく、甘城市医師会、南多た摩ま医師会の常任理事。市議会の最大派は閥ばつ『富ふ士じ見み会』の顧こ問もんもやってるわ」

「ううむ……」

　権力者か。面倒そうだ。

「市政にも相当な発言力がある人物ね。ある意味では、市長よりも強い影えい響きよう力があるといってもいいくらいよ」

　いすずの説明を聞いても、映子の表情は暗いままだった。自分の父親のことを、まるで誇ほこらしく思っていないような節がある。

「それで？」

「はい。その父が……大変立腹しておりまして」

「立腹？　だれに？」

「この……甘城ブリリアントパークにです」

「はあ？　なぜそうなるのだ？」

　別に甘城病院とこのパークは、対立する関係でもなんでもない。パーク内で重病人が出た時の主要な搬送先になっているが、世話になったこともほとんどないくらいだ。迷めい惑わくをかけた覚えは、西也の知る限りまったくなかった。

　昨年度のパークを知るいすずも、西也の視線を受けて首を横に振っている。まったく覚えがないようだ。

「本当に申し訳ありません。全部、わたしの責任なんです……」

　映子は事情を話した。

　西也たちの想像通り、映子の家は厳しい。前のアルバイト──芸能事務所の仕事を辞やめたのも、実は父親の方針が大きかったという。地元の遊園地で働くくらいなら、まあいいだろうということで、いまのバイトは大目に見てもらっていたのだそうだ。

　それが昨日、ＣＤの収録後、婚こん約やく者と出会ってああいうことになった。

　カッとなったマカロンが、いろいろとやらかしたらしい。

　詳くわしいことは聞いてなかったが、まあマカロンだ。容易に想像がつく。おおかた『ケツにビール瓶びんつっこんで泣かせてやるぞ!?』だとか言ってすごんだのだろう（ほぼ正解）。

　その婚約者（どこぞの医い療りよう機器メーカーの御おん曹ぞう司しらしい）が、マカロンとの一件を映子の父親に報告した。

　父親は大激げき怒ど。

　映子のバイトを辞めさせるだけでなく、そんなヤクザな従業員を雇やとっている甘ブリに対しても、相応の報むくいを受けさせると宣言したのだそうだ。

「むう……。まいったな。要するに、おまえの父親はマカロンをクビにしろと言ってるのか？」

「はい。ほかにもいろいろ……でも、そんなことは絶対に間違ってます……！」

　ずっと歯切れの悪い説明をしてきた映子だが、その点についてだけはきっぱりと言い切った。

「最初に無礼を働いたのは、わたしの婚約者の方なんです。あんな……お金で人を侮ぶ蔑べつするなんて、許されることではありません。マカロンさんが怒おこるのは当然です」

　映子の言葉には、その婚約者とやらへの嫌けん悪おが見え隠れしていた。普ふ段だんはほっこりマイペースの彼女にしては、珍めずらしい様子だ。どうやら婚約者といっても、やはりまっとうな恋れん愛あい関係ではなさそうだった。

　興味深げな西也といすずの視線に気づいて、映子は我に返った。

「あ……いえ。もちろん、いちばん悪いのはわたしです。失礼……しました」

「気にするな。身勝手な親のあれこれなら、俺もよくわかる」

「はあ……」

「それよりすまんな。きょうはオフだったのに、わざわざ知らせにきてくれたのか」

「いえ……本当はもっと早く、メールを差し上げようと思ったのですが……。頭が混乱してしまって……こうして直接まいりました」

　メールの文面に悩なやんで、ほとんど寝てないのだろう。気の毒な話だった。

「本当に……本当に申し訳ありません」

「わかったから、もう謝るな」

「ですが……」

「それにあいにくだが、マカロンはクビにしないぞ。どこぞの偉えらいオッサンの──いや失礼──そういう意向やら何やらでキャストをクビになんかしたら、それこそ士気が大崩ほう壊かいだ」

　だいたい、これから夏休みのかきいれ時なのだ。マカロンがいなくなるなどもってのほかである。ペナントレースの猛もう追つい撃げきの時期に、五番打者を失うようなものだ。

　映子の父親が、具体的にどんな対応をしてくるかはまだ未知数だが、来るなら来いという気分だった。

「それは立派な心がけだけど──」

　と、いすずが言った。

「──うちにはいろいろ弱点があるわよ。たとえば、市バスの停留所の名前の件とか。市への地道な根回しのおかげで、やっと改名できそうなんだけど……」

「うぬっ」

　バスの停留所──『甘城ブリリアントパーク』という名前の停留所が、隣となりのラブホテルのすぐ前にあるという、例の問題だ。西也の『魔ま法ほう』と、トリケンたちの奮ふん闘とうを組み合わせて、ようやく改名の申しん請せいが通りそうなところまでこぎつけている。

　映子の父ほどの影響力なら、その改名に難なん癖くせをつけるくらい造作もないだろう。

「ば、バス停のことくらい、大したダメージにはならん」

「営業時間の問題もあるわ。いまは二一時までの営業だけど、これは市の条例だとグレーゾーンなのよ。解かい釈しやくによっては違い法ほうということにされるかも」

「うぬっ……」

「消防法もあるわ。古いアトラクションが多いでしょう？　これも市がその気になれば、いきなり立ち入り検査が入るなんてこともあり得るし……」

「ぐぐっ……」

「同じように保健所が来るかもしれないし、税務調査が入るかもしれない。こちらの営業時間なんてお構いなしに。あまり強気になるのは、得策とはいえないわ」

「そ、そんなことはわかっている……！」

　いすずの言う通りだった。西也自身がちょっと考えただけでも、ほかにも山ほど弱点の心当たりがある。

　そもそも、こういう自治体側とのあれこれは、第三セクターである甘城企き画かくが受け持つ部分だ。その甘城企画とパークが敵対状態になっている現在、味方になってくれる組織はほとんどないのだった。

　市政に影響力のある実力者と揉もめるのは、正直、避さけたい。できれば穏おん便びんに、頭を下げて済むなら下げて、それでおしまいにしておきたい。

　とはいえマカロンをクビにするのも、到とう底てい受け入れられないし……。

（まったく。マカロン、あのバカめ！）

　この場にいたら罵ののしりまくってやりたいところだが、実のところ彼を責めるのもフェアではない。映子のそんな事情など、マカロンは知らなかったのだ。知っていれば、もうちょっと大人の対応をしたかもしれない（いや、やっぱりしなかった可能性の方が高いだろうが）。

「う─────む…………」

　なんで高校生のこの俺が、こんな大人の事情で頭を悩まさなければならないのだ。腹が立つ。もう知らん。どいつもこいつも死んでしまえ！

　……などと思ったりもするのだが、こういうとき、西也はいつも深呼吸して一人の顔を思い出す。

　ほかでもない、本来の支配人であるラティファ・フルーランザの笑え顔がおだ。

　自分ががんばるのは何のためか？

　答えはいつもそこにある。

　もう一度深呼吸。

　よし、大だい丈じよう夫ぶだ。考えよう。

「……そうだな。パークとしての折せつ衝しようはやろう。低姿勢で」

「そうね。まずは正せい攻こう法ほうでいくべきよ」

「それと同時に、向こうの弱点も探そう。病院の弱みでも、安達の父親の弱みでも……なんでもいい」

「ええ。弱みをつかめば、交こう渉しようの幅はばも出てくるでしょうから」

　西也は映子を見み据すえた。

「安達。協力してくれるな？」

「は、はい、もちろんです。せめてもの罪つみ滅ほろぼしですから。ですが……」

　映子が口ごもった。

「実は……その……たぶん、ですが。弱みとかでは、簡単に父の立腹は収まらないと思うんです」

「？　どういうことだ？　まだ何かあるのか？」

「す……すみません！」

　映子が応接机に突つっ伏ぷした。ほとんど泣き崩くずれるような勢いだった。

「本当に……わたし、あのときどうかしていたんです。父と言い争って……婚約者とのことになって……つい、思わず……」

「思わず、なんだ？　おい……」

　さらに悪いニュースが来そうな予感を覚えながら、西也はたずねた。

「好きな人がいる……と言ってしまったんです。……だから、婚約の件は解消してほしいと……」

　涙なみだ声ごえで映子は言った。

「職場の上司に恋こいしてしまった。もう、そういう関係にもなっていると……そんな噓うそを。それで……父から詰きつ問もんされて……ご迷惑だと知りながら……」

「まさか……」

　俺か？　俺が相手だと言ってしまったのか？　それはまずい。確かに俺は、道行く女が振ふり返るほどのイケメンだから、つい言ってしまったのもうなずけるが。

　くそっ、なんということを……！

「こうなったら正直に言ってくれ。その上司というのは……？」

　潤うるんだ瞳ひとみで西也を見上げ、映子は告白した。

「はい。マカロンさんと、おつきあいしてると言ってしまいました……」

「…………」

　え、マカロン？

　口から出任せにしたって、もうちょっと、ちょうどいい相手だっているだろうに……。

　モコモコの羊さんだぞ？　しかも本ほん性しようは元ヤンのバツイチだぞ？

　そのまま固まっている西也の横で、いすずがつぶやいた。
















「西也くん。いま、自分だと思ってたでしょう？」

「う……うるさい！」




　その日の閉園後──

　マカロンは元嫁よめと何度かメールのやりとりを済ませ、ステップを踏ふみながら事じ務む棟とうへ向かった。

　娘むすめのララパーが訪問してくる日が決まったのだ。今週の木曜日、午後一時。メープル電鉄で横よこ浜はま駅まで来るので、パークの誰だれかを迎むかえに行かせる手はずだった。

　あとは予定を西也かいすずに伝えて、当日、早めの時間にあがらせてもらう許可を取るだけだ。木曜日だから、週末ほど忙いそがしくもないし、まず問題ないだろう。

（待っているろん、ララパー！）

　目を輝かがやかせて、支配人代行の執しつ務む室に入る。

「ろーん！　可児江くん！　娘との予定が決まったんだろん！　ハンコちょうだい！」

　執務室には、どんよりした目の西也、いすず、モッフルが待っていた。

「来たか……」

「楽しそうね……」

「いい気なもんだふも……」

　疲つかれ切った様子である。どうやら、これまで何かの問題でさんざん議論をしていたようだ。

「え、なんだろん？　このお通つ夜やムード。どうしたの？」

「まあ座れ」

「ろーん。おいおい、なに深刻な顔してんのよ。楽しくいくろん、楽しく」

「いいから、座れ！」

「ろん……？」

　言われるがままに、応接ブースのソファに座る。西也たちはすぐ正面の席に腰こしかけ、前のめりで事情を話した。

　昨夜の安達映子と、その婚こん約やく者についての問題だった。映子の父親が昨夜の悶もん着ちやくを知り、激げき怒どしていること。マカロンの解かい雇こを要求してくるであろうこと。

「……と、いうわけで」

　一通りの事情説明が終わってから、西也は言った。

「きょうの昼、俺と千斗で交渉に行ってきた」

「交渉？　だれと？」

「もちろん、安達の父親とだ。病院はすぐ近所だしな」

　映子からの警告は伏ふせて、まずパークからの謝罪という形で訪問したそうだ。

　いや、うちの従業員が大変なご迷めい惑わくをおかけしたそうで。申し訳ない。本人も深く反省しているし、始末書・減げん俸ぽうその他の処分も粛しゆく々しゆくと受け入れている。さらにまた日を改めて、マカロン本人にも直々の謝罪をさせたいと当パークは考えている。まずは一刻も早くお詫わびの意思を伝えたいと考え、こうして訪おとずれた次し第だいである。

　ここはどうか穏便に取りはからっていただけないものだろうか？

　…………と。

「ずいぶん低姿勢に出たふもね」

　話を聞いていたモッフルがぼやいた。

「仕事だからな。痛くもかゆくもない。まあ……怒鳴りつけられるのを覚かく悟ごしてたんだが、安達の親父おやじさんは案外まともな紳しん士しでな。普ふ通つうの大人の対応だったぞ」

　すばやく謝罪に行ったのは、それなりに効果があったようだ。向こうも意外に思ったらしい。

「だけど、圧力をかけて僕をクビにするつもりなんだろん!?　クソッタレの権力者だろん！」

「まあ待て」

　西也がうんざりしたように言った。

「確かに安達氏は、遠回しにマカロンのクビを要求してきた。ものすごく、遠回しにな。なにしろ大切な娘を傷物にした男なんだ。許せるわけがない」

「ど、どういうことだろん？　安達を僕が傷物に？　意味がわからないよ！」

「安達が父親と口論の時、とっさに出任せを言ってしまったらしい。職場の上司──つまりおまえと付き合ってると」

「なにそれ!?」

　マカロンはいきり立った。

「僕は確かにイイ男だけど、バイトの女子大生に手を出すようなクズじゃないよ!?　そういうのはティラミーの領分なんだろん！」

「いや、だからおまえが実際に手を出したとは言ってない」

「言ってるようなもんだろん！」

　もこもこの体毛を逆立て、マカロンは抗こう議ぎした。

「僕、パーク内の女に手を出したことは、これまで一度もないんだろん！　硬こう派はで通ってるんだよ!?　そりゃあ僕も男だし、いろいろ思うけど、全部ガマンしてるろん。おなかで泣いてる羊の美学。これが僕の生き様なんだろん。それを、それを……ひどい侮ぶ蔑べつなんだろん！」

「意味のわからんことを……」

「落ち着くふも、マカロン」

　モッフルが言った。

「だれもおまえと安達映子がどうこうしてるとか、言ってるわけじゃないふも」

「モッフル……！」

「そもそも、おまえが安達の婚約者と揉もめなければ済んだ話なんだふも。すこしは責任をとるふも」

「ろん……」

　それにしても、映子もひどい女である。父親とどんな口論をしたのかは知らないが、そんなところに自分の名前を勝手に出すなんて！

　見み損そこなったろん、安達！

「安達さんに怒おこるのは無理もないわ。でも、本人も大変反省してるのよ。ここにいないのも、あなたに合わす顔がないからということで……」

　腹の虫が収まらない様子のマカロンを見かねて、いすずが控ひかえめに弁護する。彼女にしては珍めずらしい態度だった。同じ女として、なにか感じるものでもあるのだろうか？

「話を戻もどすぞ」

　西也が咳せき払ばらいした。

「とにかく安達氏は、マカロンはクビ、もちろん娘は辞職という線は譲ゆずらない方針だった。なんとか譲じよう歩ほを引き出したかったので、俺なりに食い下がって、いろいろ探さぐりを入れたのだ。それで、ちょっとした反則技で本音を聞き出した」

「なにそれ？　ポンネーの実でも使ったろん？」

「似たようなものだが、企き業ぎよう秘密だ」

「はあ」

「どうも安達氏は、問題の婚約者のことが本当は気に入っていないらしい。正直、娘との口論でも、それ相応の後ろめたさは感じていたようだ。昨夜のもめ事についても、婚約者側に非があったのではないかと、うすうす察していたようだったな」

「ろん。それで？」

「そこでこの俺様は、説得の戦略を切り替かえることにした」

　いきなり西也は胸を張った。なにやらドヤ顔である。

「安達氏は、おまえが『どこぞの馬の骨』だから怒っているわけだ。それが変われば問題がない。つまりマカロン、おまえが安達氏に気に入られれば、全部解決だ。安達映子の立派な恋こい人びととしてな！」

「…………はあ？」

「わからんのか？　要するに、おまえが映子の未来の夫として、申し分ない男なのだと見せつければ──これはもう、だれからも文句は出ないだろう。いや、その婚約者やら何やらは文句を言うだろうが、それは安達家の問題で、こちらは知ったことではない」

「ろん。えーと……？　つまり……こう言ってるろん？　僕が安達と、真しん剣けんに付き合ってることにしろと？」

「その通りだ」

「いや、でも、だって」

「心配するな、あくまで一時的な芝しば居いだ。ここをしのいで、期間をおけば、後はどうとでもごまかせる」

「むう……」

「向こうを説得するのにも苦労したのだ。自分でも虫むし酸ずが走る思いだったぞ」

　西也は安達氏に、マカロンがいかにすばらしい青年であるかを力説したという。

　子供やお年寄りへのいたわりの心。日ひ頃ごろの仕事への熱心さ、ひたむきさ。周囲の同どう僚りよう・部下たちからいかに慕したわれているか。

　あれほどの立派な人物が相手ならば、安達映子のような奥ゆかしいお嬢じようさんでも、恋心を抱いだいてしまうのは仕方のないことである！

　昨夜の諍いさかいについても、実のところパーク側として、にわかに信じがたい気持ちがある。あの温厚なマカロンが憤いきどおりを見せたのだ。決して責任を転てん嫁かするわけではないが、その婚約者氏の態度にも、なにか原因があったのではないだろうか？（思い当たる節はありますよね!?）

　ここはどうか、一度わがパークを訪れて、マカロン氏とその職場をご覧になっていただけないだろうか？

　その上で貴方あなたにご納なつ得とくいただけなければ、マカロンの解雇もやむなしかと思う。

　以上、なにとぞご検討を！

「……などといった感じだ。いちおう、受け入れてもらったが」

「もっふ。よくもまあ、そこまで口から出任せが言えるもんだふも」

「その場にいたわたしもあきれたわ。特にマカロンをとことんほめたたえている時なんて、気持ち悪くて鳥とり肌はだが立ったほどよ」

「二人とも、ひどいろん……」

　マカロンは肩かたを落とす。

「ムカつく話ではあるが、聞く耳は持ってくれたのだ。なかなかの人物だな、安達の親父さんは」

「もっふ。どうだかねえ……。エラいさんってのは、そういうポーズを取りたがるもんなんだふも」

　モッフルの声はひどく懐かい疑ぎ的だった。軍隊時代にさんざん嫌いやな思いをしたのだろう。師団長になっても、上役はまだまだゴロゴロいた。メープルランド軍の参さん謀ぼう会議に出席して、げんなりした顔で師団本部に帰ってきたモッフル将軍の姿を、当時のマカロン一等軍ぐん曹そうは何度も目もく撃げきしている。

「そういうわけで、マカロン。引き受けてもらうぞ」

　ここでウダウダ文句を言っても始まりそうにない。断ったらクビという流れだ。収入の道が断たたれたら、また娘むすめとの面会が禁止されてしまう。

　マカロンは仕方なくうなずいた。

「ろん……具体的には？」

「安達栄造氏がパークの視察に来る。おまえが案内するんだ。それで、好かれろ」

「好かれろって、簡単に言ってくれるろん……まあやるだけやってみるけど」

　一時的とはいえ映子と恋人を演じるというのも、なんとも背中がむずがゆい。正直、あの娘この魅み力りよくは理解できるからなおさらだ。

「周りもフォローするよう通達しておくからな。なんとかがんばってみてくれ」

「わかったろん。それで、そのオヤジはいつ来るろん？」

「木曜よ。昼の一二時に従業員ゲート」

　いすずが言った。

「木曜日!?」

　マカロンは天を仰あおいだ。

「そ、その日は娘が……ララパーが遊びに来るんだろん！　だめ！　絶対だめ！　ずらして！」

「無理よ。向こうも忙いそがしいのに、時間を工面してくれたんだから」

「そんな！」

「娘の方に調整してもらえ」

「それこそ無理だろん！　元嫁よめと弁護士が融ゆう通ずうきかせてくれるわけないし、娘にだって予定があるんだろん！」

「ええい、うるさい！　話は以上だ！」

「ろ────ん！」




　けっきょくマカロンは娘と元嫁に平謝りのメールを出して、若じやつ干かんの時間調整をしてもらうことになった。

　午後一時来訪の予定を、午後三時にしてもらったのだ。

　安達映子の父親が来るのが正午の一二時。ララパーが来るまで三時間しかないが、それだけあれば案内やら何やらは片づくだろう。

　やや綱つな渡わたりなスケジュールではある。しかし、やり遂とげよう！

　耐たえがたきを耐え、忍しのびがたきを忍び、そのオッサンにこびへつらってやろうじゃないか。気に入られればいいだけだ！　どうってことはない！　たぶん！

　それで綺き麗れいさっぱり、この問題を片づけて、大手を振ふってララパーに会う！　いろんなアトラクションを一いつ緒しよに回ろう。ディナーは甘城駅近くのちょっといいイタリアンを予約してある！　最高の一日にしてみせるぞ！

（ララパー……はやく会いたいろん！）

　そんな調子で、運命の当日。朝。

　張り切って出勤してくると、バックステージで安達映子に会った。

　私服姿だ。ああいうことがあったので、彼女はここ数日、バイトを休んでいた。きょうも休みのはずだったが──

「あの、マカロンさん」

　マカロンを待ち受けていたのだろう。彼女はすぐにこちらに駆かけ寄ってきた。

「このたびは……大変なご迷めい惑わくをおかけしました。本当に、本当に申し訳ありません」

　深々と頭を下げる。こういうときまで気品のある仕草だった。

「ん。まあ……いいろん。別に……」

　気まずい気分になって、マカロンは言葉をにごした。

　映子に腹が立っていないというと噓うそになる。とはいえ、事情もいろいろわかる。自分が軽けい率そつだったのも確かだ。

　これだけ育ちのいい娘だ。家の事情で職場に迷惑をかけていることを、深く恥はじ入いっているのは容易に想像できる。

（うーん。……微び妙みように瘦やせたろん？）

　食べ物ものどを通らないのかもしれない。

　たぶん、彼女にとってはこれまでの人生で最大レベルの窮きゆう状じようなのだろう。いつものマイペースな様子は、すっかり影かげを潜ひそめている。

　もはや気の毒な気持ちしかわいてこなかった。

「こんなことになってしまいましたけど……決してマカロンさんをクビになんてさせません。どんなことがあっても、わたしが父を思いとどまらせますから」

「うーん。それは頼たのもしいけど、どうやって？」

「最悪の場合は、父を殺して、わたしも死にます……！」

「おいおい！」

　意外と過激だな、この子。いや、むしろそこまで追いつめられているのか。

「あれから何度も父を説得しようとしているのですが、まるで聞いてもらえません」

「僕とのことは？」

「口からついて出た噓だと、正直に言いました。マカロンさんはなにも悪くないと。でも、信じてもらえないんです。いまさら恋人を庇かばおうとしても無む駄だだと……」

「ふむ……」

「……あんな人だとは思いませんでした。失望……しています」

　どんよりと暗い声。普ふ段だんは太陽のような映子だが、いまでは三日月のような鋭するどさが漂ただよっている。

（うーむ。こいつ、ことと次し第だいによっては本当に親おや父じさんを刺さしかねないろん。こういう一面もあったんだねえ……）

　情念とでも言うべきか。こういうドロドロしたところがある女の方が、マカロンにはむしろ好ましいとさえ思えた。だって、ただ朗ほがらかでマイペースなだけの女なんて、ちょっと胡う散さん臭くさいではないか。

　妙な新しん鮮せんさを感じながらも、マカロンは努めてのんきに言った。

「まあまあ。そう思い詰つめることないろん」

「ですけど……」

「大だい丈じよう夫ぶだろん。アドリブでなんとか切り抜ぬけるよ。それにね──」

　マカロンは胸を張った。

「なにしろ僕は音楽の妖よう精せいだよ！　アドリブだったらお手の物なんだろん！」

「……はい」

　それでも映子の表情は晴れなかった。そこにモッフルとティラミーがやってくる。

「お二人さん。お取り込み中、すまないふも」

「恋人同士で、なんの密談なんだみー？　ククク……」

　なにやら面おも白しろがっている様子だ。立ち聞きしていたのだろう。

「おめーら。冷やかしに来たろん？」

「いやいや、失礼したふも。それより西也のオーダーがあってね」

「オーダー？」

「ララパッチのおまもりだけだと、そのオッサンの応対でいろいろ不都合が出るみー。あれは基本、パーク外での行動用なんだみー」

「ああ、そうだったろん」

『ララパッチのおまもり』は、それを身につけると、周囲の人間から一いつ般ぱん人のように認にん識しきされる魔ま法ほうのアイテムだ。これのおかげで、魔法の国の住人たちは、パーク外の居酒屋で飲んだり、パチンコ屋で打ったりしても不ふ審しんに思われずに済んでいる。

　しかし、パーク内でこれをつけた場合がややこしくなる。

　おまもりの効果は『一般人と認識させる』というものなのだが、それは『だれか別人と思わせる』『別の姿に見せる』ものではない。あくまでモッフルはモッフルだし、マカロンはマカロンなのである。

　おまもりをつけたマカロンが、安達パパをつれてパーク内を歩くと、安達パパの認識には大きな混乱が起きる可能性がある。なにしろ一般人のはずのマカロンの顔が、あちこちの看板に描えがかれ、その着ぐるみまで闊かつ歩ぽしているのだ。

　たいていの人は、『なんか変だな、まあいいか』くらいの反応で落ち着く。特に子供はほとんど問題ない。若い女性などもだ。

　だが大人の男がけっこうまずい。

　特に幽ゆう霊れいやＵＦＯを信じないタイプほど、影えい響きようが深刻になる。

　こういう人間は、となりで応対している『一般人のマカロン』の顔が、看板やパンフレットに描かれている矛む盾じゆんが受け入れられずに、理解不能の思考のループにはまってしまう。引きつけを起こす者や、頭痛を訴うつたえる者、叫さけんで暴れ出す者──これまで何度かそういうケースがあった。

　そういうわけで、基本的にパーク内ではララパッチのおまもりの使用は推すい奨しようされていない。

　トリケンやレンチくんなどが、社外の地上人と交こう渉しようする時に問題が起きないのは、その場所がバックステージなことと、彼らがマイナーキャラだからだ。看板マスコットのモッフルたち三匹びきともなると、渉しよう外がい担当はちょっと向いていない。

「……確かに、おまもりは使えないろん。だったら、どうする？」

　マカロンが言うと、モッフルとティラミーは顔を見合わせた。なぜか荒あら縄なわとスタンガンを取り出しながら。

「Ｂ─３の休きゆう憩けい室にくるふも」

「？」

「けさ、メープルランドから『鋼鉄のミッチ』が届いたんだみー」

　マカロンの顔がさっと青ざめた。




　西也といすずが、ソーサラーズ地下の休憩室で待っていると──

「いやだ、いやだ、いやだ！　絶対にいやなんだろーん！」

　わめき散らすマカロンを荒縄でぐるぐる巻きにして引きずり、モッフルとティラミーがやってきた。安達映子も、おろおろしながら後から付いてくる。

「よし、来たな。それにしても……」

　西也はすでに休憩室に搬はん入にゆう済みの、ごっついアイテムを見上げてうなった。

　それは分厚い鋼鉄製の棺かん桶おけだった。

　あちこちに鋲びようが打たれ、蝶ちよう番つがいで開閉する蓋ふたには、なにやらまがまがしい紋もん様ようが描かれている。

　ぞっとするのは、その中身だ。

　棺桶の中に、びっしりと針がある。何百本、いや何千本と。蓋の裏側も針で埋うめ尽つくされている。中に入って蓋を閉じたら、即そく死しはしないまでも地じ獄ごくの責め苦を味わうことになるだろう。

「……どこからどう見ても、中世ヨーロッパの拷ごう問もん具だぞ。これで本当に人間の姿になるのか？」

「それは間ま違ちがいないわ。メープルランド保健省の品質検査合格証が貼はってあるから。ほら、ここよ」

　見ると、棺桶の隅すみっこに小さなアルミのシールが貼ってあった。なんだかよくわからない文字で読めなかったが、いちおう確かなものらしい。

「この魔法装置を使うのが、いちばん手っ取り早いのよ。健康への影響も少ないし、変身時間も最速で三分。普通の変身だと何日もかかるところだから、大したものね」

　その棺桶──通つう称しよう『鋼鉄のミッチ』の操作マニュアル（意外と薄うすい）をめくりながら、いすずが説明する。

「操作も簡単よ。このダイヤルを回せば、『おいそぎ』『ふつう』『じっくり』と、三段階に選べるわ」

「洗せん濯たく機きみたいだな……。これ、痛くないのか？」

「とても痛いみたいよ。鍼しん灸きゆうのきつい感じだと思えばいいわ。でも、歯を食いしばれば耐えられるレベルみたいね」

「冗じよう談だんじゃないろん！」

　荒縄でぐるぐる巻きのまま、床ゆかに放ほうり出されたマカロンが叫んだ。

「変身なんて、高校生のころ度ど胸きよう試だめしでやったきりなんだろん！　もうね、超ちよう痛いの！　一度やっただけで懲こりたろん！　戻もどるためにもう一度やらなきゃならなかったし……絶対にゴメンなんだろん！」

「ぼくも士官学校時代、先せん輩ぱいのしごきでやらされたことあるふも。あれはキツいよねえ」

「ボクは怖こわいからやったことないみー」

　モッフルとティラミーがのんきに言う。

「千斗。おまえは使ったことがあるのか？」

　西也は興味から聞いてみた。

「まさか。理由がなければ無用の長物よ」

「ふーむ……」

　モッフルのようなもこもこ姿の連中が、必要なら人間の姿になれるというのは驚おどろきだった。その逆もまたしかりで、いすずがもこもこ姿になることも可能だという。

　千斗いすずがマスコット風に変身したら、どんな姿になるのだろうか？　ラティファやミュースなども同様に？

　これは気になる。

「みたいの？」

「なにがだ」

「わたしの変身後」

「それは、まあ……純じゆん粋すいに好こう奇き心しんというか……」

「……いやらしい」

「ええっ!?」

　そういうものなのか!?

　ちょっと頰ほおを赤らめてそっぽを向くいすずの横で、西也がおろおろしていると、さらにマカロンが怒ど鳴なった。

「ゴルルァァ！　なに初うい々ういしい青春劇やってるんだろん!?　この縄をとくんだろん！　僕は絶対、変身なんて──」

「あー、めんどくさい。さっさとやるふも」

「了りよう解かいだみー！」

「ちょっ！　やめっ！　ろ、ろ───ん！」

　それ以上の問答は無用とばかり、モッフルとティラミーが、マカロンを棺桶に放り込み、蓋をしめる。

『ろ、ろ、ろ……いてっ！　いてっ、いてっ！　痛いろーん！』

　すでにチクチクするのだろう。くぐもった悲鳴が棺桶の中から漏もれていた。

「面めん倒どうくさいから、『おいそぎ』コースで行くふも。三分だふも」

　ダイヤルを回して、起動レバーを引く。

　たちまち棺桶のあちこちから、まばゆい光があふれ出した。

『ろ、ろ──────ん！　痛い、痛い、痛い！　痛いろん！　やめて！　やめて！　ぎやあああああ───！』

　棺桶の中でマカロンが絶ぜつ叫きようする。西也は思わず顔をしかめた。

「つらそうだな……」

「『おいそぎ』コースがいちばん痛いみたいなんだみー」

「うーん……」

「あの、みなさん、これはさすがに……！」

　ずっと後ろで様子を見ていた映子が、たまりかねたように声をあげた。

「いくらなんでも……その、ひどすぎませんか？　いえ、わたしが悪いのはもちろんなんですけど……」

「もっふ。あー、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　モッフルが投げやりに肉球を振ふった。

「マカロンはそんなヤワな奴やつじゃないふも。黙だまって見てればいいよ。ほら」

　マカロンは相変わらず絶叫している。それは聞くに堪たえない、悲痛な叫びだったが、次し第だいにその声に乾かわいた笑いが混じってきた。

『ろーん、うわあああ！　痛いよ、痛い、痛い……！　ひっ、ひひひっ！　ひひひっ！　痛い……ひひひっ！』

　しまいには泣き笑いのような、妙みように攻こう撃げき的な悲鳴へと変わっていく。

『いたっ……ひひっ！　あううっ!?　こんなの……ひひっ！　なんぼのもんだろん!?　ひっ、ひひひ！　ああ──ん!?　……っち、ちっとも効いとらんのじゃ、ゴルルァァ!?　もっとぶちかまして来んかい!?　くすぐったいんじゃ、ゴルルルァァァア!?』

「おおー。がんばるな」

「気合いが入ったみたいだみー」

「さすがはマカロン。ドメ高で番張ってたのは伊だ達てじゃないふも」

「あと二分ね」

　はらはらしている映子と、のんきに構える二匹といすず。

『ザッケンナ、ゴルルアァァァ！　本気でこんかい！　ナメとったら承知せんぞ、オウルァァァ!?』

　マカロンの悲鳴（気合い入り）が二分続くと、やがて棺桶が『チーン』とのんきな音を奏かなでた。

「時間ふも……」

　白はく煙えんとともに棺桶が開く。なぜか『ゴゴゴゴゴゴ……』と効果音付きで。

　中から現れたのは、イケメンだった。

　イケメン、である。

　年の頃ころは三〇代くらいか。見ようによっては二〇代にも見える若さだ。色白で無造作ヘア。細身で長い手足。白いワイシャツに黒のスラックス。文句なしの美形だが、ちょっとワルっぽいたたずまいでもある。

「う……くっ……」

　そのハンサム男が、げっそりした様子でその場に這はいつくばっていた。

「ほほう……」

　モッフルが腕うで組ぐみして、感かん嘆たんの声をあげた。

「付き合い長いけど、人間体のおまえを見たのは初めてふも。そんな弱っちそうな外見だったとは……」

「ボクもがっかり。もっとゴツくて強そうなんだと思ってたみー」

「う……うるさいろん」

　マカロン（？）がつぶやく。声まで変わっていた。渋しぶいが艶つやのある美声だ。

　ふらふらと身を起こす。額の汗あせを拭ぬぐい、休きゆう憩けい室の鏡に近づき、のぞき込む。

「くっ……なんてこった」

　マカロン（？）が、なにか不服なものでも見たように舌打ちした。

「これじゃ、ララパーに会っても、僕だと分かってもらえないよ……。どっかのうさんくさいミュージシャンみたいだろん……。マカロニアの男は、もっと腕っぷしが強くて豪ごう快かいなのが理想なのに……」

　その外見と美声なのに、語ご尾びは『ろん』のままなので、異様な違い和わ感かんがある。だが、おそらくは、この男こそマカロンの別の姿なのだろう。

「なんと……」

　西也は驚きよう愕がくしていた。あの、もこもこの羊さんマスコットが、この男だと？

　つながらん！　まったくつながらんぞ!?

「信じられん。本当にこいつがマカロンなのか？　千斗──」

　話しかけたが、いすずは彼の言葉を聞いていなかった。西也以上に驚いて、口を手のひらでおおっている。

「あのアプリ……本物だったのね……」

「アプリ？　なんのことだ？」

「いえ。なんでもないわ」

　いすずは咳せき払ばらいした。

「彼は間ま違ちがいなくマカロンよ。いちおう聞いてみましょう。……マカロン？」

「なに？」

　そのイケメン男が振り返った。

「あなたの社員証の番号を言いなさい」

「はあ？　えーと……Ｂ─３１２６だったかと思うろん。うろ覚えだけど」

「合ってるわ」

　タブレットＰＣを操作しながら、いすずが言った。

「むうっ……」

　西也はなにか、この世界の根底が揺ゆらいでいるような戦せん慄りつを覚えていた。

　あのマカロンが、こんなハンサム男とは。俺といい勝負ではないか！　いや、人気投票をしたら勝つ自信はあるが！　なにしろ俺の方が若いし！

　だが、さりとて、このスペックは──

「西也くん。大丈夫？」

「え？　な、なにがだ？」

「いつぞやの悪あく霊りようと似た反応よ？」

「う、うるさい！」

「別にいいんだけど……」

　さらにもう一人、いすず以上に衝しよう撃げきを受けている人物がいた。ほかならぬ安達映子である。

「マカロンさん……なんですか？」

「うん。でもあんまりジロジロ、見ないで欲しいろん。これは一時的な恥はずべき姿であって、本来の僕はこれまで通りのクールでカッコいい羊さんだから……って、どうしたの？」

「いえ……あの……あの……」

　映子が口ごもり、うつむく。顔が真っ赤だ。ひょっとしたら、呪のろいの解けたカエルの王子様みたいな状じよう況きようなのかもしれない。

「？　変な奴だろん」

　マカロンは眉まゆをひそめるだけだった。

「ふむ……どうやら問題ないふもね。では、開園ふも」

　肉球をぽんと打ち鳴らし、モッフルは告げた。




　その後、マカロンは午前の間、裏方の業務を淡たん々たんとこなした。安達パパの訪問は正午なので、一五分前に身なりを整え、従業員入り口へ向かう。

　地下通路を歩いていると、途と中ちゆうで『アクワーリオ』の連中に出会った。水の精せい霊れいミュース、火の精霊サーラマ、土の精霊コボリー、風の精霊シルフィーの四人娘むすめである。午前の公演が終わったので、昼食をとりに社員食堂にでも向かうところなのだろう。

「よお」

　声をかけたが、四人は怪け訝げん顔をするだけだった。コボリーは当たり障さわりのない会え釈しやくをしたが、サーラマなどは露ろ骨こつに『だれ？』と口に出したりする。

　なぜかミュースだけは、はっとしていた。

「え？　あっ……！」

「きょうのＡ定食、わりとおいしかったろん。急いだ方がいいよ」
















　立ち話している時間もないので、そのままさっさと行ってしまう。後ろで四人がささやき合ったり、驚愕の悲鳴をあげたりしていた。

（なんだ？　騒そう々ぞうしい連中だろん……）

　従業員入り口近くの警備センターには、すでに可児江西也と千斗いすず、それからトリケンが待っていた。

　トリケンはララパッチのおまもりをつけている。外部の人間との交こう渉しようごとでは、トリケンは副社長の立場で接することになっているのだ（給料は別に変わらないらしいが）。高校生の西也では格好がつかない時に、引っ張り出されてくるのが通例だった。

「お待たせろん」

「ああ」

「おお……マカロンさんなんですか？　これは前まえ屈かがみですね！」

　トリケンが驚おどろきに目を見開く。

「おまえはなんでも前屈みろんね」

「いや失敬。別にそっちの気はないのですが、このトリケン、驚きのあまりウルトラ前屈みです」

「ろん……」

「それで段取りだが……まず俺と千斗、トリケンが応対する。その後おまえを紹しよう介かいだ。それから事じ務む棟とうの応接室にお通しして、軽く話す。そこからはバックステージをご案内する。安達氏のご希望に応じて、オンステージも案内だ」

「了りよう解かいだろん。任せるろん」

　すると西也は顔をしかめた。

「あー……。その姿で、その語尾。どうにかならんのか？　はっきり言って気色悪いんだが」

「僕のマカロニア弁をバカにするろん!?　これだよ、都会モンは！　自分たちの言葉が一番正しいと思ってるろん！　パッフしろん！」

「いや、別に馬ば鹿かにしているわけでは……っていうかそれ、方言だったのか」

「おう。東京弁なんて、ナヨナヨしてて使ってられないろん」

「……そもそもマカロニアというのはどういう場所なんだ？」

「うーん……日本で言ったら、熊くま本もとあたりかなあ？」

　わかりやすくたとえてやったつもりなのに、西也はほとんど無反応だった。

「さっぱりわからん。まあいい。とにかく、向こうの心証をよくしたいのだ。普ふ通つうにしゃべれ。いいな？」

「…………。わかったろん」

「『ろん』なしで」

「わかった」

　心の中で『ろん』をつけて、マカロンは黙だまり込んだ。

　しばし待つ。

　一二時のちょっと前に、いすずのスマホが振しん動どうした。彼女は部屋の隅すみで短いやりとりをしてから、電話を切った。

「安達氏からよ。会議が延びて、こっちに来られるのは一三時になりそうだって……」

「なんだと？　うーん……まあ仕方ないか。昼飯でも食って来よう」

　拍ひよう子し抜ぬけした西也が、軽く伸のびをして警備センターを去ろうとする。

「どうした？　マカロン？」

「いやな予感がするんだろん……」

　一時間遅おくれとか。午後三時にはララパーが来るというのに……！




　けっきょく、安達栄造氏は一時間半も遅れて来た。

　その頃には、マカロンはイライラＭＡＸで暴れ出したいくらいの状態になっていた。いすずとトリケンに何度も『落ち着いて』と言われなければ、その辺のパイプ椅い子すを蹴け飛とばしていたかもしれない。

「大変お待たせしました！　申し訳ない」

　そう言って従業員入り口前の駐ちゆう車しや場じように現れた安達パパは、年のころ五〇前後で、スリムなスーツ姿、灰色がかった髪かみのナイスミドルだった。

「どうしても外せない会議がありまして。素す早ばやく終わるはずが、細かい議題が次から次へと……いやはや、すみません」

　なんだか、腰こしが低い。

　おつきの者とか、運転手とかもいない。彼が一人で運転してきた車は、ＢＭＷのＳＵＶだった。高い車だが、イヤミなほどではない。むしろ安達パパの地位を考えると、控ひかえめなくらいのセレクトである。

（これはむしろ、手て強ごわそうだろん……）

　スーツも高そうだったが、ノータイである。遊園地に来るのだから、そこそこのラフさを演出しているのだろう。ただし腕うで時計は一〇〇万くらいしそうな高級品。

　その身のあちこちから、有能オーラがビンビンと立ちのぼっている。

　気に食わん。

　このオッサンを相手に、西也はよく辛しん抱ぼう強づよい交渉なんかをやったものだ。

　西也とトリケンがまず挨あい拶さつする。トリケンは何度もペコペコする。聞こえてくる言葉は、『このたびは弊へい社しやの従業員が、大変なご迷めい惑わくを……』だの何だの。

　安達パパは軽く笑ってトリケンの謝罪をいなし、『いえいえ、なんのなんの』だのと言っている。

　そこで西也がマカロンを手招きした。いすずがささやいてくる。

「頼たのむわよ、マカロン」

「…………。わかったろん」

「『ろん』はなしで」

「わかった（ろん）」

　もうこうなったら、軍隊時代の上官だと思うことにしよう。マカロンはきびきびとした足取りで安達パパの前に出ると、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎした。

「間ま桑くわです。このたびは大変なご迷惑をおかけしました」

　ろん、と心の中で付け加える。

　間桑とは、マカロンの地上界用の名前である。フルネームで『間桑一いち郎ろう』。トリケンが『取とり手で』、イースズルハ・セントルシアが『千斗いすず』なのと同様だ。

「ああ、これはこれは。安達です。娘がお世話になっています」

　安達パパはごく穏おだやかな声で言った。しかしこちらの謝罪についての返事はない。

　表情は朗ほがらかだ。

　敵意などまったく感じられない。

　いやいやいや。

　ウソつけ、自分の娘に手出した男だぞ？　本当は殺してやりたいと思ってるに違ちがいない。自分ならそう思う。

（ああ、やっぱり気に入らねえろん！）

　これが最初から喧けん嘩か腰ごしなら、もっとやりやすいのに。

「それではみなさん。ひとまず応接室の方へ」

　事務棟の応接室への移動と談だん笑しようで、さらに三〇分が失われた。

　とりとめもない話題ばかりだ。安達パパは大病院の経営の苦労を自じ嘲ちよう気味に語り、トリケンはテーマパークの経営の苦労を語る。ちょっと話して、お互たがいが『それは大変ですなあ』と。そんな調子だ。

　ララパーが来るまであと一時間なのに！

　末席でおとなしくしているマカロンのイライラを察したのだろう。西也がそれとないタイミングで、本題の話を振ふろうとした。

「ところで、映子さんのことなんですが……」

「いやいや。それはまだいいじゃないですか。ねえ、取手さん」

「は？　あ、はい、そうですね。この取手、安達先生と同意見です」

　トリケンがあっさり同意する。

　そんな調子で、なかなか本題に入ってくれない。そうしてさらに一五分が経過したあたりで、安達パパが立ち上がった。

「さて……よろしければ、ご案内をお願いできますかな？」

「もちろんです。我らがパーク、そして娘さんの職場を、とくとご覧ください！」

　トリケンが張り切って立ち上がる。

「では、間桑くん！　案内を頼むよ！」

「はい。ではこちらへ」

　駆かけ出したくなる衝しよう動どうを抑おさえながら、マカロンは一同を先導した。




　西也の目から見ても、マカロンがひどく苛いら立だっているのは明らかだった。

　なにしろすでに一四時半だ。娘のララパーとやらが来るまで、あと三〇分しかない。

　もっとも、表面上は物静かな青年を装よそおっていた。きっちりパークのバックステージを紹介し、業務のあれこれを説明している。

「……こちらはワードローブ・セクションです。『服ふく飾しよく課』のことです。様々なキャストのコスチュームや小道具をデザイン、製作し、また必要に応じて修しゆう繕ぜんします」

「ほほう。きれいなところですな」

「先月オープンしたばかりですので。以前は各アトラクションの責任者がコスチュームの管理をしていましたが……それでは非効率ですし、コスチュームの品質にもばらつきが出てしまいます。ですから専門のスタッフが統とう括かつ・管理することになりました」

「ここには何人くらいのスタッフが？」

「現在はまだ五名程度です。試運転の段階ですから。コスチュームのクリーニングは外注しています」

「すべて外注することは考えなかったのですか？　その方が安上がりでしょう」

　ちょっと意地悪な質問だ。かなり難しい問題なので西也が答えようとしたが、マカロンはそれを制して、一人で説明を続けた。

「ごもっともです。確かにその方がコストは抑えられますが、コスチュームや小道具というのは──これは建築物や音楽についても同様ですが──パークのトータル・イメージに関かかわる重要な部分です。当事者意識のない業者にアウトソーシングしているようでは、パーク全体のプロデュースがうまく機能しません。権利関係についても複雑なことになりますし、長期的に見るとむしろハイリスクなんです」

「ふむ……」

「病院にたとえるなら、重要な医い療りよう機器や薬品の選定・管理を、どこかの業者に任せるようなものです。安達先生も、ご自分の仕事道具はご自分で選びたいですよね？」

「む……まあ、わかりますが」

「われわれにとっても、同じことなんです。すぐに意い思し疎そ通つうができる職場の仲間に任せておけば、安心できる。それでこそ、いい仕事ができますので」

　トリケンはぽかんとしている。いすずもだ。

　西也もしばし、あっけにとられていた。マカロンの話は、まさしく西也が言おうとしていたことだったからだ。

　え、なに？　この発言。

　本当にマカロン？

　あの棺かん桶おけで、このイケメンと入れ替かわったとかではなくて？

「なるほど、よくわかります」

　安達先生は腕組みして、しきりに納なつ得とくしていた。それからばつが悪そうに、こうたずねてきた。

「……ああ、すみません。恐きよう縮しゆくなんですが、トイレとかは……」

　トリケンが『ははっ、こちらです！』と言って、安達パパを案内していった。副社長がそういう仕事をするのもどうかとは思ったが、西也はあえて止めなかった。

「…………」

　トリケンたちが遠ざかると、マカロンはイライラを隠かくそうともせず、大きな舌打ちをした。

「あー、ムカつくろん。できたてのワードローブなんて、どうでもいいっつーのに……。タバコ吸いてー！」

「我が慢まんしなさい。それより……よくあんな話ができたわね。安達先生も驚おどろいてたわよ？」

　いすずが言うと、マカロンは肩かたをすくめた。

「なにその反応？　僕がバカだと思ってたろん？」

「ええ」

「ろ───ん！　まあ確かに学はないけど、僕だってあれくらい分かってるよ！　エンターテイナーの端はしくれなんだろん。あの程度のアドリブ、朝飯前だよ」

「……そういうものなの？」

「いすずちゃーん。たまにはテレビのバラエティ見てみなよ。芸人ってのは、頭の回転速くないと務まらないんだろん。要はコミュ力だよ！」

　まあ、確かに。西也も過去の経験から、その辺は実感としてうなずけた。

　そんな西也の感かん嘆たんを、マカロンはめざとく見み抜ぬいたようだった。にやりとして、目を細める。ぜんぜん姿は違うのに、それは確かに、よく知っている羊さんのマカロンの目だった。

「なに、可児江くん。ひょっとして僕のこと見直したろん？　ろん？」

「うるさい。……だいたい、あそこまで分かってるんだったら、普ふ段だんの会議で茶化したり居い眠ねむりしたりするな！」

「ろーん……」

　そっぽを向いて口笛を吹ふく。その態度がまたムカつく。

　ああ、こいつはマカロンだ。それだけは間違いない。

「まったく……。そもそも、いま何時だ？　おまえ、急いでるのだろう」

「そ、そうだったろん！」

　娘むすめの件を思い出したらしく、マカロンはたちまち真っ青になった。

「あと三〇分もないろん。どうしよう!?　ララパーには、正面ゲートで花束持って出で迎むかえるって言ってあるのに！」

「また面めん倒どうな約束を……」

「もちろん羊さんの姿で！」

「まあそっちがデフォだしな……」

「ううー。ララパーが！　ララパーが！」

「落ち着きなさい。マカロン」

　いすずが言った。

「とりあえず、正面ゲートにはだれかを派は遣けんしておくわ。お父さんは仕事で忙いそがしいから、すこし待っているように、と」

「でも、でも……！」

「いまのあなたの任務は？」

　業ごうを煮にやしてマスケット銃じゆうを取り出し、その銃口をつきつける。

「え、えーと……あのオッサンの相手をして、気に入られることだろん……」

「完かん璧ぺきではないけど、成功するかもしれない。そこまで漕こぎ着けてるのよ？　もうすこし立場を考えなさい」

「ろん……」

「あー、お待たせしました」

　戻もどってきた安達パパに声をかけられ、西也たちは背筋をびくりと強こわばらせた。

「なにをしているのかな？」

「お、お早いお帰りで……」

　マカロン（人間体）に銃を突つきつけ、オッサンだの任務だのと話している三人の姿。弁明困難な状じよう況きようだったが、西也は即そく座ざにフォローした。

「ええとですね。これは……来月開演のステージの……その、稽けい古こでして」

「そう、そう！　そうなんだろん！」

「ろ……ん？」

「いえ失礼。そうなんです」

　背筋をぴしりとのばしてから、努めてクールにマカロンが言った。

「そうでしたか。……それでは間桑さん、そろそろあなたの職場を見せていただきたいのですが」

「しょ、職場？」

「あそこですよ。えーと……『マカロンのミュージックシアター』でしたっけ？」

「あー、はい……」

「とても着ぐるみとは思えないような、見事な演奏を披ひ露ろうしているそうですね。バイオリンやらフルートやら……動画サイトで見ましたよ。是ぜ非ひ、あなたに演じていただきたいのですが」

　侮あなどっていた。この親おや父じ、きっちり予習してきている。

「ええ、喜んで。では参りましょう」

　西也は快かい諾だくを装って、先導する。

　さて困った。いまのマカロンは人間体だ。あの演奏の腕うで前まえは、通常の着ぐるみにはなし得ないレベルのものである。

　つまりマカロンが『マカロンの着ぐるみ』に入ったのでは、普段のパフォーマンスができないということだ。

　ということは──




「いやだ、いやだ、いやだろん！　また変身だなんて、まっぴらゴメンだろん！」

　直後のＢ─３休きゆう憩けい室。

　モッフルとティラミーに羽は交がい締じめにされて、マカロン（人間体）が『鋼鉄のミッチ』に押し込まれる。必死に抵てい抗こうするため、なかなか蓋ふたが閉められない。安達パパにはオンステージの方で待ってもらっていた（いすずとトリケンが応対）。

「可児江くんは鬼おにだろん！　人権蹂じゆう躙りんだろん！」

「ええい、仕方がないだろう!?　あの親父さん、地味にうちパークのことを下調べしている。ここで微び妙みようなパフォーマンスを見せるわけにいかんのだ！」

「だからって、こんな──」

「さっさとはじめろ！」

「ろ─────んっ！」

　三人がかりで、強ごう引いんに蓋を閉める。

『おいそぎ』で変身開始。

『ぎやあああああ────！　痛いっ、痛いっ、痛いろ──ん！　いたっ、い……ヒヒヒッ、ヒヒッ！　あー、上等じゃあ!?　何度でもやったらああ!?　いっ、痛……ちっとも痛くないんじゃゴルルァァアァ!?　わしが漢おとこってもん見せたるわあぁ!?　もっと気合い入れてこんかいゴルルアァァァアァ!?』

「ポジティブだなー」

「うん。感心するふも」

　三分経過。『鋼鉄のミッチ』がチンと鳴り、蓋が開く。

　蒸気と共に、よく見知った羊さんのマカロンが這はい出してきた。

「くっ……。ムカつくけど、やっぱりこの姿がしっくりくるんだろん……。人間体だと、視点が高くてフラフラするし……」

「安達氏が待ってる。急ぐぞ」

「うう～～……。あのオヤジ、殺してやりたいろん」

　モッフルとティラミーに両りよう脇わきから引っ立てられ、マカロンはミュージックシアターへと急いだ。




　何度かのリニューアルの末、『マカロンのミュージックシアター』はステージ主体のアトラクションに変へん貌ぼうを遂とげている。

　二〇人乗りのゴンドラはそのままなのだが、『世界の音楽』のショーは半分に減らし、余った時間と空間でマカロンのライブを披露する形式になった。

　マカロンが直々に楽器を演奏するのは一日に数回で、ほかの時間はホログラムと着ぐるみでどうにかしのいでいる。それもなかなかのクオリティなのだが、やはりマカロンの演奏こそが見物だ。

　マニアの間ではマカロン自身によるレアなステージが注目を集めており、その公演を狙ねらったリピーターが続出している。

『やたらクオリティの高いマカロン（つまり本物のマカロン）』がいつ現れるかは、毎日、秘密になっている。午前に三回出てくることもあれば、ほとんど出て来ない日もあったり……などといった調子だ。

　いってみればガシャポン商法みたいなものなのだが、それで熱心なゲストが集まるのだから、基本、この路線で進めている。おかげでミュージックシアターは、『モッフルのお菓か子しハウス』に次いで二番目の人気を誇ほこっていた。

「お待たせしたろーん！　きょうは僕のミュージックシアターへようこそ！　みんな、楽しんでいってね！」

　観客席兼けんゴンドラには、安達パパが座っている。両脇にはいすずとトリケンだ。

　ちなみに屋外の接客では、基本的にマスコットたちは『もっふ』だの『ろん』だのしか言ってはいけない決まりだが、アトラクション内では喋しやべりを禁じられていない。スピーカーを介かいして、声優が喋っているという言い訳ができるからだ。

「きょうは特別なゲストがいるんだよ！　甘城病院の院長先生！　僕らもお世話になってるんだろん！　拍はく手しゆ、拍手～～～！」

　ゲストたちが、ムードに流されて拍手する。安達パパは苦く笑しようしながら周囲に会え釈しやく。

「僕のライブに感激して、失神しちゃっても大だい丈じよう夫ぶだろん！　お医者さんがすぐそこにいるからね！」

　どっと笑うゲストたち。

「じゃあ、行くよ！」

　ミュージック、スタート。きょうは激しいスラッシュ系で攻せめてみた。

　ギュウンギュンとギターを弾ひいてから、ドラムをドコドコと演奏。バスドラを高速で叩たたく。ラーズ・ウルリッヒの気分で叩く。

　見たか、安達パパ。僕はパーカッションもこれだけやれるろん。動画サイトに上がってるバイオリンだのフルートなんぞは、余技に過ぎぬ。

　まあ本当の本気は、楽器じゃなくてラップなんだけど。なぜか、だれも認めてくれないんだろん……。

「ろ────ん！」

　その鬱うつ屈くつをぶつけるように、力いっぱいシンバルを殴なぐって演奏終しゆう了りよう。

　ちょっと鬼き気き迫せまりすぎて、ゲストの大半は引いていたが、すこし間をおいてから盛せい大だいな拍手が起きた。

「ありがとろーん！　また来てね───！」

　手を振ふってバックステージに引っ込むと、そこには西也、モッフル、ティラミーが待っていた。その手にはまたしても荒あら縄なわ。

「もうすぐバックステージに安達氏が戻ってくる」

「ろん。まさか……」

「それまでに人間体に戻って着ぐるみを着るんだ。目の前で脱ぬいで見せないと、おまえが演じてると証明できないからな」

　西也が言った。冷れい酷こくな秘密警察の長官みたいな目だった。

「急げ」

「もっふ！　許せ！」

「ろ、ろーん……！」

　抵抗するマカロンを、モッフルとティラミーが押さえつけ、休憩室に連行。すぐさま『鋼鉄のミッチ』に放ほうり込む。

『おいそぎ』モードの三分でチン。

『ぎやああああ────！　痛い、痛い、痛（中略）……ヒヒヒ、くすぐったいわい！　ゴルルルァ！　何度でもやったらあああ!?』

　変身完かん了りよう。

　また優やさ男おとこの人間体になる。

　ぐったりしているマカロンに、ティラミーが通常営業用の着ぐるみを差し出した。

「はい、着ぐるみだみー。これ着ていって、安達パパの前で脱ぐんだみー」

「ろーん……。自分の着ぐるみ着るのって、なんか妙みような生理的嫌けん悪お感かんがあるんだろん……。こういうことって、あるよね？」

「知るか。急げ！」




　慣れない着ぐるみでふらつくマカロンを引っ張り、西也たちは大急ぎでミュージックシアター裏のバックステージに戻もどった。

　すでに安達氏が待っていた。

「いやあ、すばらしい演奏でした！」

　惜おしみない拍手。どうやらマカロンの演奏には、本当に感心したらしい。

「えー……恐きよう縮しゆくです」

　着ぐるみの頭部分をはずし、マカロン（人間体）が会釈する。

「とても着ぐるみとは思えませんでしたよ。いったいどんな仕組みなんですか？」

「はい、それはですね、えーと……」

「最新技術の結けつ晶しようです」

　西也が言葉に窮きゆうしているうちに、マカロンがさっさと答えた。

「この着ぐるみは、セミ・マスタースレイブ方式で動いておりまして。内部には多数のアクチュエーターが内蔵されています」

「アクチュエーター？」

「導電性の形状記き憶おくプラスチックです。サーボモーターなどよりも、はるかに機き敏びんで繊せん細さいな動作が可能です。センサが着用者の動作を読み取り、その意図まで正確に予測して実行します。スマホなどの日本語入力で、予測変へん換かん機能がありますよね？　あれと似たようなものです」

「そうなんですか……すごい技術ですね」

「高価な上にメンテナンスが大変なので、一人のマスコットにつき一着しか用意できないのが現状ですが」

　マカロンの出任せは大したものだった。なにかの小説かアニメの設定だろうか？　趣しゆ味みがガンプラだとか言ってたので、そういう理り屈くつは案外強いのだろう。

　安達氏は目を輝かがやかせていた。

「しかし……こうして見ると、普ふ通つうの着ぐるみと変わらないですね。中身を見せていただいていいですか？」

「いや、それは、ちょっと……」

　マカロンが口ごもり、後じさった。

　それはそうだ。いま着ているのは、ただの着ぐるみにすぎない。夏期の屋外活動用に、単純な空冷装置とバッテリーは内蔵されているのだが、それだけである。ちょっと近づかれて肩かた口ぐちからのぞき込まれたら、すぐに噓うそだとばれてしまう。

　西也は二人の間に割って入った。

「申し訳ありません。そのあたりは企き業ぎよう秘密でして。部外者の方に見せるわけには……」

「そうですか……それは失礼しました」

　安達氏はあっさり引き下がった。

「では、参りましょうか！　当パークには、ほかにも魅み力りよく的なアトラクションが山ほどありますよ！」

　トリケンが努めて陽気な声で移動をうながす。安達氏も気分を害したようなそぶりは見せず、素す直なおにトリケンといすずについて行く。

（まだうろつくつもりか……？）

　西也としては、いまのステージを見たあたりで満足して、本題の話に移るかと予想していたのだが。どうやら安達氏はこの『視察』をとことん続ける気らしい。

「あのー、すみません」

　マカロンが安達氏に声をかけた。

「二、三、片づけなければならない業務がありまして。先に行っていただけますか？　後で追いつきます」

「ああ、もちろんです。また後ほど」

　にっこり笑ってうなずくと、安達氏は楽屋裏バツクステージを出て行った。

（……なんのつもりだ？）

　西也がひそひそ声でたずねると、マカロンはてきぱき着ぐるみを脱いで、ささやき返した。

（もう限界だよ。エントランスに娘むすめが来るろん……！　一度、出で迎むかえにいかないと……！）

　時刻は一四時五一分。約束の時間まであと八分だ。

（待て。安達氏の接待は──）

（それもやるろん！　本当にすぐ戻るから！）

　言うなり、マカロンは例の休きゆう憩けい室の方角へと駆かけだしていった。




「ほ、本当にやる気みー？」

「いいからさっさとやるろん！」

　もはや泣き言など言っていられない。

　マカロン（人間体）は休憩室の『鋼鉄のミッチ』に飛び込むと、蓋ふたを閉め、ティラミーにスイッチを押させた。

『ぎやあああぁぁぁぁ～～～～！　なんぼでもやったるわ、ゴルルアァァァァ！　かゆくもないんじゃ、ゴルルアァァァァ!?』

　怒ど鳴なりまくって耐たえ抜ぬく。

　魔ま法ほうの鍼はりが神秘のツボを突つきまくり、激痛を代だい償しようにマカロンの姿を変えていく。

　チーンと羊さんの姿に変身完了。

「ぜえっ……ぜえっ……」

「マカロン。大丈夫みー？」

「取説にも、『変身は一日三回を限度としましょう』とあるふも」

　さすがに心配顔になったモッフルが忠告する。

「ぜえっ……ぜえっ……この際、贅ぜい沢たく言ってられないろん。気合いで乗り切るろん」

　時刻は一四時五九分。あらかじめ用意しておいた花束をつかみ、よろめきながら休憩室を出て行こうとする。

「そうそう。ララパーの相手と案内を、安達に頼たのんでおいたふも」

「すごい思い詰つめた顔で、『なにかお手伝いを』とか言ってたみー。ちょうどいいから任せたみー」

「そ、そうか。助かるろん……！」

　やはり持つべきものは友である。マカロンは地下通路を正面ゲート方面へと走った。

「くっ……待っているろん、ララパー！」

「がんばるふもー」

「みー」

　二匹ひきがのんきな声で見送った。




　バックステージからエントランス・スクエアに飛び出すと、売店のそばに娘がいた。安達映子と一いつ緒しよだ。モッフルのお面をいじって、なにやらケラケラと笑っている。

　まだこちらには気付いていない。

「ララパー……」

　直接見るのは二年ぶりだった。

　もう立派なレディだ。ずいぶんと大人っぽくなったような気がする。長い手足に、ほっそりした腰こし。茶色の髪かみは肩くらいの長さで、活発そうな印象だ。

　肌はだは抜けるように白く、大きな切れ長の目が愛くるしい。典型的なマカロニア美人だ。母親に似てきているのが心配だったが、目と髪の色は自分にそっくりだ。

「ララパー！」

　娘の名を叫さけぶ。

　ここはオンステージだ。周囲のゲストがぎょっとしたが、マカロンはかまわず娘のもとへと駆けつけた。感動の対面だ！

「あ、お父さん」

　ララパーが気付いて笑みを浮うかべた。傍かたわらの映子は軽く一礼する。

「見て見て、これ。モッフルおじさんのお面とか、超ちようウケるんだけど」

　ララパーの態度はひどくそっけなかった。二年ぶりなのに、まるで二分前にソフトクリームを買いに別れたかのような、味も素っ気もないような反応だった。

「ろん……」

「ってか、お父さんのお面ないよね。実は人気ないとか？」

「ろ、ろん。それより……会いたかったろん、ララパー！」

「あ、そう。あたしは普通かなあ」

「普通…………ろん？」

「うん。普通」

「と、とにかく……まずは受け取って欲しいろん！」

　そう言って、マカロンは花束を差し出した。小さなころからララパーが大好きだった、白いバラだ。きょうのために、奮発して買った。

「ああ、ありがとー。でも、これ持ち歩くの大変かなあ。お父さん、持ってて」

「あ……うん。ら、ララパー……白バラ、好きだったろん？」

　いまでも覚えている。小さな小さなララパー。まだ四、五歳で、そのころの姿は羊さんだった。

（ララパーね、大きくなったらお父さんとけっこんするろん！）

　目を輝かせて、娘はマカロニア弁で言ったものだった。

（だから、プロポーズのときは、ゆか一面にたっくさんの白バラをしきつめてね!?　ララパー、白バラが大すきろん！　やくそくだろん！）
















　はっきりと覚えている。だから白バラを用意したのだ。

　しかし目の前のララパーは、花束を見ても苦く笑しようするだけだった。

「うーん……。小さいころだったから。最近はそれほどでもないかなあ」

「そ、そうだったの……。お父さん、ちょっとリサーチ不足だったろん。ごめんね」

「うん、別にー」

「それよりララパー、そのしゃべり方は……ど、どうだろん。地上の都会モンみたいだよ？」

「えー。だって、マカロニア弁ダサいし」

「そ、そんなことないろん」

「メープルランドの学校でも、みんな使わないよ？　……それで、どこいく？　案内してくれるんでしょ？」

「ろん。そ、それは……」

　マカロンは蹄ひづめをぎゅっと握にぎりしめた。

　正直、なにもかもかなぐり捨てて、このままララパーとパークを巡めぐりたい。だが自分には任務がある。パークの敵になるかもしれない人物の接待という、重要な任務が……！

「すまないろん……。お父さん、ちょっとまだ、仕事があるの。すぐ戻もどるから、しばらくそちらの安達さんと遊んでて欲しいろん……」

　勇気を出してそう告げる。

　怒おこり出すのではないかとヒヤヒヤしたが、予想に反してララパーはあっさり納なつ得とくした。

「あ、そう。じゃあそうしてる」

「ど、どうしても外せない仕事なんだろん。どうかララパー、気を悪くしないで──」

「いいから、いいから。さっきまでだって、エーコさんと楽しくやってたんだし。ね？」

「ええ、まあ……」

　映子が複雑な作り笑いを浮かべる。こちらに気を遣つかっているようだ。

「すみません、マカロンさん。こちらはわたしが責任を持ってお待ちしてますので……。どうか、よろしくお願いします」

　映子が深々とお辞じ儀ぎする。

「エーコさん、このオヤジにそんな頭下げなくてもいいよー！　ただの上司でしょ？」

「ろっ……」

『このオヤジ』。なにげないその言葉の衝しよう撃げきに、マカロンは固まり、絶句した。

「ですが、ララパーさん──」

「あー、もう、いいってば！　ほらお父さん、さっさと行きなよ」

　ララパーが『しっし』と手首を振ふる。まるで羊を追い払はらうように。

「ら、ララパー……」

「行きなってば」

「あ……うん。でもすぐに戻るろん。本当だろん!?」

　後ろめたさから食い下がる。

「わかったって。じゃあどれくらい？」

「え……と。四〇……いや、さ、三〇分くらいかな？」

「うん。三〇分ね」

「待っててね。ホント、すぐ戻るろん！」

　白バラの花束を握って、マカロンは従業員用のドアへと駆けだした。




　休憩室に戻ると、電話で呼び出しておいたティラミーが待っていた。

「どうだったみー？」

「あー、うん。……感動の……対面だったろん。とにかく安達パパのところ戻らなきゃ。おいそぎコース、頼むろん……」

　花束をティラミーに押しつけ、虚きよ脱だつ状態で『鋼鉄のミッチ』に潜もぐり込む。針がチクチク痛いが、どうでもいい気分だった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶみー？」

「さっさとやるろん！」

「りょ、了りよう解かいみー」

　バタンと蓋を閉め、スイッチオン。

『ぐわああああー！　もっと来い！　もっと来るんだろん！　こんなもんじゃ足りないんだろん！　あははは……。あははははっ！』

　むしろ苦痛が心地ここちよかった。

　ララパー。涙なみだながらに抱だき合う場面を想像していたのに。あんな……あんな淡たん泊ぱくな再会になるなんて。

　なにがいけなかったのだろうか。僕が……僕が悪かったのだろうか。

『鋼鉄のミッチ』よ！　もっと僕を苦しめるがいいんだろん！

『あはっ、あははははははっ！』

　三分経過。チーンと鳴る。

　変身完了。優やさ男おとこの姿に。

「マカロン……ホントに大丈夫かみー？　なんかいまの悲鳴、これまでに比べて精神の均きん衡こうを失いかけてる感じだったみー」

「問題ないろん。行ってくるろん……」

　どんよりと澱よどんだ目で、マカロン（人間体）は言った。

「みー。待って！」

「？」

「……どうでもいいけど、『マカロン（人間体）』って表記すると、特とく撮さつの怪かい人じん図ず鑑かんとかゲーム攻こう略りやく本ぼんみたいな趣おもむきなんだみー。しかも『マカロン（完全体）』とか『マカロン（最終形態）』とかもいそうな感じだみー。なんというのか、えもいわれぬラスボス感が漂ただようんだみー」

「あー、もうね……ホント、心の底からどうでもいいろん……」

　茶色の髪をくしゃくしゃとやって、吐はき捨てるように言うと、マカロン（人間体）は休きゆう憩けい室を出て行った。




「遅おそくなりました！」

『アクワーリオ』のバックヤードで、安達パパ一行に追いつき、マカロンは頭を下げた。

「間桑さん。もういいんですか？」

「はい。別のアトラクションの音おん響きよう機器の調整その他で手間取りまして……ご迷めい惑わくをおかけしました」

「いえいえ、いいんですよ。こちらはこちらで楽しんでいましたから」

　そう言って安達パパは快活に笑った。ミュースら『アクワーリオ』のステージも観覧していたというので、それなりに楽しめたのだろう。

　ミュースら四精せい霊れいはスタイルもいいし、露ろ出しゆつ度どたっぷりの衣い装しようで、お父さんウケは非常にいい。ここはあの四人娘むすめに感謝せねばなるまい。

「それでは参りましょうか。そろそろ別のエリア……ワイルドバレーかスプラッシュ・オーシャンはいかがです？」

　西也が告げる。ここまで見せたんだから、そろそろ『いえ、もう十分です』と言ってくれるのを期待していたのだが──

「そうですな。では、お願いします」

　と、安達パパはわけもなく言った。

「もちろん間桑さん。案内はお願いできますね？」

「はい。喜んで。ではこちらに──」

　ひきつった笑えみを浮かべて、マカロンは言った。

　ソーサラーズ・ヒルを離はなれてとなりのスプラッシュ・オーシャンへ。

「スプラッシュ・オーシャンは『海』をテーマにしたエリアです。海かい賊ぞく船や潜水艦。それから夏期のみですが大型のプールもあります。まだ検討中ですが、このプールの上にドームを建設して、屋内型の全天候型にする案もありまして……」

　淀みなく説明しながら、マカロンは内心のイライラを必死にこらえていた。

　ララパーが待っているのに！

　もう、こんな御ご託たくを並べるだけなら、僕なんかいらないろん！　っつーか、こうやって僕に説明させてるあたり、人物鑑定のにおいがプンプンするよ！　新人作家をキャバクラに連れてく編集者かよ！

　いくつかのアトラクションを回ったあたりで、マカロンは時計を見てから、自分のスマホをちらりと見て、大おお仰ぎように『ああっ、いけない』とつぶやいてみせた。

「間桑さん、どうしましたか？」

「すみません、またちょっと部下から問題を相談されまして……」

「はあ」

「すぐ戻ります。トリケ……いえ、取手さんたちと周囲をご覧になっていてください。すぐ戻りますので。では……！」




　もちろん口から出任せだ。とはいえ、一五時半は近づいている。

　マカロンはソーサラーズ・ヒルの休憩室に走り、『鋼鉄のミッチ』に飛び込んだ。

「さあ、やってくれろん！」

　ヤケクソ気味に蓋ふたを閉じ、宣言する。待機していたティラミーは、さすがに難色を示したが──

「いいから、やれって言ってるろん！」

「りょ、了解だみー！」

　スイッチオン。

『ぐほっ、ぎやああああぁぁっ！（中略）ち、ちっとも痛くないんじゃ、ゴルルアアァァァッ！』

　変身完了。羊さんに戻る。

「行ってくるろん……！」

「いってらっしゃいみー……」




　ララパーと映子は、『どきどきコースター　ブラックアウト』から降りてきて、盛り上がっているところだった。

『どきどきコースター　ブラックアウト』は、これまでのどきどきコースターを超ちよう強力にリニューアルしたアトラクションである。

『ブラックアウト』の名の通り、安全基準ギリギリのＧでゲストを責せめ苛さいなむ。特に最大出力でのスピン＆ループは、搭とう乗じようしたゲストの血液が下半身に集中して意識を失うことがあるため、空気圧で下半身を締しめ上げる耐たいＧスーツの着用が義務づけられているほどだ。

　マニアの中には、天地逆さまで搭乗し、レッドアウト（頭部に血液が集中し、視界が赤くなる現象）を体験する猛も者さもいるという。

　たぶん、噓うそだが。

「ああっ、楽しかった！」

　その猛もう烈れつな絶ぜつ叫きようマシンを楽しんでから、ララパーは映子と快活に笑っていた。

「ララパー！　お待たせしたろーん！」

「あー、お父さん。もう来たの？」

　ララパーの態度はあくまで淡泊だった。

「で、どこ行く？」

「そ、それがね？　お父さん、ちょっとまだ仕事残ってるろん……」

「あ、そう」

　やはりララパーは怒おこらなかった。怒ってくれれば、まだ救われる気分だったのに。

　映子は心配顔だったが、こちらの家庭の問題だ。なにも言わずに様子を見守っていた。

「すぐ戻もどるろん！　すぐ戻るろん！」

「どれくらいで？」

「え、ええと……三〇分くらいで！」

「うん。期待しないで待ってるから」

「すまないろん、ララパー。お父さん、こんなつもりじゃなかったろん……！」

「いいから、さっさと行きなよ」

「ろ───んっ！」

　涙を流しながら、バックステージに駆かけ出す。いすずからのメールによれば、安達パパご一行は現在、地下通路をワイルドバレーの方へと移動中とのことだった。

　急げ、急げ。さっさとあのオッサンの応対を終わらせて──

「お、お待たせいたしました！」

　安達パパご一行に追いつき、肩かたで息する。なぜか全員、目を丸くしていた。

「いや、すみません。クレームの対応で少々手間取りまして。ですが、もう大だい丈じよう夫ぶです。それでは改めてご案内を……。？」

「間桑さん……なのかな？」

　安達パパが怪け訝げん顔をしている。西也は『このバカ……！』と言わんばかりだ。

　ようやく気付いた。マカロンはもこもこの羊さんのままだった。

「ろ────ん！」

　変身忘れた。

「その、これは、失礼……しました。急ぐあまり……着ぐるみを、脱ぬぎ忘れて……」

「着ぐるみでクレームの対応を？」

「えっ……まあ……。特とく殊しゆなクレームでして。お子さんがご一いつ緒しよの……ご家族相手で……マカロンから直々に応対して欲しいと……」

　苦しい言い訳だったが、安達パパはそれ以上追つい及きゆうしてこなかった。

「ははあ……それはまた大変ですな」

「いますぐ脱いできます！　五分……いえ四分ほどお待ちを！」

　返事も聞かずに猛もうダッシュ。休憩室の棺かん桶おけに飛び込む。

「やるろん！」

「了りよう解かいみー」

『ぎやあぁぁぁ（略）』

　チーン。変身完了。

「ぜえっ……ぜえっ……」

「マカロン、無理するなみー」

「うるせー！　なんぼのもんじゃあ──！」

　人間体でワイルドバレーに猛ダッシュ。視察のご一行に追いつくと、さすがに安達パパが心配そうな顔をした。

「間桑さん……大丈夫ですか？　顔色が悪いし……目が充じゆう血けつしてますよ？」

「いえ……少々……寝ね不ぶ足そくでして。参りましょうか」

「すこし休まれては？」

「大丈夫ですって言ってんだろん……！」

「え？」

「あ、いえ。大丈夫です。失礼しました。参りましょう」

「…………」

　ワイルドバレーをてきぱき案内する。その説明には淀よどみがないが、目が据すわってる上、動作がどこか機械的なため、不ふ穏おんなムードが漂ただよってきた。

　そうこうしているうちに、ララパーに約束した三〇分が近づいてくる。安達パパはワイルドバレーだけでなく、別のところも見たいと言ってきた。

「はい。ですが……失礼、呼び出しがありまして」

「あ……ええ。そうですか」

　覇は気きを失ったマカロンの声に気け圧おされて、安達パパがうなずいた。

「すぐ戻ります。では」

　休憩室にダッシュ。苦痛と絶叫。三分でチン。羊さんに変身完了。

「ま、マカロン……」

「行ってくるろん……！」

　映子からのメールで場所を聞く。ララパーたちはスプラッシュ・オーシャンでいくつかのアトラクションを楽しんでいるところだった。

「ララパー……！」

　周囲のゲストの視線もはばからず、一直線に駆けつける。

「な、何度もすまないろん。お父さんね、なかなか……仕事が終わらなくて……」

「あー、もういいから」

　ララパーが面めん倒どうくさそうに言った。

「え……」

「無理しなくっていいよ。あたし、もう少しその辺うろついて帰るから」

「ら、ララパー……。どうかそう言わずに、もう少し……もう少しだけ待ってて欲しいんだろん。お父さん、いますごく大切な仕事抱かかえてるろん。職場の未来にも関係してくるような──」

「だーかーらー。もういいって。あたしも子供じゃないんだから。仕事大変なんでしょ？　気にしないで」

「ララパー……」

「もともと母さんにうるさく言われて、いやいや来たんだし。もう義理は果たしたでしょ？　あたし帰るから。それじゃ」

　背中を向けて、さっさと行ってしまう。映子はおろおろとしていたが、マカロンに『とりあえず、わたしに任せてください』とだけ言って、ララパーの後を追っていった。

「そんな……」

　マカロンはその場にくずおれて、しばしの間、放心状態でいた。




　ふらふらと、マカロンは安達先生の元へと向かう。一行はアストロシティのバックステージにいた。

「遅おそくなりました」

　うつむき加減で、マカロンはつぶやく。一同は困こん惑わくしていた。

「間桑さん？　脱いでくるんじゃなかったのですか？」

「え？　ああ……」

　ようやく気付く。虚きよ脱だつ状態のあまり、『鋼鉄のミッチ』で変身するのをすっかり忘れていた。いまのマカロンは羊さんの姿のままだ。

「まあ……いいじゃないですか、どんな格好でも」

　投げやりなその態度に、さすがに安達先生もむっとした様子だった。

「ま、間桑くーん。困るんだよ！」

　副社長役のトリケンが[image: ]しつ責せきした。

「こうして、ね？　お忙いそがしい中、安達先生がパークの実状をご覧になっているというのに！　何度も何度も席をはずして。失礼じゃないのかね？　君らしくもない！」

　トリケンなりのフォローのつもりなのだろう。あまりフォローになっていないのが、またトリケンらしいともいえる。

「安達先生、申し訳ありません。この間桑くんは、日ひ頃ごろはとても勤勉で、部下からの人望も篤あつい好青年なのですが、きょうは余計なトラブルが絶えないようでして……」

「いえいえ。彼がどういう人物なのかは、分かってきた気がしますよ」

「は。……と、おっしゃいますと……」

「少なくとも、時間のマネージメントは得意ではないご様子ですな」

　そう言って安達先生は肩をすくめた。

「弁べん舌ぜつはご達者なようですが。……なるほど、それならば世間知らずの娘むすめを丸め込むのも難しくはないでしょうしね」

　険のある言葉だった。

　いや、もともとこの安達先生は、マカロンに好意など持っていなかった。にこやかで鷹おう揚ような顔をしながら、ずっとアラを探していたのだ。

　もう充じゆう分ぶん、というところなのだろう。

「あ、安達先生。その件については弊へい社しやといたしましても……」

「いえいえいえ。もうけっこうです。貴重なお時間を割さいていただき、感謝してます。立派な遊園地だ。ですが娘の職場としては、ふさわしくない。悪い虫もいるようですしな」

「安達先生。彼はパークの貴重な戦力なんです。どうか、もう少し彼と……」

　西也が取りなそうとするが、安達先生は聞き入れなかった。

「出口までご案内いただけますか？　彼については……パークの皆みなさんの誠実な対応を期待しますよ」

　要するに『こいつのクビを切れ』と言ってるのだろう。さもなきゃ、覚かく悟ごしろ、と。

　西也とトリケンが必死に引きとめる。

「先生、そこをなんとか……」

「前屈みでお願いします！　ホント、いい従業員なんですよ？」

「いやいや。これ以上の時間の浪ろう費ひは、勘かん弁べんしていただきたい」

「ふざけるなろん」

　マカロンの押し殺した声が響ひびくと、一同は静まりかえった。

「……黙だまって聞いてりゃ、好き勝手言いくさってからに。おい、オッサン。おめー、何様だろん？」

「やめろ、マカ……間桑」

「うるせ───ろんっ！」

　マカロンはそばに積んであったカラーコーンを蹴けり飛ばした。

「あのな……てめーが市のエラいさんじゃなかったら、とっくの昔にボコってるんだろん！　大物ヅラして楽しいろん!?　こっちはいい迷めい惑わくなんだよ、ゴルルルアァァァ！」

「やめ──」

「やめねー！　どうせこのオヤジ、元から聞く耳なかったろん！　要するに、最初から無む駄だだったんだろん！」

　こっちは何度も何度も、変な拷ごう問もん道具に入って七しち転てん八ばつ倒とうしたというのに！　もうやってられねー！

「間桑さん。それが君の本ほん性しようかね？」

「ああっ？　本性だあ!?　バッカおめえ、こんなもんじゃねえろん！　いまから思い知らせてやっから、そこ動くなゴルルアァァァ!?」

　安達先生に、のしのしと迫せまる。いすずがマスケット銃じゆうを取り出そうとして、西也が『千斗、やめろ』と言う。トリケンがマカロンを羽は交がい締じめにして。西也も同様に抑おさえに入る。

「落ち着いてください、マカロンさん！」

「はなさんか、コラ！　このっ……！」

　じたばたと暴れるが、トリケンは必死に放さない。さすがはトリケラトプス。意外に力が強い。

　もたもたしているうちに、安達先生の前にいすずが立ちふさがってしまった。必要ならば、銃を抜ぬいてぶっ放すつもりなのだろう。

　ええいっ、ぬかった。最初から無言で飛びかかればよかった。

「だ……だいたい！　てめえの娘の不始末だろうが!?　なにふんぞり返って威い張ばってるんだろん!?　菓か子し折おり持って謝りに来るのが筋ってもんだろん！」

「なんだと？　それは──」

「僕がムカつくろん!?　それはけっこう！　でもあの修一とかいうボンボンを娘にあてがって、トラブルを招いたのは要するにおめーだろん！　っつーかさすがに映子が気の毒になってきたよ！　あんなクソガキと結けつ婚こん!?　……ないわー！　僕が父親だったら耐たえられないろん！　あんた正気!?　それでも人の親？　僕も娘いるけど、まったく理解できないろん！」

「む、娘がいるのに、映子に手を出したのか……!?　貴様……！」

「そんなの噓うそに決まってるだろが！　映子の言い分、聞いてねーのかよ!?　このクソオヤジ！　ちょっとは娘の気持ちとか、考えてみるろん！」

　そう叫さけびながら、マカロンは思った。

　ああ、そうだ。まったくその通りだ。

　自分だって、娘の気持ちを考えただろうか？　あんな態度をとられて、おろおろして困惑するだけで──

「ら、ララパー……。ララパー……うっ……うっ……おろろ───ん！」

　涙なみだが出てくる。全身から力が抜ける。

　娘は行ってしまった。

　最高の日になるはずが、こんな最悪の結末になってしまった。

　馬ば鹿かげた芝しば居いも水すい泡ほうに帰した。

　このエラいさんはこれからカンカンになって帰り、パークに仇あだなす敵となることだろう。どんな嫌いやがらせが始まるか、わかったものではない。自分が下手を打ったせいで、パークの仲間たちが苦しい思いをするのは、マカロンには耐えられそうになかった。これでもいくばくかの義ぎ俠きよう心しんはあるのだ。

　自分がパークを辞やめるしかあるまい。

　それも自主的な退職ではなく、パーク側からのクビという形にすべきだろう。

　できれば、いまこの場で西也がそれを宣言するべきだ（形式的にはトリケンの勧かん告こくということになるが）。

　西也をちらりと見て、小さくうなずく。

「…………」

　それだけで彼は、マカロンの意図を理解したようだった。ただし、ひどく迷っている。パークのナンバー２キャストを失うことのデメリットを考えているのか、それとも彼なりの情なのか。

　だが答えは分かっている。

　可児江西也は支配人代行だ。時にはタフな決断もしなければならない。

　そうだ──

（ここで僕ををかばうようなら、むしろおまえには失望するろん！）

　西也が目を閉じ、ごくりと喉のどを鳴らした。それからぐっと唇くちびるを引き結び、なにかを決心。

「安達先生……」

　西也は言った。

「間桑氏は取り乱しているようです。ですが……こうなっては是ぜ非ひもありません。ご所しよ望もうの通り、彼にはこのパークから──」

「い……いや、待ってください」

　西也の言葉を、安達パパが遮さえぎった。

「はい？」

「すこし……間桑さんと話してもいいですか？　二人きりで」




　夕方のパーク。

　大観覧車のゴンドラに乗り、二人の父親が向かい合っていた。マカロンと安達先生である。

　見み渡わたす限り、夕焼けの空。眼下には初夏の多た摩ま丘きゆう陵りようが広がっている。

（……っつーか、おっさん二人で観覧車？　どういう流れだろん）

　足をぶらぶらさせて、マカロンは胸中でぼやいた。

　安達先生は遠くを見ながら、しばらく無言でいた。だが、やがて意を決したように、口を開いた。

「間桑さん」

「はい」

「あのですね。男が胸きよう襟きんを開いて語ろうとしてるんです。とりあえず、その着ぐるみは脱ぬぎませんか？」

「それは断固断りますろん」

　もふもふの羊さん姿のまま、マカロンはきっぱりと宣言した。

　これ以上、あの拷問具に入ったら命の危険にさらされそうだ。この点において、マカロンは一歩も譲ゆずる気はなかった。

「どうしても？」

「どうしても」

「…………。ま、まあいいでしょう。人間だれしも、譲じよう歩ほできないものはあるでしょうからな」

「ご理解いただけたのなら幸いですろん」

　お互たがい、時間を置いたせいか頭は冷めている。最初の敬語モードに戻もどり、二人はぎくしゃくした会話を続けた。

「間桑さん。先ほどの話は、本当なんですか？」

「なにがです？」

「私の娘むすめ……その、映子との関係についてなんですが」

「ええ。彼女はあくまで職場の部下ですろん。よくやってくれてますよ」

「ですが、娘はあなたと……その、一線を越こえたと……」

「安達さん」

　ため息をついて、マカロンは言った。『おめえバカか？』とは言わないでおいた。

「さっきも言いましたが、そんなの口から出任せに決まってるでしょ。それくらい、彼女は例の婚約者との未来を案じているんですろん」

「彼とは……仲がいいと聞いてました」

「どうせあのガキの言ってることでしょ？　ウソ、ウソ。あれはろくでなしの類たぐいですろん」

「しかし……」

「いいでしょう。あの晩、彼が僕にどういう態度を取ったか話しますろん」

　マカロンは話した。安達パパの眉み間けんに、みるみる皺しわが寄った。

「まあ、カッとなったのは申し訳なかったですよ。この通りの粗そ忽こつ者ものですろん。ですが、ね……。さすがにああいう男は……どうです？」

「むむ……」

「映子さん貞てい淑しゆくな女性ですろん」

　夕焼けを見ながら、マカロンは言った。

「これまであなたに、一いつ切さい逆らってこなかったんじゃないですか？　だけど、あの婚約者のことでは我が慢まんできなかった。それでとっさに口をついて出てきたのが、僕の名前だったんでしょう」

「…………」

「娘さんを責めてはいけないろん。彼女は深く反省してるし、僕に何度も謝った。あなたにも『噓だった』と説明しようとしたけど、取り合ってもらえなかったと」

「それは……確かに……心当たりが……」

「だったら、映子さんの虚きよ言げんに乗ってやろうか、ということで今日の茶番を演じたわけですろん。あんたが僕を気に入れば、全部解決ですからね。さすがに甘かったけど」

「それは……その……」

　安達パパは喉をごくりと鳴らした。

「つまり、あなた方は……娘の立場も考えて、ああした挙に出たと？」

「そうなりますろん」

　マカロンは鼻をふんと鳴らした。

「パークはこれまで通りに運営できるし、映子さんも婚約の件を白紙に戻せて、しかもバイトを続けられるろん」

「馬鹿げている」

「まあね。浅あさ知ぢ恵えといえば浅知恵だけど、いちばんハッピーな落としどころだったんですろん」

「しかし、ならば最初から、説明してくれれば……！」

「説明したら、聞いてくれました？　娘の話も、まともに取り合わないような人に」

「むっ……」

「安達さん。あんたがそこそこ聞く耳のある御ご仁じんだというのは、もうわかりましたろん。でも、映子さんのこととなると、そうでもないようですな」

「…………」

　安達パパはうつむいて、しばらく無言でいた。苦く、辛つらそうな顔だった。

　苦く悩のうする父親の顔だ。

　マカロンにも、とても他ひ人と事ごとのようには思えなかった。

「お恥はずかしい限りです」

「うん。かなりみっともないことしてるろん、あんた」

「はは……。間桑さん、あなたは面おも白しろい人ですな。部下に言われると腹が立つようなことも、あなたに言われると、なぜかすとんと腑ふに落ちる」

「そりゃどうも」

「すこし聞いてもらえますか？　娘のことなんですが……」

　そこで二人を乗せたゴンドラが、がくんと揺ゆれた。観覧車が一周して、乗降エリアに入ったのだ。

「じゃあ、もう一周」

「すみませんね」

　ゴンドラのドアを開けようと待っていた係員に、『もう一周』とジェスチャーで示す。

「どうぞ」

「ええ。……あなたの言うとおり、娘はいままで、ほとんど私の方針に逆らったりしませんでした」

　安達パパは言った。

「ですが強圧的に締しめ付けてきたわけではない。娘の意思は尊重してきたつもりです。本当は医学部に進んで欲しかったのですが、娘の希望は英文でした。それも許しましたし、どうこう言ったことはない」

「婚こん約やく者の件は？」

「最近までは、娘もその気だったはずなんです。彼とは何度も会ってましたし、私も『将来的には、どうだろうか』と控ひかえめに勧すすめてたくらいで……。向こうの親おや御ごさんとも、何度も慎しん重ちように話し合ってから、両者の意思を確かく認にんして、そういうことになったんですが……」

「前のバイトを辞めた件は？」

「それだって、頭ごなしに言いつけたわけではないんです。ただ、娘に『ああいう芸能関係の仕事はどうかと思うんだが』と言ったくらいですよ。そうしたら、すぐに辞めました。こちらも拍ひよう子し抜ぬけしたくらいでして……」

「なるほどろん」

　マカロンはため息をついた。

「やっぱりあんた、彼女の気持ちがちっとも分かってなかったですろん」

「え？」

「そんなの、本音じゃないに決まってるでしょ？　婚約者のことも、ホントはモヤモヤするけど親が喜んでるから『まあ、仕方ない』と。ＡＶ……じゃなくて芸能事務所を辞めたことも、本意ではないけど『親が安心するから』と。進路のことで譲歩してもらったのも、本人はきっと気にしてるでしょ。そうやって、ずっと我慢してきたんだろん。それがたまりにたまって、爆ばく発はつしたんだろん」

「うーむ……。ってＡＶ？　なんの話です？」

「気にしないでいいから」

「はあ」

　なんとなく不安そうな顔で、安達パパはうなずいた。

「とにかく口で言ってることと、本心とは違ちがうんだろん。ああいう年とし頃ごろの子が、父親に言うことなんて、そんなものでしょ。だから……」

　そこまでエラそうに話してから、マカロンは気付いた。

　ララパー。

　愛する娘のあの態度。そっけなくて、冷たく淡たん泊ぱくなあの態度──

「ろん……」

　あれが本音なわけが、ないではないか。

　ララパーは気の強い子だ。でも傷つきやすい年頃でもある。自分の気持ちを守るために、あんな風に冷たいそぶりをしたのではないか？　だって、ララパーはあんなにめかし込んでいたのに。

『どうせ会いに行ったって、お父さんは仕事仕事で、あたしなんて……』

　そんな不安があったとしても、何ら不思議ではない。だったらああいう態度をとるのは、ごく自然なことじゃないか。

　だというのに、自分は。自分は。

　ララパー。

　うつむき、ぐっと蹄ひづめを握にぎる。

「おっしゃる通りです、間桑さん……私はどうも、駄だ目めな父親だったようだ」

「いや。それを言ったら僕だって、駄目な父親なんだろん……」

　その後は観覧車の一周が終わるまで、無言のままだった。

　二人で肩かたを落として観覧車を降りると、そこには安達映子が待っていた。

「すみません。ララパーさんのことなんですけど……」

「いや、もういいろん」

　映子が一人でいるのを見て、マカロンはすべてを察した。ララパーはもう、帰ってしまったのだろう。

「それより、お父さんと話しなよ」

「でも」

「いいから。邪じや魔ま者ものはさっさと消えたいんだろん」

　マカロンは安達パパに『それじゃ』と告げて、のこのことその場を立ち去った。

　その背中に、映子が告げた。

「マカ……間桑さん。ミュージックシアターの公演、まだ残ってます」

「？」

「出てください。話はその後に」

「ろん。まあ、気が向いたらね……」

　そのまま歩き、キャスト用の扉とびらをくぐるとき、マカロンは振ふり返った。映子とその父親が、なにかを話している。

　もう遠いから、会話の内容は聞き取れない。

　聞くべきではないし、想像もするべきではないだろう。ここから先は、あの親子だけの問題なのだから。




　バックステージに入ると、西也といすず、トリケンが待っていた。

「どうだった？」

　やたらとハラハラした調子で、西也が聞いてきた。

「別に。でも、可児江くんの見立てはそう間違ってなかったろん。聞く耳はあるよね、あのオヤジさん」

「要点を言え」

「どうかね。僕だって分からないろん。まあ……自分のやってることが恥ずかしいってのは、分かってるみたいだったよ」

「うーむ……」

「もういいろん？　よければ僕はいくから。あとは任せたろん」

　凝こり固まった肩をほぐすように、短い腕うでをぶんぶんと振って、マカロンは地下通路の階段へ向かう。

「マカロン。どこへ行くの？」

　いすずがたずねた。

「そりゃ、仕事ろん。まだクビじゃないなら、だけどね」

　マカロンは言った。

「きょうは、ろくにゲストのお相手ができてないから。最後に一曲、鬱うつ憤ぷん晴ばらしをしてみるろん」

　皮肉っぽく笑うと、マカロンは階段を降りていった。




　これで最後になるかもしれないから、自分の大好きなギャングスタ・ファンクでも演奏しようかと思ったが、そこはさすがに自じ粛しゆくした。

　直球ストレートの甘ブリテーマ曲。

　ファミリー向けの、いかにも遊園地らしい、キラキラしたバイオリンの曲。

　これでいこうと決めて、スタッフに指示を出す。

「ろーん！　きょうは僕のミュージックシアターにようこそ！」

　前奏が始まったところでステージに上がり、客席に向かって手を振る。

「夢いっぱいのソーサラーズ・ヒル！　だけど僕の音楽がなければ、ちょっと色あせてしまうんだろん！　そんなときは、音楽の妖よう精せいに任せてね!?　がんばって、みんなを楽しませるろん！　それでは、傾けい聴ちよう、傾聴！」

　さあ見るがいい。この俺の超ちよう絶ぜつテクを！

　ギターかなにかのように、バイオリンを振り回して演奏する。

　おおっ。音楽の神様よ。

　かつてないことが起きてます。

　きょうは弦げんが走るようだろん。孤こ独どくの味とは、こういうものか。

　失ってわかるものがある。

　これなのか。

　ろん、ろん、あろーん。満たされないものがあってこそ、本物の音楽はほほえんでくれる。いま神は、僕の味方なんだろん！

　ステージを右へ、左へ。

　インド人を右へ（意味不明）。

　鬼き気き迫せまるマカロンの演奏に、ゲストはみんな大盛り上がりだ。

「ろん、ろん、ろ────ん!!」

　聴きくがいい、お客様。これが僕の魂たましいの叫さけびなんだろん！

「ろ───────────────ん！」

　演奏終しゆう了りよう。

　猛もう烈れつな拍はく手しゆが爆発した。閉園時間も近いので、そう多くのゲストがいたわけではない。席の埋うまりも六割くらいだ。

　だが、これほどの激しい拍手は初めてだった。人生最高のステージだったかもしれない。

「はあっ……はあっ……」

　弦の切れたバイオリンを掲かかげ、マカロンは拍手に応こたえた。

　そこでやっと、彼は気付いた。客席の片かた隅すみに、ララパーがいた。

「ララパー……？」

　ほかのお客と同じように、一心不乱に拍手している。誇ほこらしそうなあの瞳ひとみ。いましも周囲に、『どう!?　あたしのお父さんなんだよ！』と喧けん伝でんしそうな勢いだ。

「ララパー！」

　ステージ上から飛び降りて、マカロンは娘むすめの元に駆かけつけた。周囲のゲストはぎょっとしたが、そんなの知ったことではない。

「ララパー。ごめんね。お父さん、なにも分かってなかったろん……」

　娘を抱だきしめ、マカロンは言った。

「ちょっ……やめてよ。え、エーコさんがね？　あたしを引きとめて。『せめて、お父さんのステージを見ていくべきじゃないか』って……」

　そうだったのか。ありがとう、映子。

「まあ……よ、よかったよ？」

　頰ほおを赤らめ、ララパーは言った。

「ララパー」

「もういいでしょ？　っつーか痛いし。放してよ」

「やだろん」

「お、お父さん……？」

「白いバラとか、そういうのじゃないんだろん？　もっとしっかり、おまえをつかんでなきゃいけなかったろん……！」

　そうだ。『帰る』と言われたら、『帰るな』と言うべきだった。

「愛してるろん、ララパー」

「や、やめてってば」
















「いいや。やめないろん」

「いやマジで、恥はずかしいから」

「うるせー！　お父さんはちっとも恥ずかしくなんかないんだろん！」

「もう……」

　ちょっと間をおいてから、ララパーは苦く笑しようした。

「バカなんだから」

「そうだよ。お父さんはバカなんだろん」

　客席のゲストたちが退場しても、マカロンは娘を放そうとしなかった。




　その翌日、昼休みの時間に──

「で？　そのあとはどうなったみー？」

　バックステージの休きゆう憩けい室で、コンビニ弁当をパクつきながら、ティラミーがたずねた。

「ろん……」

　余よ裕ゆうたっぷりのスカした笑え顔がおで、マカロンは格好をつけた。

「そりゃあもちろん、ラブラブタイムろん。イタリアンで食事して、深夜営業のカフェいって、ムードたっぷり。その後は仲良くご一いつ泊ぱくよ。ククク……」

「もっふ。そういう言い方だと、いかがわしいふも」

　西さい郷ごう亭ていのコロッケをもぐもぐとかじりながら、モッフルが言った。

「うん。援えん交こうのにおいがするんだみー」

「……そこまでは言ってないけど。とはいえ、まだララパーもかわいいふもねえ。こんなダメオヤジを慕したってるなんて」

「ふっ。なんとでも言うがいいろん。おめーらチョンガーには分からない世界なんだろん」

「ふん。知りたくもないふも」

「それで？　ララパーは帰ったみー？」

「帰ったろん。けさ、見送ったろん」

「ふーん……残念。時間があったら、ボクが大人の恋こいってのを教えてあげたのに」

　そうぼやいたティラミーに、マカロンは超ちよう高速で襲おそいかかった。

「ゴルルルルアアァァァ!?　おめ、ザッケンナヨ!?　ララパーに指一本でも触さわったら、おめ、許さんぞゴルルルアァァァ!?」

「み───！　痛い、痛いみー！　言ってみただけだって！　首絞しめないで!?　首絞めないで！　殺す気!?」

「おう、殺す気なんだろん！　念仏唱えろや、ゴルルルラアァァァァ！」

「み────！」

「やめるふも。さすがにティラミーだって、ララパーには手を出さないよ」

「そうだみー！　そうだみー！　あー……でも。時と場合によっては、ありえるかもしれないみー」

「死ぬろん！」

「み──────！」

　もつれ合ってバタバタと騒さわいでいると、そこに可児江西也がやってきた。

「元気だな、おまえらは……」

　あきれ顔だ。しかも、ちょっと疲つかれた様子である。

「おっ、可児江くん」

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんだかげっそりしてるろん」

　たちまち西也はいきり立った。

「おまえのせいだろうが！　あのあとも、俺は安達の親おや父じさんとあれやこれや相談を……。気疲れで気を失いそうだったぞ」

「ふーん。大変だったねえ」

　鼻をホジホジしながら、マカロンはつぶやいた。

「こ、こいつ……」

「で？　僕の処しよ遇ぐうは？　やっぱクビ？」

「……いっそクビにしたくなってきたが、そういうわけにもいかない。結果から言うと、おとがめなしだ」

「ほほう」

「最初に言っただろう。安達さんはわりとまともな人だと。いろいろと紆う余よ曲きよく折せつはあったが、最終的には納なつ得とくしてくれた。むしろ謝罪までされてしまった。それで……まあ、市とパークとのあれこれについても、今後便べん宜ぎをはかってくれると約束してくれた」

　棚たなからボタモチというほどの話ではないが、結果的に今回の一件は、パークにとってプラスになったようだ。

　たぶん、例の『バス停問題』なども速すみやかに解決することだろう。

「ふーん……」

「婚こん約やくの件は、白紙に戻もどす方針らしい。これはまだ時間がかかるだろうが……彼女にとっては良かったんじゃないのか？」

「ふむ」

「ただし、安達映子はバイトを辞やめるそうだ」

「えっ」

「父親の意向ではない。本人の意思だ。彼女にしてみれば、あれだけパークに迷めい惑わくをかけたのだから、当然のけじめだと考えているらしい」

「そう……ろん……」

　マカロンはしゅんとした。

　きのう、ララパーを説得してくれたのは映子だ。彼女が頑がん張ばってくれなかったら、娘との関係が修復することはなかっただろう。せめて感謝の言葉くらいは伝えたいものだったが、バタバタしていたのでメールのひとつもまだ送っていない。

「もっふ。だとしたら、例のユニット──『タスクフォースＡＢＣ』はお蔵くら入いりふも？　安達がいないんじゃ『タスクフォースＢＣ』になっちゃうよ。生物・化学バイオ・ケミカル兵器を扱あつかう特務部隊みたいだふも」

「もともとこのネーミングに問題があったとも思うがな……」

「みー！　いっそ、Ａがつく女の子を新たに採用するといいみー。えーと……アーシェちゃんとか！」

　経理部長のアーシェのことだ。

「おまえ、説得できるのか？　パークの財さい布ふの管理人だぞ？　俺はいやだ」

「だよねー。アーシェちゃん、怒おこるとものすごい怖こわいんだみー。物理的にも金銭的にも」

「まあ、中止するか、ユニットを作り直すかしかないだろうな……」

「それだったら、問題ないわよ」

　いすずがやってきて、一同に告げた。今朝はずっと顔を見ていなかったので、外回りか何かだったようだ。

「千斗。学校に行ったんじゃなかったのか？」

「いいえ。きちんと仕事をしてきたわよ。これこの通り。……ほら、来て」

　いすずがうながすと、角の向こうから安達映子がおずおずと現れた。

　パークの制服姿だ。落ち着かない様子で、もじもじとしている。

「エーコちゃん！」

「安達」

「あの……皆みなさん。このたびは大変なご迷惑をおかけしました。それで……責任もありますから、一度はお暇ひまをいただこうと思ったのですが……」

　それ以上は言葉が出てこないらしく、映子はうつむき黙だまりこんでしまった。

「わたしが説得して、続けてもらうことになったわ」

　いすずが大きな胸を反らした。毎度のむっつり顔だが、なんとなくドヤーっという感じが漂ただよっている。

「ナイスだみー！　いすずちゃん！」

「もっと褒ほめて」

「デキる女！　最高！　やるときはやるんだみー！　まあ今回ちょっと影かげ薄うすかったけどぐほあああっ」

　ティラミーを射殺してから、いすずはマスケット銃じゆうを収めた。

「最後は余計よ」

「み、みー……。だから暴力ヒロインは今どきダメだと……」

「とにかくみなさん！　か、勝手ばかりで申し訳ないのですが……どうか、これからもよろしくお願いいたします！」

　映子が深々と頭を下げる。異論を唱える者は一人もいなかった。

「もちろんだ、頼たのむぞ」

「もっふ。まあキビキビ働くふも」

「か……歓かん迎げいするんだみー（復活中）」

　それぞれが優やさしく声をかける。

「安達……ありがとうろん。本当によかった。これからも頼むね？」

　マカロンがいうと、ようやく彼女に笑顔が戻ってきた。太陽のような、ほっこりとした笑顔が。

「はい。ありがとうございます！」







　　　『鋼鉄のミッチ』その後──







　閉園後、アトラクション『アクワーリオ』の楽屋裏にて──




「……それで？　ミュース。正直に白状しなさいよ」

　と、火の精せい霊れいサーラマが言った。

「あ、あたしも……そう思います。あれがマカロンさん？　ちょっと、ありえないんですけど……」

　と、土の精霊コボリーが言った。

「アイキャンフラ───イ！」

　と、風の精霊シルフィーが言った。一同の重たいムードはそっちのけでふわふわと浮ういている。

　シルフィーは空気の読めない残念な風の精霊なので、基本的に放置。

　同どう僚りよう二人に問いつめられて、水の精霊ミュースは人差し指同士をくっつけて、もじもじとした。

「えっと……。前にね？　ヒマしてたら『まほ☆かめ』ってアプリを見つけて。もこもこのマスコットさんを、人間体に置き換かえて表示する……っていうふれこみで」

「ほほう」

「お試ためし版があったから、試しに何人か撮とってみたの。そしたら、モッフルさんやマカロンさん、あとティラミーさんがね？　なんというか……」

　超ちようイケメンだった。

　そう口に出すのがはばかられて、ミュースはもごもごと口ごもった。

「イケメンだったんですね？　教えてください。イケメンだったんですね!?」

　絞しめ殺さんばかりの勢いでコボリーが食ってかかってきた。目の色がちょっとおかしいくらいだ。

「く、苦しい……！　コボリー、やめて……」

「はっ！　す、すみませんでした……。塩と砂糖で受け攻ぜめを考えられるあたしでも、さすがにあの三人はありえない感じだったんです。ヘタレ攻めのモッフルさんとか、ちょっと考えてみたけどしっくりこないし。そんな自分の未熟さを恥はじていたくらいで……」

「いや……むしろ、できる方が恥ずかしいでしょ」

　と、サーラマがぼやく。

　コボリーは土の精霊である。特に腐ふ葉よう土どとかの方面なのである。つまり腐くさっている女子なのだ。

「でも、もう少しでいけそうなんです！　ティラマカとか！」

「ごめん。なにそれ？」

「ティラミーさんが攻めで、マカロンさんが受けという意味です。ああ……でも、きのう会ったあのイケメンがマカロンさんということなら、ティラミーさんが誘さそい受けというのが、いちばんしっくり来るかもしれません。いや待って？　待ってよ？　そこにモッフルさんを絡からませるとしたら……（以下略）」

「あー、もういいわ」

　わけのわからないことをブツブツとつぶやいているコボリーを捨て置き、サーラマはミュースに詰つめ寄った。

「とにかく、見せてよ」

「え、なにを？」

「その写真。ほかの二人もあるんでしょ？」

「あ、あるけど……だ、ダメだよ！」

「なんで？」

「いすずさんと……このことは伏ふせておこう、って話になってるの」

「いや、だから、どうして？」

「だって！　あのマカロンさんが、あれだよ？　よくないって！　絶対よくないよ！」

「はあ？　わけわかんねーし！」

「と、とにかく、やめとこうよ！」

　ミュースは顔を真っ赤にして両手を振ふる。その様子を見て、サーラマは露ろ骨こつにイライラした。

「別にツイッターとかで晒さらしたりなんかしないってば。気になって仕事に集中できないのよ。この話題になると、あんた妙みようにキョドってるし」

「そ、そうかなあ……？」

「とにかく見せてみ。モッフル先せん輩ぱいとティラミー先輩の画像」

「でも……」

「なんで？　どうして、そこまで尻しり込ごみするかなー。人に見せられない理由とかあるの？」

「そんなの、ないけど……」

「だったらいいじゃん」

　ミュースはこのサーラマの態度に、ときおり付いていけないところがあった。

　とにかく遠えん慮りよ会え釈しやくがないのだ。

　ミュースはいちおう、このアトラクションのリーダーだ。サーラマからすると、気にくわない部分もあるのかもしれない。

　だがシルフィーやコボリーにはそれほどではない。とにかくミュースにだけは辛つらく当たってくる。からかったり、あおったり。

　もしかしてあたし、嫌きらわれてるのかな？

　よくそう思うことがあるのだが、サーラマはこの四人の中でいちばん頻ひん繁ぱんにメッセを送ってくるし、ごはん作って遊びにくることもしょっちゅうだ。

　一方、ツイッターで職場のグチを並べ立てることも多いが、ミュースのことには一いつ切さい触ふれない。楽しい話題ですら、だ。

　なんだかよく、わからない。

　別に普ふ段だんは、仲が悪いわけではないとは思うのだが……。

「あっ！」

　不意にシルフィーが、何かを思い出したように大きな声をあげた。

「ど、どしたの？」

「草くさ餅もち！」

「え？」

「草餅！」

「え？　草……？　あの、よくわからないんだけど」

　シルフィーは自分のバッグの中から、草餅を取り出してミュースに渡わたした。

「はい」

「え？」

「草餅」

「あ……うん。ありが…とう？」

「いいってことよー」

　サーラマとコボリーにも草餅を渡し、自分の分をもぐもぐと食べる。心の底から幸せそうに。

　シルフィーなりの親切のつもりなのだろう。厚意はありがたいのだが、もう少し空気を読んでもらえないだろうか？

「とにかく、写真！」

「え？　あ、はいはい……」

　サーラマに急せかされ、ミュースはスマホの写真──モッフルとティラミーの人間体の画像を差し出した。草餅をもぐもぐ食べながら、コボリーとシルフィーも横からのぞき込む。

「なっ……!?」

「ちょっ……!?」

「ＵユＭーＡマ！」

　三人が驚きよう愕がくする。

「これがティラミー先輩とモッフル先輩!?　なに、ちょっと!?　ありえないんだけど!?」

「うー……。そう言われても、見ての通りなんだよう……」

「ヤバい。ヤバいです。わたしの中のティラマカをいろいろと軌き道どう修正しなければ……いや、むしろ想像通り？　うーん……でもこれだと、モッフル先輩とマカロン先輩によるティラミー争そう奪だつ戦せんの方がよりしっくりと（後略）」

　と、コボリー。

「かわいくない。いまの方がいい……」

　と、不満げなシルフィー。

「……まあ、言いたいことはわかるけど。もう見せたから、いいよね？　サーラマ？」

　上うわ目め遣づかいでミュースが言ったが、サーラマは難しい顔でスマホを凝ぎよう視ししていた。

「……ふーむ」

「サーラマ？」

「なんかさ……ムカつかない？」

「え？」

「いや、だってうちらとか、いすずちゃんとかラティファ様とか、いっつも客寄せパンダに使われてるし。水着とかでさ」

「あ……うん」

「ほかにもたとえば……こないだティラミー先輩の出した企き画かく書しよ、読んだ？　あの『バニーハント』っての」

「ああ、あれね……」

　バニーハント。

　それは先月、可か児に江え西せい也やが『新アトラクションの企画を募ぼ集しゆうするぞ！』とキャスト一同に告知した結果、ティラミーから出てきた企画だった。

　まず、パークの女性キャストにバニーガールの格好をさせる。

　それで、ゲストはバニーさんをペイント入りの水みず鉄でつ砲ぽうで追い回す。障害物いっぱいのフィールドで。

　制限時間内に、お尻しりの丸いしっぽを半分以上、自分の色で染めたら、そのバニーさんをゲット。

　ゲストはその後、獲かく得とくしたバニーさんから膝ひざ枕まくらとか耳みみ掃そう除じとか、足ツボマッサージとかのサービスをしてもらえる──

　そういう、アレな企画である。

「風営法ギリギリだって、可児江さんが突つっぱねたよね、あれ」

「そう。可児江くんがダメ出しするまで、ほかの男連中、かなり乗り気だったでしょ？　セクハラとかの危機意識がまったくないのよ、あいつらは」

「はあ……。でも、それとこの人間体のモッフルさんたちと、どういう関係があるの？」

「男性ゲストを呼ぶために、あたしたちが肌はだをさらすのは仕方がない。まあ、それはあたしもわかるわ。ムカつくけど、しょうがねーわよ。世せ知ち辛がらい世界なんだから」

「うん……」

「でも！　だったら！　あいつらだって一ひと肌はだ脱ぬぐべきっしょ!?　いつぞやのＰＶだって、オークロくんとか、警備部の連中が脱いだだけだし。これは不公平だよ！」

「そういえば、そんなこともあったよね……」

　詳しよう細さいは四巻の『プロモーションビデオを撮ろう！』を参照である。

「せっかくそんな変身アイテムがあるんだから、ここはモッフル先輩たちにも、一肌脱いでいただくべきでしょ？」

「ははあ……」

「そ、それはすばらしい考えだと思います！」

　いきなりコボリーが、握にぎり拳こぶしで話題に参戦してきた。

「濃のう厚こうに絡み合ってもらいましょう！　モッフル先輩は全ぜん裸ら蝶ちようネクタイ。その蝶ネクタイを『ぐいっ』とつかんで笑う小こ悪あく魔ま系のティラミー先輩。これはいけます。いけると思います！」

「きもっ!?」

「なにがキモいんですか？　最高ですよ！　ついでに可児江さんにも出演してもらいましょう！　まあ……総受けですよね。ああいう俺様キャラですし。ポイントは屈くつ辱じよくにゆがんで泣きそうになった表情。縛しばりましょう。……うーん。このコボリー、思わず前かがみです」

「とうとうトリケン化!?」

「最悪ー……」

　そこでようやく、コボリーは我に返った。

「はっ。……すみません、つい……パークの未来を思うあまり……。わ、忘れてください」

「いや、いま思いっきり趣しゆ味み入ってたでしょ」

「う……あの、その……」

　いまさらコボリーは真っ赤になってもじもじとする。

「でも、そういうセンス（？）はコボリーが一番のはずだし。検討してもいいんじゃないのかなあ……」

　ミュースがのんきに言うと、コボリーはぱっと顔を明るくした。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「……とはいえ、あたしたちが上申しても、モッフル先輩や可児江さんのことだから、即そく却きやつ下かよね……」

「まあね。だったら、ここは女子組で結けつ託たくすればいいんじゃね？」

「ふむ？　というと──」

「あっ！」

　シルフィーが素すっ頓とん狂きような声を出した。

「ど、どうしたの？　シルフィー？」

「かしわ餅！」
















「え？」

「かしわ餅！　はい！」

　自分のバッグからかしわ餅を人数分取り出し、それぞれに配る。

「あ、ありがと……う？」

「かしわ餅……ふふ」

　笑え顔がおでもぐもぐと食べる。しばし、残りの三人はぽかんとしていた。

「……で、なんの話だったっけ？」

「話の腰こし、折られまくり。わけわかんないんだけど。……ったく」

　ぶつぶつ文句を言いながら、サーラマもしっかりとかしわ餅を食べる。

「もう。モッフル先せん輩ぱいたちのことですよ！　女子で結託して耽たん美びなことさせようって話だったじゃないですか！」

「あ、そうそう……。で、なんだったっけ。サーラマ、なんか言いかけたよね？」

「ああ。えーと……そうだ。いすずちゃん。いすずちゃんを抱だき込もうって言おうとしてたんだったわ」

「いすずさんを？　でも彼女、真ま面じ目めだから……」

「そうだねえ。ダメもとくらいの思いつきだけど」

「ふーむ。いすずさん、ねえ……」

「と、とりあえず！　話すだけも話してみませんか!?」

「う、うん……」

「直接言いづらいなら、ＬＩＮＥで聞いてみる？」

　そう言ってサーラマはスマホをいじりはじめた。




「その話、乗ったわ」

　ミュースたちとＢ─３休きゆう憩けい室で落ち合うなり、千せん斗といすずは言った。

「お色気担当、とでも言うのかしら？　そういう役回りばかりで、正直うんざりしていたのよ。いえ、それがパークのためになるなら、喜んで引き受けるわ。でも、だとしても、不公平感は拭ぬぐえない。ここはモッフルたちにも一肌脱いでもらいましょう」

　いつになく凜り々りしい表情である。いたずらをするつもりというより、大義のために正しいことをするつもりの顔であった。

　こうもあっさり乗ってくるとは。意外といえば意外な反応であった。

「助かります、いすずさん！」

　コボリーが目を輝かがやかせる。

「礼ならけっこうよ。あと時間がもったいないから、さっきバックステージでだらけていた三匹びきを捕ほ獲かくしておいたわ」

　そう言って、休憩室の片かた隅すみに転がっていた三つの大きな麻あさ袋ぶくろをひっくり返す。

「む……むぐ───っ！　むぐ──っ！」

　荒あら縄なわでがんじがらめになったモッフル、マカロン、ティラミーの三匹が転がり出てきた。

「はやっ！」

「なにこの手て際ぎわ」

「部屋の外に停とめてあったカートは、このためだったんですね……」

「……これはファンシー」

　四人が目を白黒させているうちに、いすずはてきぱきと三匹の猿さるぐつわを解いた。

「これはどういうことふも!?」

　モッフルがさっそく抗こう議ぎした。

「もう荒縄はたくさんなんだろん……」

　マカロンが力なくつぶやいた。

「うーん。いすずちゃんに縛られたみー。でも、できればもうちょい、縛り方を研究して欲しかったんだみー」

　ティラミーの声はうっとりしていた。

「いま話していた通りよ。あなたたちを人間体に変身させて、ＰＶの素材を撮とるの」

「もっふ、なにそれ!?」

「ビキニパンツとかで」

「いやだいやだ、いやだろん！」

「これでゲストのお母さんたちも大喜びよ」

「みー？　それはそれでアリなんだみー」

　モッフルとマカロンが抵てい抗こうし、ティラミーは思案顔になる。

「わかってください、モッフル先輩！　これもパークのためなんです！」

　鼻息も荒くコボリーが言う。

「っつーか、いつもあたしらばっか脱いでますよね？　不公平っしょ？」

　がんじがらめの三匹をスマホで撮りまくって、サーラマが言う。

「あはは……なんか、強ごう引いんな流れになっちゃってすみません。あの、本当にイヤだったら、言ってくださいね？」

　なだめるようにミュースが言う。

「木魚のポーズ！」

　なんかよく分からないヨガのポーズをしながら、シルフィーが言う（たぶん会話には参加してない）。

「もちろん、本当にイヤだふも！　不当な扱あつかいを取りやめ、ぼくらを解放するよう要求するふも！」

「そうだろん、そうだろん！」

「それより、このままみんなで踏ふんで欲しいみー。もちろん裸足はだしで。……ネ？」

「『……ネ？』じゃねーろん！」

「ティラミーは黙だまってるふも！」

「みー。絶好のチャンスなのに。二人ともバカなんだみー」

「バカはおまえだろん！」

　じたばたするモッフルたちを尻しり目めに、いすずは淡たん々たんと例の拷ごう問もん具──『鋼鉄のミッチ』の起動準備を進めた（コンセントにつないで主電源を入れるだけだが）。

「ミュースはああ言ってるけど、わたしとしては譲じよう歩ほするつもりはないわ。たまには女子の苦労も味わいなさい」

「っつーかその前に地じ獄ごくの苦しみがあるんだふも！　痛いのいやだふも！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。今回は『じっくり』モードで変身させるわ。所要時間は三〇分。取説によると、絶ぜつ叫きようするほど痛くはないらしいから」

「それでも痛いのは変わらないふも！　しかも三〇分とか微び妙みように長いし！　むしろ精神的にキツいんだふも！」

　もはや涙なみだ目めのモッフルを見下ろし、いすずがため息をついた。

「あまりがっかりさせないで、モッフル卿きよう。かつてメープルランド陸軍第三師団を率いたほどの名将が、この程度で涙目とは」

「もっふ！　ぼくは名将なんかじゃないし、とにかく痛いのはいやなんだふも！」

「みー。マカロンのときの悲鳴がすごかったから、恐きよう怖ふもひとしおなんだみー」

「うん。あれはマジできつかったろん……」

「とにかく、覚かく悟ごしなさい」

　なにやら、きょうのいすずは容よう赦しやがない。

　日ひ頃ごろの秘書業でフラストレーションが溜たまっているのかもしれない。なにしろ彼女の上にいるのは、あの可児江西也だ。

「あの、あの、いすずさん。あんまり手荒なことは……」

「いいえ。彼らに道理を説といたところで無む駄だよ。ここは断固たる態度でいきましょう」

「いや、この状じよう況きようにどんな道理があるふも!?」

「おー、やっちゃえ、やっちゃえー」

　と、サーラマ。

「が、がんばってください、モッフル先輩！」

　と、コボリー。

「じゃあ手伝って」

『はい！』

　いすずとサーラマとコボリー、三人がかりでモッフルを持ち上げ、『鋼鉄のミッチ』に運んでいく。

「もっふ！　やめるふも！　やめ……！　もっふ───！」

「あの、モッフル先輩、ここはズバーッと変身しましょうよ」

「そうそう、往おう生じよう際ぎわが悪いっすよー」

　モッフルがじたばたと抵抗して暴れるため、思いのほかうまく運べない。

「も──────っふ！」

「観念しなさい、モッフル卿。ほら、ミュースも手伝って」

「へ？　で、でも、さすがにここまで強引なのは……」

「そう」

　尻しり込ごみするミュースを責めようとはせず、いすずはヨガで瞑めい想そう中のシルフィーに声をかけた。

「シルフィー。あなたも手伝って」

「あ、はーい！」

　シルフィーはぱっと飛び起き、モッフルをかつぎあげた三人へと駆かけつけた。

「たあっ！」

　そのまま『どんっ！』とタックル。一同が姿勢を崩くずした。

「あっ……」

「もっふ……？」

　モッフルは床ゆかに落下。シルフィーに突つき飛ばされたコボリーが、サーラマともつれあっていすずにぶつかる。三人分の体重に背中を押され、いすずはそのまま、よろめきながら目の前の棺かん桶おけへ──

「！」

　いすずの体が転げ込むと、その衝しよう撃げきで勢いよく棺桶の蓋ふたが閉じ、『がちゃり！』と重い金属音がした。

「い、いすずさん！」

　ミュースはあわてて『鋼鉄のミッチ』に駆けより、蓋を開けようとした。だが開かない。ロックがかかってしまったようだ。

『～～～～～っ！』

　棺桶の中から、チクチクをこらえるいすずのうめき声が聞こえてくる。

『あ……開けて……』

「ま、待ってくださいね？　いま開けますから！　あ、あれ……？　これ、どうやるの？」

「わかんない。……よく考えたら、使い方知ってるのいすずちゃんだけじゃない？」

「こ、困りました……」

　四人がおろおろしていると、そばで荒縄グルグル縛しばりのまま転がっていたモッフルが、声をかけてきた。

「もっふ！　ぼくのいましめを解くふも！」

「モッフル先せん輩ぱい」

「ぼくらはきのう、マカロンを装置に入れたりしたから、操作方法がわかってるふも。それは自動ロックだよ。解除にはコツがいるふも」

「で、でも……」

　これだけ好き勝手やってしまったのだ。縄を解いたら、どんなおしおきをされるやら。四人は不安そうに顔を見合わせた。

「心配するなふも。怒おこってないから。おまえらをどうこうしたりなんてしないよ。ぼくに任せるふも」

「そうだろん！　別に怒ってないろん！」

　同じく縛られっぱなしのマカロンが言う。

「…………」

「はやく！　いすずちゃんが苦しんでるみー！」

　切せつ迫ぱくした様子で、ティラミーも言った。

「わ、わかりました……」

　ミュースはおずおずとモッフルに近づき、その縄を解いた。

「もっふ。よし」

　モッフルは立ち上がると、腕うでをくるくる回した。それから鼻をふんと鳴らし、マカロンとティラミーの縄をほどいた。

「助かったろん」

「ありがたいみー」

　三匹びきは凝こり固まった関節をほぐし、毛づくろいやら身だしなみチェックやらをする。

　なにやら、くつろいだ様子だった。

「あ、あの……？　はやく、いすずさんを……」

「うん。そうふもね」

　モッフルは鏡をのぞきこみ、帽ぼう子しの位置を直す。

　それから、押し殺した声で言った。

「さっき、怒ってないと言ったよね？　あれはうそふも……！」

「やっぱり!?」

「僕も、めっちゃ怒ってるろん！」

「うう──っ……！」

「ぼ、ボクは怒ってないみー。だからおなかをさすって欲しいんだみー！」

『おまえは黙れ（ふも／ろん）』

「みー……」

　モッフルがミュースたちに『ばっ！』と肉球を向けた。怒いかりのオーラが漂ただよっている。

「あのっ……あのっ、あのっ！」

　ミュースも聞いたことはあった。

　先ほどいすずが言っていた『第三師団を率いた名将』というのは、本当のことらしい。ミュースたちはメープルランドの出身ではなく、その同盟国『エレメンティウム法国』の出身である。しかも軍事にはまったくうとい。

　だが『メープルランド陸軍第三師団』といったら、メリウッド（メープルランドの映画産業）のアクション映画ではよく出てくる定番の部隊なのだ。映画好きのトリケンの話では、『アメリカ軍でいったら第八二空くう挺てい師団みたいなものです』とのことだった。ミュースにはさっぱりわからないが、とにかくすごい精せい鋭えい部隊らしい。

　その指揮官だったモッフル将軍が、ものすごく怒っている。きっとすごい報復が待っているのだろう。脱ぬがされたり、脱がされたり。それでもって、いろいろひどい目に遭あわされるのだ。エロ同人みたいに。

「あ、ああっ……」

　ミュースは涙目で震ふるえるばかりだった。そういう自分に酔よっていないこともなくはないが、とにかくおびえていた。

「ククク……覚悟はいいふも？」

「ゆ、許してください……あの、あたしが……悪かったので……。み、みんなのことは……許して……くだ……」

「あー、先輩」

　ミュースの前に、サーラマが立った。

「すいません。あたしが焚たきつけたんです。ミュースは悪くないから。見み逃のがしてやってください」

「サーラマ!?」

「そういうこと、する子じゃないのわかってるでしょ？　あたしの悪ふざけです」

　ぽかんとしていると、次はコボリーが二人の前に立った。

「あの、あの！　違ちがいます！　わたしの提案なんです！　みんなはわたしの妄もう想そうにつきあってくれただけで……」

「コボリー」

「本当は分かってたんです。モッフル先輩は総そう攻ぜめだって……。でも、違う立場になったらどうなるか見てみたかったんです！　だから、だから……ぐすっ」

　総攻めとかいう専門用語はさておき、コボリーが仲間をかばっているのは明らかだった。

「待って」

　シルフィーが三人の前に立った。厳しいシリアス顔で。

「……はい。あげます」

　そう言ってシルフィーは、わらび餅もちをモッフルに手て渡わたした。

「も、もっふ……。これは？」

「わらび餅。あげます」

「もっふ。あ、ありが……とう？」

「二人にも。あげます」

　マカロンとティラミーにも、ひどく惜おしそうにわらび餅を渡す。四人分だったらしく、一つだけ残ったわらび餅を、シルフィーはとても悲しそうにもぐもぐ食べた。

「いや、そこでなぜ食べるろん」

「おいしい……です」

　涙なみだぐむ。

「聞いてないみー」

　風の妖よう精せいシルフィーの、空気の読めなさっぷりはすさまじかった。

「もっふ。あー。えーと……」

　猛もう将しようモッフル卿きようは毒気を抜ぬかれたように立ち尽つくし、咳せき払ばらいした。

「なんかもー、どうでもいいふも。ちょっと脅おどかしてみただけふもよ。そもそもぼく、女の子には手をあげないナイスガイだし」

「同じくだろん。硬こう派はなマカロニア男を誤解してもらっては困るろん」

「ボクもだみー。どんなにムカついた女相手でも、口八丁でおなかをさすらせるのがティラダホの男なんだみー」

　マカロニア男はともかく、ティラダホの男はかなり問題があるような気がしたが、ともかくミュースたちはほっとした。

「あ、ありがとうございます！」

「うむ」

　モッフルが腕うで組ぐみして、やたらと分ふん別べつ臭くさそうにうなずいた。

「……もっふ。おまえら四人の結束の強さ、キャストリーダーとして感心したふも。特にサーラマ」

「へ？」

　いきなり名指しされて、サーラマが目を丸くした。

「実はミュースが大好きとみた。たまにはデレてやるふも」

「は、はあ!?　な……なに言ってるのかわかんねーし!?　勝手なこと言わないで欲しいんですけど!?」

「さ、サーラマ……？」

「ち、違う違う！　バッカバカしい。オッサンの思いこみだって！　いやマジで……」
















　それこそ顔から火が出るような様子で、サーラマが両手をばたばたと振ふった。

「サーラマ……」

「バカ、ホント、違うって！」

「違うの？」

　するとサーラマははっとしてから顔を伏ふせ、両手の人差し指の先に一〇〇円ライター大の火を点ともしながらもじもじした。

「いや……違うってほどでは……。も、もういいでしょ、やめよーよ！」

「あはは……うん」

　ちょっと目め尻じりに涙を浮うかばせ、ミュースはにっこりとした。

　ずっと、サーラマのことがよくわからなかったけど、やっと腑ふに落ちた。

「ごめん。やめとくね」

「ふん……」

　そっぽを向くサーラマと、ほっこり笑え顔がおのミュース。

（みー。なにこの青春ドラマ。ボクはもっとドロドロした関係が所しよ望もうなんだみー）

（やめるろん。いつの時代も、友情というのはいいものなんだろん……）

　マカロンとティラミーがささやきあうのを、二人は全力でスルーした。

「もっふ。さて、それはともかく……」

　モッフルは『鋼鉄のミッチ』をじろりと見つめた。

「ここに閉じこめられたままのいすずがいるふも。どうしたものやら……」

『…………』

　いすずは沈ちん黙もくを保っていた。内部の針のチクチクに耐たえ、悲鳴ひとつあげずにいるのは天あつ晴ぱれな根こん性じようである。

「あっ……。そ、そうでした。助けてあげてくださいよ！」

「もっふ。それはどうしたものかねえ……」

　棺ひつぎの蓋ふたをモキュモキュと肉球でたたき、モッフルは意地悪くつぶやいた。

「もしもし？　いすずちゃーん」

『……なに？』

「さっきは散々なことしてくれたふもねえ？　人権侵しん害がいだよねえ？　ありえないよねえ？」

『…………』

「反省してるふも？　反省してるふも？」

『わたしが反省？　どうして？』

「オ────ウ……！」

　モッフルは大げさに肩かたをすくめるジェスチャーをして、マカロン、ティラミーと顔を見合わせる。

「ククク……どうやら、生せい殺さつ与よ奪だつ権を握にぎられてることがわかってないようだろん」

「ククク……いすずちゃんも強がりだみー」

　三匹びきは下げ卑びた笑顔を見あわせた。

『ク────ックックック……！』

　いつもいすずのマスケット銃じゆうで射殺されてる三匹である。その脅きよう威いがなくなっているいま、調子に乗るのは当然の成り行きであった。

「あの、あの、いすずさん!?　ここは謝っちゃいましょうよ！　確かにちょっと、今回は強ごう引いんなところもありましたし……」

『……その必要はないわ』

　棺の中で、いすずはきっぱりと言った。

『最初に言った通りよ。いつもいつもお色気担当は女子ばかり……たまには彼らもその苦労を知るべきなのよ。この点において、わたしは譲じよう歩ほする気なんかないから』

「なんか、今回は妙みようにかたくなですね、いすずさん……」

『ここ数ヶ月でいろいろストレスが溜たまってきてるの。気にしないで』

「はあ」

『もちろん、可児江くんにも一ひと肌はだ脱ぬいでもらうつもりだったわ』

　たちまち四人は色めき立った。

「なんですって!?　それを早くいってくださいよー！」

『……いえ。そういうつもりなだけで、どう説得するかは考えてなかったけど』

「なんだ……」

『とにかくモッフル卿。残念ながらわたしの負けよ。あなたの好きなようにするといいわ』

　諦てい念ねんもあらわにいすずが言った。

　するとモッフルは介かい錯しやくを頼たのまれた武士のように瞑めい目もくした。

「もっふ。その意気やよし。では、望み通り好きにしてやるふも」

「モッフルさん……！」

「『じっくり』コースでじわじわと変身するがいいふも。なんか面おも白しろいし。出てきたらみんなで撮さつ影えい会ふも！」

　これにはさすがに、マカロンとティラミーも眉まゆをひそめた。

「みー！　モッフル。それはさすがに……」

「あの痛さは、さすがにキツいろん。ここらで大目にみてやろうよ！」

「ククク。みんな甘いふもねえ……」

　モッフルは邪じや悪あくに笑った。

「いすずとて、メープルランドの近この衛え隊士。こんなおもちゃで泣き出すようなタマではないふもよ」

「モッフル……！」

「いすずちゃん、覚かく悟ごはいいふも？」

『っ……けっこうよ』

　棺の中からいすずが言った。その声がちょっとだけ震ふるえていた。

　モッフルがスイッチに肉球を添そえる。

「よろしいふも！　ではイースズルハ家の根性、見せてもらおうか！　……ぽちっと！」

　一同が息を吞のむ。

　ほんの数秒の間をおいて、モッフルはからからと笑った。

「もふふっ……なーんてね！　冗じよう談だん、冗談ふもよ！　押してないって。さすがにぼくだって、そこまで鬼おにじゃないふもよ」

「も、モッフル先せん輩ぱい……」

　一同がはーっと大きな息を吐はいた。

「ロックを解除するには、ここを押せばいいふも。ちゃんと取説に書いてあるのに。みんな、うっかりさんなんだふもー」

　ぽちっ。

「み、みー？」

　モッフルが押したスイッチを見て、ティラミーが今度こそ血相を変えた。

「も、モッフル!?　それ、起動スイッチだみー！」

「え？」

「ロック解除は隣となりなんだみー！　ボク、きのう何度もやったから知ってるみー！」

「も、もっふ……!?」

　棺かん桶おけが震える。棺桶がうなる。

『…………っ！　ん～～～～～～～っ！』

　棺桶の中で、いすずが声にならない悲鳴をあげる。

「ちょ……止めて！　止めて！」

「もう無理なんだみー！　一度作動したら、ロックの解除はできないみー！」

「途と中ちゆうでやめると、むしろ健康被ひ害がいがどうなるかわからないらしいろん！」

「あの、その、間ま違ちがえたふも。ほ、本気じゃなかったふも！　信じて欲しいんだふも……！」

「いいから、止めて！」

「だからそれ無理！」

「いすずさんが！　いすずさんが！」

「コンセントを抜ぬくとか──」

「だめ！　それ絶対危ないから！」

「ＯＳのアップデート中に電源落とすようなもんなんだみー！」

「あー、それマジやばいわ……！」

「いすずさん!?　がんばってください、いすずさん!?」

　棺桶を囲んで、三匹と四精せい霊れいが大おお騒さわぎする。取説を引っ張り合い、ぎゃあぎゃあとわめきあい、三分後──

　このままチンするまで待つしかないという結論になった。

　棺桶は『じっくり』モードだ。

　取説によれば、『おいそぎ』モードの一〇分の一くらいの痛さらしかったが、それでもいすずは時たま辛つらそうなうめき声をあげていた。

「いすずさん……大だい丈じよう夫ぶですか!?　いすずさん……！」

『……ごめんなさい……でも大丈夫よ』

　息も絶え絶えにいすずは言った。

『耐えられないほどの苦痛じゃないけど……こんな道具に無理矢理放ほうり込むのは、さすがに悪かったわ。モッフル卿きよう、ごめんなさい』

「もっふ。不幸な事故ふも。すまないふも」

　モッフルはしゅんとしていた。

『気にしないで。わたしは決して怒おこってないから、そこで待機しててちょうだい』

「もっふ……」

『本当に、怒ってないから……』

「うん。わかったふも」

　そして三〇分経過。

『鋼鉄のミッチ』がチーンと鳴り、もうもうとした蒸気の中から、変身後のいすずが現れた。

　その姿を見て、全員が絶句した。シルフィーだけは、ちょっと目を輝かがやかせて『かわいい！』と言っていた。

「……モッフル卿。さっき、怒ってないと言ったわね？」

「も、もっふ……」

「あれはうそよ」

　そう言っていすずは、頭のお皿からマスケット銃を取り出した。




　可児江西也は時計を見て、渋しぶい顔をした。

　秘書の千斗いすずが『ちょっと用事がある』と言って、執しつ務む室を出たまま戻もどらないからだ。

「まったく……仕事が山積みだというのに。なにをやっとるんだ、あいつは……」

　もう一時間半くらいは過ぎている。メールでせっついても返事がない。

　業ごうを煮にやして警備センターに電話を入れる。警備部長のオークロに『千斗がどこかにいないか？』とたずねると、オークロはあわただしい口調で『知りません』と答えた。

「どうした？　なにやらあわててるが……」

「いえ、すみません、可児江さん。なんだか……あちこちから変な通報が」

「通報？」

「ええ。ピンク色で二等身のカッパが、銃を撃うちまくってモッフルさんを追い回してると……」

「なんだ、そいつは。カッパなんてうちパークにいたか？」

「いえ。私は見たことないです」

「ふーむ……？」

「あ、ちょっと待ってください──」

　西也が眉をひそめていると、オークロがよそと通話して、続報を伝えた。

「えー、失礼しました。さきほど、ワイルドバレーの地下通路で、射殺体のモッフルさんが発見されたそうです。カッパの姿は見えません」

「なんだ、物ぶつ騒そうだな。モッフルが生き返ったら、報告に来るよう言っておいてくれ」

「はい」

　電話を切り、執務に戻る。

　三〇分ほどすると、いすずが執務室に戻ってきた。やややつれた表情だ。

「遅おそかったな。何度もメールしたんだぞ？　なにをしてたんだ？」

「ごめんなさい。少々……トラブルがあって」

「はあ」

「いろいろ反省してるわ……」

　げんなりしたまま、いすずは秘書席に座る。

「そういえば。さっき、ピンクのカッパがバックステージで暴れてたそうだぞ。なにか知ってるか？」

　西也が言うと、いすずが秘書席から落ちそうになってバタバタした。

「？」

「いえ……知らないわ」

「そうか。もうちょっとセキュリティをしっかりせんといかんかもなあ」

「そう……ね」

　いすずの声はどこか震えていた。







　　　リアリティ・バイツ







　初夏。モッフルにとって、タフな毎日が続いていた。

　朝は五時起き床しよう。二に度ど寝ねしたい衝しよう動どうと戦いながらインスタントコーヒーをがぶ飲みして、シリアル食品をかきこみ、身み支じ度たくを整えてパークに出勤。

　六時から一時間で『モッフルのお菓か子しハウス：ブラッド＆バレット』の開業準備を済ませ、七時からライブショー『パイレーツ・オブ・アイアンベアード』の稽けい古ことリハーサル。

　九時からは会議室だ。企き画かく会議、経営会議、宣伝会議、会議、会議、会議……。毎日変わる様々な会議。そのたびに可か児に江え西せい也やと意見が衝しよう突とつしてイライラする。

　そうした朝の会議が終わるころには、たいてい開園時間の一〇時を過ぎている。大急ぎでエントランス・スクエアに行ってお客ゲストのお出で迎むかえ。得意の芸を披ひ露ろうしたり、ゲストと記念撮さつ影えいしたり。それからおよそ三〇分ごとにお菓子ハウスとエントランス・スクエアを行き来して、それぞれの場所でゲストに愛あい想そを振ふりまく。

　早めの昼食は、地下通路を移動中におにぎりを食べて終わり。途と中ちゆうでマカロンやティラミーとすれ違ちがうこともあるが、手を上げて合図するだけで世間話もできない。

　正午前からライブショーの準備。責任者のゲンジュウロウと細かいところまでとことんチェック。プールでの公演なので安全対策はより厳重に。

　一三時から開演。海かい賊ぞくとチャンバラしたり、大たい砲ほうをぶっ放したり、歌ったり踊おどったりで一四時終演。

　すぐにエントランスとお菓子ハウスを行ったり来たりに戻もどって、疲つかれを見せずにゲストのおもてなし。この時間帯から態度の悪い家族客、子供客が増えて来るが、ぐっとこらえて笑え顔がおで『もっふ！』。

　一六時に二回目のライブショー。開演前に眠ねむ気けが来るが、そこもぐっとこらえる。全力で歌って踊ってチャンバラ。手を抜ぬくことは許されない。

　終演後、一七時すぎからマカロン、ティラミーと一いつ緒しよにパーク内のあちこちでサプライズのダンス。喜ぶゲストと記念撮影。

　それが済んだら、すぐにお菓子ハウスに引き返してゲストにサービス。一緒にボスキャラ『いたずらネズミ・オーバーロード』と大激戦。

　夕食はアシスタントの中ちゆう城じよう椎しい菜なが持ってきたコロッケ弁当。愛いとしいラティファの手作りコロッケだからじっくり味わいたいのだが、これも数分で食い終わる。

　日が沈しずんだ一九時前に、メープル城前の広場でライブショー。

　甘あまブリのマスコットたちが大集合して悪い奴やつをやっつける筋立てだ。花火やレーザー、噴ふん水すいなどを使いまくる派手なショーだが、こちらは現場監かん督とくのドルネルたちにほとんど任せているので、開演一〇分前に現場入りすればＯＫになっている。

　とはいえモッフルは主役だ。気を抜くわけにはいかない。拍はく手しゆ喝かつ采さいを送ってくれるゲストの前で、飛んだり跳はねたり、徹てつ底てい的てきにサービスする。

　ライブが終わると二〇時だ。ぐったりしたいが、閉園までは帰路につくゲストへのサービスをしなければならない。おみやげの風船を配って、『また来てね』とばかりに『もっふ！　もっふ！』を繰くり返す。

　二一時。閉園。

　その後はまた会議だ。企画会議、経営会議、なんやかや。八月以降のステージに備えた稽古やリハーサルもある。そしてまた可児江西也にイライラする。

　会議が終わると、閉園後のお菓子ハウスに移動。

　バイトの中城椎菜は、けなげに残業してモッフルをフォローしてくれる。だが翌日の営業に問題がないかどうか、じっくりチェックすると二三時くらいにはなってしまう。

　モッフルはくたくたになって帰宅。たいていは日付が変わっている。シャワーを浴びて缶かんビールを飲んで、深夜のニュースを見たら、あとは寝るだけ。

　最近は焼鳥屋『さべーじ』にも全然顔を出していない。

　睡すい眠みん時間は、せいぜい四～五時間か。

　朝五時にアラーム時計が鳴ると、モッフルは時計に殺意を抱いだく。うなり、うめき、強きよう靭じんな意志で起き上がり、身支度をはじめる。

　さあ、きょうもがんばろう。

　甘ブリうちに来てくれるおゲ客ス様トのために！




　猛もう暑しよの日曜日の午後、昼のライブショーが終わってから、モッフルは大急ぎで自分のアトラクション『モッフルのお菓子ハウス：ブラッド＆バレット』に駆かけつけた。

　ちなみに『ブラッド＆バレット（血と弾だん丸がん）』はリニューアル後に追加した名めい称しようである。ハードコアなアクション路線によく似合う感じを狙ねらって、モッフルが命名した。これまた可児江西也は反対したのだが、それも杞き憂ゆうだったようである。『お菓子ハウス』というメルヘンな言葉と、『血と銃弾』というバイオレンスな言葉とのギャップが話題になり、ネットでは笑われ、ニュースでも取り上げられ──

　なんだかんだで、集客増につながった。

　おかげで『モッフルのお菓子ハウス：ブラッド＆バレット』は大盛せい況きようだ。アトラクションの前には長ちよう蛇だの列が生まれ、スタッフたちは、休む間もなく右往左往している。

「おつかれさまでしゅ、モッフルさん！」

　バックステージの楽屋に入ると、バイトの中城椎菜が声をかけてきた。こいつはいまだにときおり、喋しやべるときに嚙かんでしまう。

「もっふ、中城。異常はないふも？」

「それが……」

　椎菜は言いよどんだ。

「？　どうしたふも？」

「アトラクションそのものには問題ないんですが……待機列のゲストが一人、暑さで倒たおれてしまって……」

「！　それから、どうしてるふも」

「メディカル・センターです。さいわい、救急車を呼ぶほどの症しよう状じようではないみたいですけど……」




　アトラクションへの出演をキャンセルして、モッフルは医務室に急行した。

　パークのメディカル・センターは正面ゲートの西側、エントランス・スクエアに面した一角にある。オンステージからはメルヘン風のドラッグストアにしか見えないが、中は普ふ通つうの医務室だ。

　ガラス棚だなに収納された医い療りよう品は、学校の保健室と大差ないレベルのものばかりである。胃腸薬や頭痛薬、包帯や絆ばん創そう膏こう、自動除細動器ＡＥＤなどなど。本格的な医療行こう為いは想定されていないし、もしそれが必要になったら救急車を呼ぶしかない。

　ベッドは一〇床。

　こうした遊園地にしては多いくらいの数だったが、モッフルが訪おとずれた時は、そのすべてのベッドが埋うまっていた。

「もっふ……」

　すべて猛暑によるものだ。体調不具合の程度はまちまちだったが、子供と高こう齢れい者しや、それから女性がほとんどだった。みな毛布にくるまり、ぐったりとしている。

　モッフルがこのパークで働き出して長いが、この医務室のベッドがすべて埋まっている光景など、初めて見た。

　ナースキャストのペギーが忙いそがしく立ち働いている。モッフルと同じメープルランド出身の、タヌキ型マスコットだ。

「あら、モッフル」

「もっふ、ペギーおばさん。ぼくのところで倒れたゲストがいるって聞いたんだけど？」

「三番ベッドよ」

　それだけ言って、ペギーは奥に引っ込んでいった。

「もっふ……」

　三番ベッドには中学生くらいの少年が寝込んでいた。いや、小学生かもしれない。とにかく一二～一三歳くらいの年とし頃ごろに見えた。

　見覚えのある顔だ。

「う、うーん……。？」

　少年はみじろぎしてから、こちらを見上げ、目をしばたたかせた。

「も……モッフル!?」

　がばっと起きあがる。暑さで倒れたと聞いていたが、意外と元気そうだった。

「少年。大だい丈じよう夫ぶふも？」

「えっ、しゃべれたの……!?」

「もっふ」

　基本、オンステージでは『もっふ』や『ふも』しか言わない決まりなのだが、こういう場合はＯＫになっている。災害時の誘ゆう導どうや、傷しよう病びよう人にんの保護など。いまもその延長上なら、アリだろう。

「ぼくのお菓か子しハウスに並んでいて、倒れてしまったそうだね。すまなかったふも」

「そ……」

　少しの間、少年は言葉を失っていた。それから気を取り直してこう言った。

「と、とんでもないですよ！　ちょっと今日は列が長くて、並んでるうちに具合が悪くなっただけで……」

「そうふも……。お客様の待機時間が長くなっているのは、気にしてたんだふも。ありがたいことなんだけど、あまり無理をしないでね？」

「ぜんぜん平気です！　だって、僕にとって『モッフルのお菓子ハウス』は生き甲が斐いなんですよ！」

「生き甲斐？」

「ええ」

　少年は目を輝かがやかせた。

「年間パスを入手して、週に数度は通っています。去年からずっと！　それもみんな、『お菓子ハウス』のためなんです！」

　言われてようやくモッフルは思い出した。この少年の顔に見覚えがあるのは、彼が常連客だからだ。しかも、今年度に入ってからのリニューアル後ではない。昨年度の閑かん古こ鳥どりが鳴いていた時期から、しょっちゅう顔を見せていた。

「もっふ……」

　こう言ってはなんだが、物好きなお客様である。しかもこれくらいの年頃の男子といえば、遊園地のアトラクションなどはまず真っ先にバカにして遠ざけるものだろうに。

　とはいえ、モッフルは深い感謝の気持ちに包まれた。お世辞にも誉ほめられた状態ではなかった昨年度のパークに、頻ひん繁ぱんに足を運んでくれたお客なのだ。

「ありがとうふも、お客様。ええと……」

「瀬せ野のです！　瀬野浩こう二じ！」

「うん。浩二くん。そんなにずっと、ぼくのお菓子ハウスに来てくれて、感謝の言葉もないふもよ」

　モッフルの言葉を聞いて、瀬野浩二くんは天にも昇のぼらんばかりの様子だった。

　常連客なら、アトラクションの最後にモッフルと記念撮さつ影えいをする機会はいくらでもあるはずだ。いまやモッフルも、瀬野くんとの撮影を思い出していた。だが、こうして親しく話すことはほとんどないので、彼の感激は推察できる。

「お菓子ハウスは最高ですよ！」

　と、瀬野くんは叫さけんだ。

　ここは医務室だ。周囲にはぐったりと寝ね込こんでいるお客様がいる。モッフルは相手をなだめるように、声をひそめた。

「もっふ。すこし、静かにね？」

「あっ、すみません。でも、最高なんです。一見ただの陳ちん腐ぷなアトラクションなんだけど、実はものすごいハードコア仕様で！　女子供に媚こびてない、あの感じがすごいと思ったんです！」

「あ、うん」

「めちゃくちゃ難しいじゃないですか？　でもしっかり覚えていけば、次は必ずスコアを上げられる。ユーザーに媚びてないけど、きっちり結果が出るシステムですよね？　ゲーマー冥みよう利りに尽つきると思うんですよ！」

「もっふ。それは……うん。分かってくれたふも？」

「もちろんです！　それにあの『お菓子ハウス』！　地味なところでリアリティがしっかりしてますよね!?　特にリニューアル後の『ブラッド＆バレット』はすごいです！　魔ま法ほうの水みず鉄でつ砲ぽうを撃うちすぎると、銃じゆう身しんが熱をもって照準が狂くるってくるところとか。いたずらネズミをヘッドショットで即そく死しさせないで、重傷を負わせた方が敵全体の動きが若じやつ干かん遅おそくなるとか……！　これはつまり、敵が一名重傷を負えば、その応急手当てに敵二名が拘こう束そくされるという法則を適用してるんですよね!?」

　瀬野くんは熱っぽく語った。周囲の空気など知ったことではない勢いだ。

「おおっ……そこまで理解してくれてたふも？」

「もちろんです！　モッフルさんの『お菓子ハウス』には、戦場の真実が描えがかれてますよ！」

　戦場の真実ときた。

　さすがに面おもはゆい気分だったが、それでも悪い気はしなかった。ここまで自分の仕事を見てくれているゲストがいたなんて。

「これからも応おう援えんしてます！　つまらない普通のアトラクションなんかにならないでくださいね!?」

「も、もっふ。任せるふも」

　肉球を上げ、モッフルは約束した。




　その夜の企き画かく会議で──

「ゲストの回転数が限界に近づいている」

　と、支配人代行の可児江西也が言った。

「ここ数ヶ月で次々に手を打ってきた効果が出て、動員数はうなぎのぼりだ。それはそれでめでたいことなのだが……」

　分厚い書類をめくり、一いつ拍ぱくおく。

「アトラクションの待機列が、かつてないほど伸のびている。ソーサラーズ・ヒルだけでも、『エレメンタリオ』が五〇分待ち。『ティラミーのフラワーアドベンチャー』が四〇分待ち。『マカロンのミュージックシアター』が五〇分待ち……」

　こほん、と西也は咳せき払ばらいする。

「……そして『モッフルのお菓子ハウス』が七〇分待ちだ」

　すると会議に列席したキャストたちが、『おおっ』と声をあげた。パークの看板マスコットの、華はな々ばなしい人気に感かん嘆たんしたのだろう。それに一時間以上の列ができたことなど、ここ一〇年以上なかったことだ。

　だが、モッフルは少しもうれしそうな顔をしなかった。西也もだ。

「もっふ……」

「さてモッフルよ。どうするつもりだ？　もうすぐ夏休みに入る。さらにゲストは増えるだろう。下手をしたら、列は一二〇分まで届くかもしれない」

「…………」

「だがあいにく、おまえのお菓子ハウスはそんな長い列に対応する設備を持っていない。大半のゲストは炎えん天てん下かで整列だ。二時間も！」

「っ……もっふ」

「きょうも倒たおれたゲストがいたな？　さいわい軽い体調不良で済んだが、これからはわからない。次こそ、本当の熱ねつ中ちゆう症しようで命の危険にさらされるゲストが出るかもしれない。そんなことが起きてからでは困る。さてみんな、この危機的な状じよう況きようを理解したな？　ではモッフル、おまえの意見を聞きたいのだが」

「もっふ……」

　なにも西也は、モッフルを追いつめるためにこうした話をしているのではないのだろう。いまの危機的状況をきっちりと説明して、その上でどうすべきか提案しようとしているにすぎない。

　モッフルもそれは分かっていた。西也が言おうとしていることもだ。

　とはいえ、これは──

「モッフル」

「…………」

「モッフル、答えろ」

「……ああ、はいはい。わかってるふも」

　モッフルは深いため息をついて、手元のファイルケースから書類を取り出した。ぱらぱらと書類をめくり、気の進まないまま、ここ一ヶ月のデータに目を通す。

「回転率を上げろってことふもね？　現状で平均八分三〇秒のところを、仮に八〇パーセントまで短くすれば……ええと……」

「六分四八秒だ」

　西也が即答した。

「うん。いたずらネズミの出現数を下げれば、対応できると思うよ。ただしハイスコアが変わるから、これまでの殿でん堂どう入りが──」

「殿堂入りなんかどうとでもなる。それより八〇パーセントではダメだ。五〇パーセントまで短くしろ」

　モッフルは耳を疑った。

「プレイ時間を半分に!?　四分ちょっとだよ!?　いくらなんでも、短すぎるふも！」

　現状、『モッフルのお菓子ハウス：ブラッド＆バレット』には八つのエリア（部屋）がある。西也の要求に従っていたら、ゲストは一エリアにたった三〇秒しかいられなくなってしまう。移動時間も考えると、現実には二〇秒足らずだろう。

　これでいったい、なにを楽しんでもらうというのか？

　しかし西也の目は本気だった。

「プレイ時間を半分にしても、そのまま待機列が半分になるわけではない。最初の諸注意、最後の撮影、列の誘導でタイムロスが出る。さっきざっくり計算したが──」

　西也は卓たく上じようのメモをつついた。

「それでも、待機列は八〇パーセントくらいにしかならない」

　一二〇分の列が九六分に。

　問題が劇的に解決するわけではない。だが、せめてこれくらいは短くする必要があると西也は考えているのだろう。

　それはわかる。わかるが、その要求はモッフルにとって、とうてい受け入れられるものではなかった。

「無理ふも」

「いいや、可能だ。やってくれ」

　モッフルはテーブルに肉球を打ち付けた。

「ゲストを家か畜ちくか何かだと思ってるふも!?　暑い中、長いこと並んでいただいて、そんな短い時間で『ハイ、終しゆう了りよう』だなんて……！　楽しんでもらえるわけがないよ！　それだったら、最初からあんなアトラクションやらない方がましだふも！」

「そうはいかない。看板企画の一つだからな。リニューアル後は話題性も高い」

　そのリニューアルの内容に反対していたのは、ほかならぬ西也だ。だというのに、いまではこうして『看板企画』として計算に入れ、過か酷こくな要求を出してくる。その厚こう顔がんさにモッフルは激しい怒いかりをおぼえた。

　いや。ここで厚顔になれる可児江西也という若者に、舌を巻く気持ちがないと言ったら噓うそになる。

　とはいえ、そのオーダーはあまりにも──

「冗じよう談だんじゃないふも。ぼくは対応できないよ」

「いいや。できる。やってもらうぞ」

「…………！」

　モッフルは席を蹴けった。

「あ、モッフルさん……」

　すぐそばに座っていたミュースが呼び止めたが、モッフルは早足で会議室を出て行った。ドアを乱暴に閉める直前、西也が『いいから放ほうっておけ』と言っているのが聞こえた。




　イライラが募つのってどうにもならなかったので、モッフルは『お菓か子しハウス』のメンテナンスを適当なところで切り上げ、早々に退勤した。

　とはいえ、パークから甘あま城ぎ駅に着いたころには、時刻はもう二三時を過ぎていた。

　まっすぐ自宅に帰るつもりだったが、すずらん商店街の看板をちらりと見て、モッフルは『すこし寄っていこうかな……』、と思い直す。

　もちろん焼鳥屋『さべーじ』のことだ。あの店の暗あん黙もくのラストオーダーは二五時くらいだから、ちょっと二、三杯ばい飲むなら構わないだろう。最近、ほとんど顔を出していなかったし。

　だが、行ってみれば『さべーじ』はちょうどシャッターを閉めようとしているところだった。

「あれ、モッフルさん？」

　店頭のスタンド看板をたたみながら、バイトのタカミが言った。

「もっふ。もう閉店？」

「すみません。きょう、日曜日でして」

「あーっ……そうだったふも」

　この『さべーじ』のみならず、たいていの飲み屋は日曜日の店じまいが早い。当たり前の話だ。だがモッフルのような生活をしていると、ついその曜日の感覚が狂くるってしまう。特に今日はいろいろあって疲つかれてたので、そんなことにも気づかなかった。

「うっかりしてたふも。また今度出直すね」

「あっ、待ってください！」

　帰ろうとしたモッフルをタカミが呼び止めた。

「あたし、これでバイト上がるんですよ。よかったらその辺、行きませんか？」

「もっふ……？」

　意外な誘さそいだった。タカミとは前から顔見知りだが、あくまで客と店員としての関係だ。閉店後に彼女と出かけたことなど一度もなかった。

「ぼくは構わないけど……いいの？　店長に怒おこられない？」

　ここは焼鳥屋だ。店長が『うちはそういう店じゃねえよ』と難色を示すことをモッフルは心配した。

「あっ、そっか。いちおう聞いてきますね」

　そう言ってタカミは店の奥に引っ込み、すぐに戻もどってきて言った。

「大だい丈じよう夫ぶだそうです」

　奥から店長が顔だけ見せて、会え釈しやくした。

「すいませーん、モッフルさん！　あと、ほかのお客さんには内ない緒しよで。一つ、よろしくお願いします」

　子供を預ける親のような口調だ。

「もっふ」

　正直『めんどくせえなあ』と思った。

　タカミはいい子だし、あの店長も感じのいい御ご仁じんなのだが、隠かくし事ごとやしがらみができるのはどうにも面めん倒どうくさい。ティラミーはタカミに懸け想そうしてる（ほかの女大勢にも同様だが）。ティラミーやほかの従業員が知ったら、変な誤解をされそうだった。

　とはいえ、一人で飲むのもつまらない気分だった。

　まあ、いいか。

「お待たせしましたー」

　タカミが帰り支じ度たくを済ませて出てきた。デニムのショートパンツにプリントＴシャツ。エプロンを外しただけの姿だが、なぜか新しん鮮せんだった。

「わーい、初デートですね！」

「バカ言うなふも。ほれ、行くよ」

「あはは。モッフルさん照れました？」

「まったく……」




　モッフルたちは商店街のはずれ、ほとんど住宅街に近いあたりの小さなバーに入った。

　こちらのマスターともずいぶん長い顔見知りだ。無口な初老の紳しん士しで、余計な詮せん索さくは一いつ切さいしてこない。こちらから話しかけない限りは、とことん放っておいてくれる。マカロンとは何度か来たことがあるが、基本はモッフル一人だけの、お気に入りの店だった。

　モッフルはバーボンをストレートで注文した。タカミは『洋酒はよくわからないけど、さっぱりしたのがいいです』というので、適当にモヒートを注文してやった。ラムにライムとミントを入れたさわやかなカクテルだ。タカミは気に入った様子で、すぐに二杯目を注文していた。

「そんなグビグビ飲んで大丈夫ふも？」

「大丈夫です、大丈夫です。あたしけっこう、強いらしいですから」

「自分で強いという奴やつに限って、周りに迷めい惑わくかけまくるんだふも」

「あー、それ、わかります。うちのお客さんにも結構いますから」

　そう言ってタカミはくすくすと笑った。

　しばらくは『さべーじ』の変わった客の話題で盛り上がっていたが、ふとタカミはため息をついた。

「……なんか、こうやって笑ってられるのもいつまでなのかなー」

「いきなり、なんだふも」

「店長、最近悩なやんでるんですよ。経営がちょっと苦しいらしくて。早めに店を畳たたんだ方がいいのかなって」

　それは初耳だった。モッフルの見た限りでは、『さべーじ』はいつも繁はん盛じようしている。経営難など、思いも寄らないことだ。

「もっふ。だって、お客さんいっぱい来てるふも」

「ええ。そうなんだけど、食材の価格が高こう騰とうしてるみたいなんです。いつもお世話になってる農家さんが、代だい替がわりして。いろいろやり方を変えたみたいで」

「ふーむ……」

「まあ、ああいう焼鳥屋ですから。回転率もよくないでしょ？　一見、お客さんでにぎわってるみたいですけど、実はそれほど利益は出てないし……。値上げするか、食材をもっと安いところから仕入れるしかないと思うんです。でも、店長はそれがいやみたいで」

「味が落ちるのは困るふも」

「ですよね。値上げは何年か前にもやってるから、もうやりたくないそうですし。ほかにもいろいろと事情があって、思うように動けないみたいなんですよ」

「うーむ……」

　他ひ人と事ごととは思えない話題だった。

　タカミはモッフルに解決法を相談しているわけではない。ただ酩めい酊ていもあいまって、心配事を誰だれかに聞いて欲しかったのだろう。それに飲食店経営のプロでもないモッフルが、したり顔でなにかを言えるわけもない。

「あたしも来年、就職ですし」

「えっ、学生だったふも？」

「ええ。大学四年ですけど。言ってませんでしたか？」

「知らなかったふも」

　フリーターかと思っていた。

「あ、ひどーい。前に話しましたよ？　まあモッフルさん、みんなとベロンベロンになってましたしね。許してあげます」

「もっふ」

　タカミは四杯目のモヒートを飲み干してから、タンブラーの中の氷を指先でくるくると回した。

「……だからあたし、今年度いっぱいで『さべーじ』とはお別れなんです。本当はそろそろ新人のバイトを雇やとって、あれこれ教育してかなきゃならない時期なんですよね……。でもそんな余よ裕ゆうもないみたい」

「ちなみに就職先って？」

「なんと！　公務員です。甘城市役所」

「ほほう……。意外なようでタカミらしい職場ふも」

　朗ほがらかで働き者、客商売向きの彼女だが、日ひ頃ごろの仕事ぶりを見ていると、意外に真ま面じ目めで堅けん実じつな性格が見え隠れしている。学生なら、たぶん成績もいいのだろう。

「あ、そう言ってもらえたのはモッフルさんで二回目です。なんかうれしいかも」

　タカミは笑って、ラム酒のジンジャー割りを注文した。

「もっふ。ちなみに一回目に言ったのは？」

「弟です」

「あ、いたの」

「ええ。まだ中学生なんですけどね。学校になじめなくて不登校になっちゃって。困ってます」

「そう……大変ふもね」

「あ、でもそんなに心配はしてないんです。しょっちゅう出かけたりはしてるみたいですから。あたしも昔、同じだったし」

「タカミが？　不登校？」

「ええ。意外でしょ？」

「もっふ。でもまあ……生きてりゃいろいろあるからね」

「ふーん。詮索しないんですね」

「してほしけりゃ、するけど。そういうわけでもなさそうだふも」

「うふふ」

　タカミはくすりとしてから、じっとモッフルを見つめた。心地ここちのいい音楽でも聞いているかのような微び笑しようだった。

「モッフルさんは優やさしいですね」

「なぜそうなるふも」

　なんとなく落ち着かない気分になって、モッフルは座席の上で身じろぎした。

　そうだ、話題を戻そう。
















「……まあ、あれふもよ」

　すこし経たってから、モッフルはつぶやいた。

「『さべーじ』の店長のこだわりは、よくわかるふも。味が落ちるのはとても辛つらい。でも、どこかで現実と折り合いをつけなきゃならないだろうね。だって、最悪なのは店がなくなることだふも」

「そうかな……。やっぱり、そうですよね」

「タフな選せん択たくふも」

　バーボンの残りを飲み干し、考え込む。

　タフな選択、か。

　偉えらそうなことを言ってしまったが、そういう自分はどうなのだ？　現実と折り合いをつける？　自分とパークにとっての現実なら、もう分かり切っているではないか。

『さべーじ』の店長の胸中を想像する。

　焼鳥の味が落ちるのがイヤなのは、なぜか？　職人としてのこだわりなのか？　本当は、もっと別のことをおそれているのではないか？　そう、それはきっと──




　それから何なん杯ばいか飲んで店を出ると、タカミはかなり酩酊していた。おぼつかない足取りで、モッフルのもこもこの腕うでにすがりついてくる。

「おい。しっかりするふもよ」

「うーん……なんか、すみません。ねむいです……」

「送るふも。どこ住んでるの？」

「むにゃ……。えほっ」

「まったく。これだふも」

　倒たおれそうになるタカミを支えて、寝ね静しずまった商店街を歩いていると、向こうからパークのキャストがふらふらと歩いてきた。どこか別の店で飲んでいたのだろう。

　ずんぐりとした猫ねこ型のマスコットだ。初夏だというのに暑苦しいコート姿。ロシアの軍人みたいな出いで立たちである。

「もっふ。ニャーソンか」

　ニャーソンはメープルランドの出身ではなく、敵対国の『ポ連』の所属なのだが、いろいろあってパーク内のショップに居座っている。酒飲みなので、こうして外で会うこともたまにある。

「にゃ……にゃんと……」

　ニャーソンはその場に棒立ちし、モッフルたちに驚きよう愕がくの目を向けた。

　酔よった女子大生にすがりつかれて、どこかに送るだのなんだのと言っているモッフルの姿。見ようによっては──いや、確実に誤解されそうなたたずまいである。

「モッフル……モテないボクちゃんへの当てつけにゃ？」

「違ちがうふも、ニャーソン。これは……」

「このブルジョワジーめ！　いつか粛しゆく清せいしてやるんだにゃ！」

「待て」

「うにゃ─────っ！」

　ニャーソンは泣きながらその場を駆かけ去ってしまった。

「くっ……面めん倒どうなことに」

「会社の人ですかあ……？」

「うん。まあ、そんなとこふも」

「いいじゃないですかあ……ラブラブなところ見せつけましょうよお」

　タカミはいたずらっぽく笑う。

「ぼくがいつおまえとラブラブになったふも」

「ええ～？　でもお……」

「そういうふざけたこと言ってると、本気にするバカもいるふも。ほどほどにしなよ」

「ひっく……あたし別にい。ふざけてなんて……」

「もっふ。失礼だけど学生証みるよ。住所わからないから」

「ぶー……」

　タカミのバッグから定期入れを取り出す。住所は同じ甘城市内だった。タクシーを拾えば一〇分もかからない距きよ離りだ。

　タカミの本名も、この時初めて知った。学生証には《瀬野高たか美み》とある。

（瀬野……？）

　モッフルは眉み間けんにしわを寄せた。




　タカミを家に送り届けると、彼女の母親が応対に出た。父親は工事だかなんだかの夜勤の仕事で、いつも夜はいないのだそうだ。

　甘城市では珍めずらしくない、小さな一戸建て。はす向かいの家の犬が、ギャンギャン吠ほえて鬱うつ陶とうしい。

「ああ……すみません、すみません。本当に……ほら、高美！　しゃんとしなさい！」

「うう～～っ……だって……眠ねむくて……」

　母親の[image: ]しつ責せきもどこ吹ふく風で、タカミは玄げん関かんにへたりこんでしまった。

「むにゃ……」

「ああっ、もう。この子ったら……。申し訳ありません。えーと……」

「モッフルですふも。いつも焼鳥屋でお世話になってまして」

「はい、モッフルさん。本当にありがとうございました」

　タカミの母親は当たり前のように言った。モッフルが着けている『ララパッチのおまもり』の効能で、彼女にはモッフルが普ふ通つうの地上人のようにしか認にん識しきされない。モッフルという名前さえも、普通の日本人名のようにしか思われていないだろう。

「あの、タクシー代はおいくらでしたか？　せめてそれくらいは……」

「いえ。自宅への途と中ちゆうですふも。お気になさらずに」

「でも、それでは申し訳が……」

「あー、本当にけっこうですふも。……というか、部屋まで運べますふも？　なんかもう、寝ちゃってるけど……」

　玄関で尻しり餅もちをついて、ぐったりしているタカミを見下ろす。指し摘てきされて、タカミの母親は困こん惑わくを露あらわにした。

「ああ……すみません、すみません。でも、どうしようかしら？　この子の部屋、二階なのよね……。このまま放ほうっておいてもいいだろうけど……」

「ぼくが運びますふも」

「あ！　そこまでしていただくのは、本当に……！」

「大だい丈じよう夫ぶですって」

　モッフルはタカミの体を軽々と持ち上げた。放火現場から西也を運んだこともあるくらいだ。この程度は造作もない。

　二階に上がり、タカミの部屋のベッドに彼女を横たえる。母親は水か何かを取りに行ったらしく、少しの間、モッフルは部屋に取り残された。

「モッフルさん……ごめんなさい」

　まだ眠っていなかったらしい。タカミが切れ切れの声で言った。

「もっふ。謝るのはぼくの方ふも。ご家族の前でカッコ悪かったかもしれないね。これなら一いつ泊ぱくした方がまだよかったかも」

　冗じよう談だんのつもりで言ってやると、タカミは枕まくらにぎゅっと顔を埋うめた。

「そうですよね。ホント、最低……」

「なにそれ」

「もういいです。寝ますから。ありがとうございました……」

「うん。じゃあ、また今度ね。今夜は楽しかったふも」

「うそつき」

「本当ふも」

「モッフルさんのバカ」

「本当だって。また遊ぼうね、タカミ」

　モッフルが部屋を出ると、廊ろう下かで少年に出会った。タカミの弟だ。トイレかなにかか。もしくは騒さわぎを聞いて部屋から出てきたのか。

　昼に出会ったあの少年、瀬野浩二くんだった。『お菓か子しハウス』の常連客で、熱ねつ中ちゆう症しようで倒れ、そしてタカミの話では──不登校の弟くん。

「あ、君は……」

　弟くんはなにも言わなかった。『ララパッチのおまもり』の効果で、相手が昼間のモッフルだとも気づいていない。

　たぶん、そこらのおっさんが姉を運んできたくらいにしか認識していないだろう。

「あー。おじゃましてるふも」

「…………」

　弟くんは短く舌打ちして、二階のトイレに入ってしまった。乱暴に閉まる戸の音が、廊下に響ひびきわたる。

「ちょっと、浩二!?」

　遅おくれて上がってきた母親がしかりつけたが、返事はなかった。

「ああ、すみません。あの子ったら……」

「いえ。お気になさらずに。では、そろそろ失礼しますふも」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げて、モッフルは玄関から出て行こうとした。だがそこでふと立ち止まり、見送りについてきた母親に向き直る。

「あのー、お母さん。あの弟さんのことなんですが……」

「はい？」

　彼がどんな生活をしているのか。どんな鬱うつ屈くつを抱かかえているのか。ああして『お菓子ハウス』に通って、どんな心の平へい穏おんを得ているのか。

　彼が夢中になっているのは、本当に自分の職人的なこだわりに対してなのだろうか？

「あの……？」

「いえ。なんでもないですふも……」

　いろいろ聞きたくなったが、モッフルは思いとどまった。

　詮せん索さくは失礼だ。なにしろ彼はお客様で、自分の熱心なファンで、そして、だからこそ、むしろ──

「失礼しました。それでは」

　ぺこりと一礼して、モッフルは表で待っているタクシーへと歩いていった。




　翌朝、支配人代行の執しつ務む室で──

「やるふも」

　モッフルは可児江西也にそう告げた。

「ほう」

　西也は意外そうだった。たぶん、モッフルの答えの内容ではなく、その答えに要した時間が短かったことからだろう。

「ただし、時間の短縮は七〇パーセントまでにさせてもらうふも」

「なんだと？　それではほとんど効果が──」

「問題ないふも」

　モッフルは持参した書類を西也の前に放り出した。それは『お菓子ハウス』の各ゲストのスコアと、プレイ時間の分布を図表にしたものだった。

「いまのシステムだと、高スコアのお客ほど長い時間がかかるようになってるふも。難度の高い敵を倒すことで、さらにたくさんの敵が出現するからね。実のところは、このコアユーザーがプレイの平均時間を長くしている原因ふも」

　粘ねばれば粘るだけ点数が上がる。それだったら、ハイスコア狙ねらいのゲストがどうするかは明らかだ。

「だからスコアの算出要素に、クリア時間を入れるふも」

「クリア時間、か」

「もっふ。短ければ短いほど、スコアが高くなるふも。それならコアユーザーも素す早ばやくゲームを進めようとするでしょ。一方で、一いつ般ぱん的なライトユーザーのプレイ時間は、ちょっと短くなる程度ですむはずだよ」

「ふむ……」

　モッフルの意図を、西也は完かん璧ぺきに理解しているようだった。それでも渋じゆう面めんを解かないのは、そこから派生する数多くの可能性に頭脳を巡めぐらせているからだろう。

　もう、よくわかっている。

　この若者はいつも真しん剣けんなのだ。もっともらしいことを言われても、決して気を抜ぬかない。見落としがないか、常に警けい戒かいしている。

　いまもそうだった。

「それはわかった。……だが、アトラクションの移動や説明については？　現状、これに要する時間がもっとも大きい」

「細かい変へん更こうで短縮できるふも。武器の扱あつかいについての説明とか、ムード優先で無む駄だに長かったしね」

「そうだな。それは考えていた」

「最終的には合計で、七〇パーセントに落としこめるふも。なんなら今夜あたり、キャストを集めて実験してみてもいいよ」

「なるほど。……いや待て」

　西也は書類を見ながら考え込んだ。

「まだ問題があるふも？」

「よくできてるプランだが……その仕様変更、コアユーザーは反発しないか？」

「なにをいまさら。そうなるようにオーダーしたのはお前ふも」

「まあ……そうなのだが」

　彼は口ごもった。いろいろと無茶なことを要求している自覚は、西也自身にももちろんある。その後ろめたさがつい出てしまったのだろう。

「もちろん、コアユーザーは激げき怒どするふも」

　モッフルは平然と言った。

「でもその怒いかりの矢や面おもてに立つのは、ぼくの仕事だよ。西也はこれまで通り、パーク全体の将来を見ればいいふも。オーケイ？」

「あ、ああ……」

「西也的に問題がなければ、仕様変更を実行するふも。『お菓子ハウス』のプログラムを書き換かえて、夜間にテスト。モグート族の連中を動員するけど、残業手当は必要ふも。これは出るよね？」

「そうだな。アーシェに言っておく」

「もっふ。だったら、次の週末には稼か働どうできるよ。土日の待機列を見てから、修正が必要ならまた検討するふも」

「…………」

「いいふもね？」

　もちろん、可児江西也に文句のあろうはずもなかった。

　翌日行われた夜間テストの結果は上々で、モッフルの申しん告こく通りの回転率が達成された。




　次の土曜日──

　朝から来たゲストの大半は、『お菓子ハウス』のサービスにほとんど不平をもらさなかった。

　ほとんどは、だが。

　よく来るハイスコア組はモヤモヤとした態度だった。最後の撮さつ影えい部屋で記念撮影をしながら、『クリア時間をスコアに入れたのは、どうかと思うけどなあ』と聞こえよがしにつぶやくゲストもいた。

　でも、それだけだった。

　異変が起きたのは夕方ごろのサービスのときだった。

　あの少年──瀬野浩二くんがやってきたのだ。

　最終ステージの部屋で、モッフルと一いつ緒しよにボスキャラの『いたずらネズミ・オーバーロード』と戦っている時から彼は不満そうだった。

　正確な射しや撃げき。すべてを知り尽つくした動き。見事なものだったが、それでも彼の顔は曇くもったままだった。

　戦せん闘とう後、撮影部屋に入って中城椎菜がカメラを構えると、浩二くんは言った。

「やめろよ」

　ほかのゲストが困こん惑わくするのも構わずに、彼はモッフルに詰つめよった。

「なに？　あれ？　急に敵がヌルくなったよね？　しかも……時間制限って、どういうこと？　これじゃ、俺らがいくらがんばっても駄だ目めだってことじゃん!?」

「もっふ……」

　そうとしか言えなかった。なにしろ今は、普ふ通つうのサービス中なのだ。ほかのゲストの前で、ぺらぺらと言い訳を並べ立てるわけにはいかない。

　こんなアトラクションでも、モッフルはあくまでお菓子の妖よう精せいなのだから。

「ふざけんなよ！　その辺のヌルい奴やつらに合わせて、つまらないアトラクションにしときゃいいってこと？」

「もふ……」

「はっ、いい気なもんだよね！　人気が出てきたら、急にこれかよ!?　これまで支えてきた俺たちのことなんか、どうでもいいってわけ？　用済みってこと!?」

「あの、すみません……ほかのお客様がお待ちなので……」

　アシスタントの椎菜が割って入って、控ひかえめに退場をうながす。

「ああ、そうだろうよ！　こっちだって……こんなクソみたいなアトラクション、もういたくないよ！」

「お、お客様……」

　浩二くんは椎菜を突つき飛ばすようにして、部屋の出口へと歩き出した。

　出口で一度立ち止まり、振ふり返る。

　次に彼がなにを言うか、モッフルは手に取るようにわかっていた。

　さあ、来るぞ。

　歯を食いしばれ──

「二度と来ねえよ、バカ野や郎ろう！」

　覚かく悟ごはしていたが、それでもキツい一言だった。メリケンサックで力ちから一いつ杯ぱい殴なぐられたような心地ここちだった。

　出口のドアが乱暴に閉まる。

　それきり、浩二くんは姿を消してしまった。もう二度とここには来ないだろう。それが宿命なのだ。どうにもならない。

　立ち尽くすモッフルを、ほかのゲストが不安そうに見ている。

「もっふ……？」

　何事もなかった調子で、彼は肩かたをすくめた。まるで『変な奴ふも』とでも言うかのように、絶ぜつ妙みようの調子でおどけてみせる。

　タイミングは完璧だった。おかげでゲストたちは笑ってくれた。

「し……失礼しました。ではモッフルと記念撮影です！　一緒に並んでくださいねー！　みんなでにっこり！　いたずらネズミの語ご尾びはなにかな!?　そう──」

『チュ─────！』

　ゲスト一同が笑えみを浮うかべる。その後は問題なく記念撮影。ぞろぞろと部屋を出て行くゲストたちに、モッフルは肉球を振る。

「あの……モッフルさん」

　ゲストが消え、静まりかえった室内で、椎菜は遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……中城。いまのフォローはなかなかだったふも」

「あ、ありがとうございます」

「まあ……こういうこともある。それだけの話ふも。気にするな」

「……はい」

「じゃあ、次のお客様ふも」

「了りよう解かいしました」

　椎菜はインカムに向かって、『Ｂグループのゲストを通してください』と告げた。入り口のキャストが『了解』と応こたえる。

　そう。このアトラクションの外には、暑い中、一時間以上も並んでいるお客様がごっそりいるのだ。

　ほんの少しでも、落ち込んでなどいられない。




　そう自分に言い聞かせはしたものの、その日のモッフルの芸は、いささか精せい彩さいに欠けていた。

　お菓か子しハウスでの段取りや、エントランス・スクエアでのジャグリングを何度かミスったし、ライブステージでもいくつかポカをやった。

　バックステージで会ったティラミーから、『ニャーソンから聞いたみー！　こないだ、タカミちゃんと夜の街に消えたんだって!?　ひどい抜け駆がけなんだみー！』……と言われたときも、わりとぞんざいな返事しかしなかった。

「ニャーソンの言うことふも。真に受けるなよ」

「みー！　でも、でも！」

「うるせえふも。ほっといてくれ」

「み……」

　ティラミーはすごすごと去っていった。そんな様子のモッフルを見て中城椎菜は心配顔だったが、彼は『気にするな。いつも通りに頼たのむふも』とだけ告げた。

　そんな調子で仕事して、夕方のエントランス・スクエアでのサービスタイム。

　これから帰る家族客が、モッフルに声をかけてきた。

「わあー！　モッフルだ！」

「あの、写真いいですか!?」

　四歳くらいの男の子と、その両親のようだった。モッフルは作り笑顔で『もっふ』と応じ、その家族と記念撮影をした。

「きょう、初めてこのパークに来たんですよ！」

　と、父親が言った。三〇前後だろうか。普段は銀行員あたりのお堅かたい仕事をしている男が、休日にがんばってお洒落しやれしてきたようなたたずまいだった。

「すごい混雑しててびっくりでした！　でも楽しかったです！」

　と、母親が言った。こちらも三〇前後くらい。服装も容姿も地味だが、頭にはカチューシャ──モッフルの耳と帽ぼう子しを模したアクセサリーを着けて、幸せいっぱいな様子でほほえんでいる。

「特にお菓子ハウス！　あれ、楽しかったよなあ!?」

「うん、楽しかったー！」

「スリル満点だったよねえ!?」

　家族客が口々に言う。みじんも噓うそのない、心からの感想だった。脳天気なくらいの、底そこ抜ぬけに明るい声だった。

「もっ……ふ」

　言葉もなかった。オンステージでは『もっふ』しか言えない規則を、いまほどありがたいと思ったことはなかった。

　家族客は陽気に『お菓子ハウス』を誉ほめている。モッフル自身も納得のいっていない、あのアトラクションを。

「また来ます！　がんばってね、モッフルちゃん！」

　と、母親が言った。

「できれば空すいてる時期にね。……はは」

　と、父親が苦く笑しようした。

「モッフル、ばいば──い！」

　と、男児が手を振った。

『ヌルい客』というのは、彼らのようなゲストのことを言うのだろう。だが、彼らの喜びと、常連客の喜びに優ゆう劣れつなどつけられるだろうか？

「もっふ……」

　退場ゲートに消えていく三人の家族客に、モッフルは手を振った。

　必死に手を振った。

　三人の姿が見えなくなっても、手を振り続けた。




　また来てね。お客様。

　ぼくは待ってるよ。

　ずっと、ずっと待ってるから。

　ご来場、ありがとうございましたふも。




　もう二度と来ない少年にも訴うつたえるような気持ちで、モッフルは目を閉じ、軽く頭を下げた。

「モッフルさん。次のゲスト、お願いします」

　アシスタントの中城椎菜が横からささやく。モッフルはうなずくと、次のゲストへの応対に移った。

　さあ元気に。陽気に。

　夢の世界の住人は、決して悩なやみなど見せてはいけない。

　モッフルは声高らかに叫さけんだ。




「もっふ！」
















　　　ナイトパレード（試作版）







　メープルランド第一王女、ラティファ・フルーランザとて、毎日空中庭園で小鳥と語らったり、お茶を楽しんだりしてばかりいるわけではない。

　身辺の世話をする侍じ女じよをつけることを断っているため、身の周りの家事はほとんど自分でやっている。

　朝ご飯の支し度たく、部屋のお掃そう除じ、ベッドメイクなどは朝飯前だ。体調のいい日は庭園の掃除と手入れも行う。脚きや立たつを出してきて、枝葉の剪せん定ていなんかまでやったりする。実は半はん端ぱな庭師などより、よほど腕うでがいい。

　目が見えないのは何かと不便なのだが、聴ちよう覚かくや嗅きゆう覚かく（そしてなにより味覚！）はとても鋭するどい。城の中なら勝手知ったるものなので、ほとんど行動に不自由はない。

　しかもラティファは魔ま法ほうの国の住人で、しかも王家の血筋だ。ある種の魔法的な超ちよう感覚も備えている。物事の本質をより正しくとらえるような第六感とでもいおうか。たとえば朝、服を選ぶとき、彼女は衣服の色を見分けることができない。だがなぜか、それが『白いシルクのドレス』だと認にん識しきできる。

　勘かんのような感覚なのだが、実際には勘よりもっと正確だ。

　だから事物の後ろに隠かくされたものも見み抜ぬくことさえできる。得意のコロッケ作りのとき、挽ひき肉になにか余計なものが入っていたらすぐわかる。賞味期限や産地を偽ぎ装そうしていてもすぐわかる。有毒なものには、特に敏びん感かんだ。ラティファ・フルーランザを相手に、産地偽装は通用しないのである。

　そんなわけで、ラティファは日々の暮らしにはとりたてて不便なことはない。

　庭園の手入れが終わったら、軽い昼食。たまにはいすずやモッフルも遊びに来てくれる。このごろは、その他のキャストもよく顔を出す。

　午後は楽器の演奏の練習などもやる。最近取り組んでいるのはピアノだ。しかしこちらの才能は微び妙みようなところだった。ラティファは決して音おん痴ちではないのだが、手が小さいのでうまく弾ひけない曲ばかりなのだ（まあ、それをいったらマカロンなどはあの蹄ひづめでどうやって楽器を演奏しているのか、永遠の謎なぞなのだが……）。ともかく、どうやら自分のピアノで、ゲストを喜ばせるのはちょっと難しいことだろう。

　自分のコロッケ作りの師し匠しよう、『コロッケ西さい郷ごう亭てい』のオーナーさんと電話でやりとりをしたりもする。その日の話題は、大量生産の問題についてだった。

　そう。最近、パークで販はん売ばいするコロッケの量がものすごくなってきているのだ。来園するゲストの数がどんどん増えてきているので、当然、パークの名物ともいえるコロッケの需じゆ要ようもうなぎのぼりである。前は小こ娘むすめの手料理レベルで充じゆう分ぶん足りていたが、いまは違ちがう。がんばって作ってはいる。しかし昼過ぎには売り切れてしまうのが常だった。

　可か児に江え西せい也やは『無理するな。レアなくらいの方がちょうどいい』と言ってくれているのだが、ラティファとしてはゲストに申し訳ない気持ちがどうしても拭ぬぐえない。せっかくパークに来てくださったお客様に、自じ慢まんのコロッケをお出しできないなんて……というわけである。

　とはいえ、無理してコロッケを大量に作ろうとすると、クオリティのコントロールが難しくなってくる。プロの店ならまだしも、ラティファには未知数の技術の世界だ。

　その日の師匠との相談の結果、ラティファの技術と体力、そしてメープル城の設備では、コロッケの味を保ったまま生産数をこれ以上増やすことは不可能だろう、という結論になってしまった。

　ていねいにお礼を述べてから電話を切り、ラティファは一人落ち込んだ。

　みんながんばって働いているのに。自分にできることはほとんどない。

　しかし、落ち込んでばかりもいられない。いちおうパークのトップである自分が、そういう顔を人に見せることこそが一番よくない。

（さあ！　がんばって明日あしたの仕込みをしましょう！）

　ばばっと割かつ烹ぽう着ぎに着き替がえる。前は王女らしいドレスにエプロンでコロッケを作っていたが、もう最近はそんな優ゆう雅がな（？）ことなどやってられないのである。

　ラティファなりに気合いを入れて、メープル城の厨ちゆう房ぼうへと向かう。ちょうどフード責任者のニックが、食材を運び入れてくれてるところだった。

　ニックは頭がマンガ肉のキャストである。魔法の国クッキングダムの出身と聞いている。その頭をゲストに出してないか心配だが、ニックいわく『大だい丈じよう夫ぶにく。宴えん会かい芸でしかやらないにく』とのことだった。

　ニックに手伝ってもらってジャガイモの下ごしらえをしていたら、厨房に可児江西也がやってきた。

「あ、可児江さま」

「おう。上（空中庭園）に行ったらいなかったのでな。ここだったか」

「はい。がんばってコロッケ、作ってます」

「それはありがたいが、あまり無理するなよ？」

「はい」

　ラティファはにっこりとほほえむ。

「あ……うん。ニックも頼たのむぞ？」

「わかってるにく。代行さんが、ラティファさまの割烹着姿に萌もえてるなんて絶対に言わないにく」

「や、やめろ……！」

「にくにくにく（笑い声）。席、外した方がいいにく？」

「い、いや。続けてくれ。別に秘密というほどの用件でもないしな……」

「了りよう解かいにく」

　そう言ってニックがジャガイモの下ごしらえにもどる。

　西也が書類をめくる音が聞こえた。仕事の用事があるようだ。

「それで、なんでしょうか？　可児江さま」

「あー、うん。……前からキャスト連中に募ぼ集しゆうしていた新企き画かくがまとまってな。おおむね候補は絞しぼられたんだが、ラティファの意見も聞いておこうかと思ったのだ」

「新企画、ですか？」

「ああ。いろいろとしょうもない企画も多かったのだが──いくつかは使えそうなのがあった」

「ふむふむ……続けてください」

　ラティファは居住まいを正した。ここは支配人として、キリッとしたところを見せるチャンスである。いつも頼たよりないところばかり見られているので、たまには立派な姿をアピールしなければ……！

「だ、大丈夫か？」

「え？」

「いやその……包丁。持ったままだと危ないというか……」

「あっ」

　出で刃ば包丁とジャガイモを持ったまま、両手を膝ひざの上に乗せていたので、なんとなく危なっかしく見えたのかもしれない。

「す、すみません」

　ラティファはあたふたとして、まな板の上に包丁とジャガイモを置いた。

「それで……し、新企画ですよね？」

「ああ。ひとつが新しい催さい事じ場じようの開設。売れ残りのブランド品を安値で売ったり、提てい携けいした地方の特産品を売り込んだり……まあ、そんな感じの場所だ」

「ははあ……」

「地域の主婦狙ねらいだな。まあ、手て堅がたい企画とはいえる。候補地としては、エトセトランドあたりなんだが……」

「そ、そうですね……」

　ラティファはじっくり考えた。

「気を悪くされたらごめんなさい。でも……そういう場所は、ほかにもありますよね？　デパートとか、貿易会館とか……」

「うむ。まあ、そうだな」

「おじ……モッフルさんたちに会いたくて、うきうきしながら来園してくださったお子さんにとっては、そういう会場があるのは……どうなんでしょうか。わたしには、あまりしっくり来ないんですけど……」

「ふむ」

「生意気なようで申し訳ありません。でも、こういうパークに来てくださる方々は、非日常を求めてらっしゃるのではないでしょうか。そういうゲストの方々が、ブランド品の特売とかを見てしまったら……」

「まあ、台無しだな」

「はい……。も、もちろん、利益率とかいろいろあるのかもしれません。だとしたら、わたしから偉えらそうに指図できることではありませんし……」

「いや、いいんだ」

　西也が笑った。

「俺もそう思っていたしな。ラティファの意見を聞いて安心した。やっぱりこの企画はボツにしよう」

「そ、そうですか……」

　西也はのんきな様子だったが、ラティファの心中は穏おだやかではなかった。

　この企画を出したキャストもいただろうに。彼（もしくは彼女）は、一いつ生しよう懸けん命めいがんばって、この企画を提出したはずだ。

　その企画を、自分の『鶴つるの一声』でボツにしてしまうなんて……。

「どうした？」

「いえ」

「ふむ。次のもう一つなんだが……」

　西也が書類をめくる音がした。

「あ。いや、これはやっぱりナシだな」

「？」

「バニーハントという企画だ。だが、ナシだ」

「はあ……」

「ティラミーの発案だし、いろいろひどい。なぜか書類が紛まぎれ込んでいた。俺的にはボツだと言ったはずなんだが……」

「でもいちおう、聞いておきたいです。その『バニーハント』って、どんな企画なんですか？」

　好こう奇き心しんからラティファが問いつめると、西也は気まずそうにうめき声をあげた。

「……まあ、なんだっていいではないか」

「でも」

「忘れてくれ！　では次！」

　強ごう引いんに話を打ち切って、西也は書類をめくった。ぶつぶつと文句をこぼす。

「ああ？　……なんか、変な企画だらけだぞ？　変なイメクラみたいなのやら、戦争映画みたいなのやら……。あー、やっとまともなのがあった。これだ」

「はい。どうぞ」

「うむ……。パレードだ！」

　ようやく自信たっぷりに、西也が言った。

「パレード、ですか……？」

「ああ。テーマパークといったら、これは定番だろう。きらびやかに電でん飾しよくした山だ車しを用意して、パーク内を行進するんだ。華はなやかな音楽！　豪ごう華かなダンス！」

「それは素す敵てきですね……！」

　ラティファはぱっと表情を明るくして、両手を合わせた。

「わたしも小さいころ、そういう映像を見たことがあります。たしか……デジマーランドさんのでした。キラキラ光る山車の上で、素敵なドレスで、ニコニコ手を振ふるお姫ひめ様……。あんな風になれたらいいな、っていつも思ってました」

「……そうか。というか、おまえだってお姫様だろう？」

「まあ、そうなんですけど」

　ラティファは苦く笑しようした。

　いまの自分は割烹着。厨房でジャガイモの芽を切り取っている。恨うらみ辛つらみはまったくないが、パレードで輝かがやくお姫様たちとは、ずいぶん違う有様だった。

「……す、すみません。ちょっと、出過ぎた想像をしてしまいました」

「？　いや、そんなことは──」

「どうか忘れてください」

　きっぱりとラティファは言った。

「あの……わたしのことはどうでもいいんです。ただ、そのパレード自体は、とっても素敵だな……と思いました」




　その翌日、企画会議の席で──

「……と、ラティファが言っていたわけなのだが」

　各セクションの責任者を前にして、西也は言った。モッフルやいすず、その他大勢はそれを聞き、難しい顔で考え込んだ。

「もっふ……。たしかに、パレードの企画自体はいいと思うふも。西也もわりと乗り気なんでしょ？」

　モッフルに言われ、西也はうなずいた。

「ああ。やはり、パレードは強い。問題は予算なのだが……それだって、ちょっと無理すれば可能なレベルだ」

　第二パークの売ばい却きやくのおかげで、パークは現在、そこそこお金がある。贅ぜい沢たく三ざん昧まいができるわけではないが、将来のためなら多少の無理ができる財政状態だ。

「だとしたら、パレードの企画は進めるべきじゃないかしら？　急ピッチになるけど、なんとか夏休みが始まるまでに……」

「そうだな。たぶん、できるだろう」

　列席した一同を見み渡わたした感じでは、だれも異論はなさそうだった。このまま『よし、やるぞ』と言えば、この企画はどんどん進んでいく流れだ。

　だがそこから先を言っていいのかどうか、西也は迷った。

「可児江くん。どうしたの？」

　いすずは今でも、こういう会議では西也のことを名字で呼ぶ。モッフルたちの前くらいだと、最近ははばかりもせずに『西也くん』なのだが。

「ああ。それで……できれば、なんだが」

「ふも？」

「パレードにラティファを出せないだろうか？　見た目はああだし、『姫君』という風格は充じゆう分ぶんだろう」

　するとモッフルが眉まゆをひそめた。

「ラティファを？　大勢の前に出すふも？」

「ああ。やはりまずいか？」

「もっふ……。うーん。まあ、おまえの言わんとすることは分かるけどねえ……」

　ラティファは文句なしの美少女だ。

　以前に収録した水着グラビアのＰＶでは、いすずやミュースたちもさることながら、ラティファの人気もすさまじかった。その後、モッフルが猛もう反はん対たいしたこともあって、ラティファの露ろ出しゆつはほとんどないのだが、それでも『あのブロンドの美少女はいつまた出るのか!?』とゲストから電話やメールが来ることもしばしばなのである。

「下手に人気が出たら、むしろ忙いそがしくなるふも。ラティファの性格からいうと、断らないだろうし。その時の体力とかが心配ふも」

「それはこっちで調整できるだろう？」

「もっふ。まあね」

「本人も、コロッケの手作りでしか貢こう献けんできないことに忸じく怩じたるものを感じているようなのだ。それに……ゲストの直接の歓かん声せいは、アニムス的にもいいんじゃないのか？」

「それは間ま違ちがいないわ」

　と、いすずが言った。

「できれば、姫殿でん下かには毎日ゲストの前に出てもらいたいくらいなの。それが健康にはいちばんいいわ」

「そうだったのか？　だったら……」

「とはいえ、ラティファはＶＩＰふもよ」

　難しい顔でモッフルは言った。

「なにしろメープルランドの第一王女だしね。いろいろたちの悪い連中に狙われてるふも。テロリストとか、ポ連の奴やつらとか、マフィアとか、あれこれ」

「ええ。姫殿下を誘ゆう拐かいすれば、おそらく日本円で数十億円レベルの身みの代しろ金きんを要求できるでしょうね」

「ええっ!?」

　西也が驚おどろいても、いすずとモッフルは淡たん々たんとした反応だった。

「とはいえ、ラティファの気持ちはかなえてやりたいふも」

「ええ。でもパレードとなると、メープル城に比べて、より厳重な警備が必要になるわ」

「うん。それが問題ふもねえ……」

　モッフルは腕うで組ぐみして考え込んだ。それから難しい顔で何度もうなずき、自分自身に言い聞かせるようにして──

「よし、やってみるふもよ！」

　と、明言した。

「いいのか？」

「もっふ。ぼくなりに伝つ手てはあるふも。昔の戦友やらなにやら、あれこれ頼たよってみるよ」

「ふむ……」

「わたしにも任せて。たとえ何があろうと、姫殿下を危険にさらさず、パレードに参加させてみせるわ」

　モッフルといすずが胸を張る。自信に満ちた、決意あふれる表情だった。

「どんな敵があらわれようと」

「万ばん全ぜんの態勢で臨のぞむふも」

　二人がきっぱりと言った。

「そうか。では頼たのむぞ」

　胸をなで下ろし、西也は言った。




　陽気なパークのテーマ曲が流れる中──

『ソーサラーズ・ヒル』の大通りを、無骨な装そう甲こう車が進んでいく。

　重々しく。ゆっくりと。

　直線的なアルミ合金の装甲。ドロドロと重苦しいディーゼルエンジンの駆く動どう音。車体下部には分厚い装甲版が幾いく重えにも据すえ付けてある。対戦車地じ雷らいやＩＥＤの爆ばく発はつにも耐たえ、必要に応じて安全なエリアまで撤てつ退たいするだけの駆動能力を備えた車両だ。

　電飾品は省略されている。余計な電力は無用だし、そもそもＶＩＰを乗せた車両が光り輝いていては、敵のいい的まとになってしまう。

　その装輪装甲車の中で、脂あぶら汗あせを浮うかべ、ラティファはおずおずと手を振っていた。

　外部のゲストからはほとんど見えないのだが。

　ラティファを乗せた装甲車の前後には、最新世代型のハンヴィー高機動車が車列を組む。防ぼう弾だんガラス製のターレットからは、ごっつい重じゆう機き関かん銃じゆうの銃身がのぞき、射手がその標的を求め、常に目を光らせている。

　周囲には徒歩で護衛するキャスト。Ｍ４カービンやミニミ軽機関銃で武装している。

　必要とあらば、危険なお客ゲストに制圧射しや撃げきを浴びせ、たちまち無力化できるように備えていた。

「いや、こういう話ではなかったはずなのだが……」

　どんよりとした顔で、西也はつぶやいた。

「……なにを言ってるふも？　ラティファの安全のためなら、これくらいの警備は必要なんだふも」

「同意よ。キャストの中に、どんな危険人物が潜ひそんでいるか分からないし」

「いや、だが、ローマ法王だってここまで厳重な警備はされてないぞ!?」

　西也がそう指し摘てきしても、モッフルといすずの真顔はまったく崩くずれることはなかった。

「そう。……だとしたら、ローマ法王は姫殿下ほど重要な人物ではないということね」

「もちろん、合衆国大統領も然しかりふも」

「ああっ、もう……」

「なにその態度。不満そうふもね？」

「いや。そもそも、こんなすごい装甲車とか……予算はどうなってるんだ？」

「もちろんレンタルふもよ。試作版だからね」

　きょうのパレードは試作版だ。平日の夜に、試験的に実じつ施ししてみた一度限りのパレード。今夜のノウハウをもとに、以後のパレードを試し行こう錯さく誤ごする予定だ。

　とはいえ、試作版でよかった。

　当然だが、この軍事パレードにゲストはドン引きである。おびえる子供に、眉をひそめる母親。父親の一部は喜んでいるが、それだって限られた数だ。

　そんなこんなで、異様に物々しいムードの中、第一回のナイトパレード（試作版）は終しゆう了りようした。ラティファの身にまったく危険が及およばなかったので（そりゃそうだろう）、パークの一同はそれを喜び、拍はく手しゆした。

　西也としても渋しぶ々しぶうなずくしかなかったが、ラティファの気持ちを考えると、あまり気楽なことは言えなかった。

　デジマーランドのお姫さまみたいに、楽しく手を振ふりたかっただろうに。それが、あの有様である。

　きっと傷ついているだろう──そう思って重苦しい気持ちを引きずりつつ、西也はメープル城の空中庭園に出かけた。

　ところが──

「可児江さま!?」

　意外と、ラティファは元気だった。

「あのパレード、すばらしかったです！　ゲストのみなさまに手を振るなんて、感激でした。みんな困こん惑わく気味だったのは──うーん、わたしみたいな知らない子が、急に出てきたからでしょうね」

　いや、たぶんそれは違うと思うんだが。

「でも、みなさんの楽しいと思う気持ちが……本当にうれしかったです。こんな気持ち、初めてです」

「……ああ」

　なんやかんやで、ラティファ的にはアリだったらしい。

　安全策については後日考えるとして、パレードに出演するのは今後も続けるべきかもしれない。

「えー……では、また頼む」

「はい、いつでも！」

　太陽のような笑え顔がおで、ラティファは言った。
















　あとがき




　最近、原げん稿こう執しつ筆ぴつはたいてい外の喫きつ茶さ店てんでやってます。自宅だとゲームやらプラモやらの誘ゆう惑わくが多すぎて仕事にならないからなのですが、それでも喫茶店でスマホをチマチマいじって時間を浪ろう費ひしまくってます。

　いまさら指し摘てきするまでもないですが、スマホというのは本当に悪あく魔まの発明ですね。コタツよりヤバいかもしれません。とにかくなんでも出来てしまうので、調子が悪い日などは喫茶店で丸一日スマホをいじって終しゆう了りよう……なんてケースまで出てきました。これはさすがにまずい！　というわけで、おじいちゃん向けの簡単ケータイを購こう入にゆうし、スマホは自宅に置いて出かけることにしました。最低限の通話とメール機能しかないモデルです。

　そうしたらまあ、はかどる、はかどる。

　逃にげ道がないので、もう目の前の原げん稿こう書くくらいしかやることがないのですよ。素晴らしい！　いかに自分の時間が、あの悪魔の機械に奪うばわれていたのかを痛感したきょうこのごろです。

　そんなこんなで、各エピソードのコメントなどを。




『安あ達だち映えい子こも大人じゃない』

　映子というより、ダメな父親のお話です。

　ＡＢＣ三人娘むすめのユニットというのは二巻のころはまったく考えてなかったのですが、まあ、そういう展開なんかもやっといたら、そのうち色々膨ふくらむかなあ、なんて感じで進めてみました。

　自分もアニメ関係でコメンタリー収録などに出演することがあるのですが、あの、ハイテンションで喋しやべった後の『し～～～～ん』というムードはけっこう辛つらいのです。声優さんとか、よくあれに耐たえられるなあ。いや、まあプロなんだから当たり前なんでしょうけど。

　ともあれ、バイト三人娘に絡からめた三バカの紹しよう介かいシリーズもこれでおしまいです。そろそろラティファの呪のろい問題やら動員数問題やらの話も進めなければならない頃ころ合あいですね。さてどうしたものやら……。

　ＣＤ制作のあれこれについては、アニメの音楽プロデューサーの石いし川かわ氏に教えていただきました。ありがとうございます！




『「鋼鉄のミッチ」その後──』

　ミュースら精せい霊れい四人娘が、実はあんまり描えがかれてなかったので短めのドタバタを一本。

　この四人は一巻から出てきてるミュースを除くと、アニメ化合わせでいろいろ設定を考えた感じのキャラです。その性格が賀が東とう自身もイマイチ把は握あくできていませんでした。

　ところが四巻の後にアニメのオリジナルエピソードの脚きやく本ほんを書きまして、最近いろいろわかってきたような気がしてます。なかなかかわいい連中なので、気に入ってきました。

　シルフィーはあんな感じの不思議ちゃんとして固まったのですが、トリケンのＰＶのエピソードなどでは普ふ通つうに喋しやべってますよね……。なんだかいい加減だなあ、と怒おこられそうですが気にしません。ゴルゴだって初期はよく喋ったりうろたえたりしてたし！

　いすずの変身後の姿は、自分の脳内ではちゃんとかわいい二頭身カッパなんですが、たぶん需じゆ要ようはないだろうからイラストにはならないと思います（俺は見たいけどなあ！）。




『リアリティ・バイツ』

　看板キャストの苦く悩のうというか、なんというか。そんなお話です。なんかいろいろ重たげですが、あくまでモッフルのお悩なやみの話です。作者は関係ありません！　ありませんったら！　いや本当に！

　ゲストのお客さんとキャストとの話は、今後もいろいろやっていきたいですねえ。




『ナイトパレード（試作版）』

　最近ラティファの出番が少なすぎることもあって、ちょっと彼女の日常周りなどを描いてみました。ラティファは行動範はん囲いが限られているので、話が作り辛づらいんですよねえ。

　そのうちなんかテキトーな理り屈くつをでっちあげて、西せい也やの学校に通ってみる、なんてのも面白いかもしれませんね。っていうか見たいですね、制服姿！




　すでにこの巻が出るころにはアニメがスタートしている予定ですね（どこかの遊園地で爆ばく弾だんテロとかが起きてなければ……）。楽しい作品だよ！　ぜひご覧ください！

　さらにコミカライズや外伝小説など、いろいろ企き画かくも目白押しです。なんかもー、多すぎて賀東自身も混乱しまくっているので、たぶんこの本に挟はさんである冊子とか、公式サイトとかに書いてあるでしょうからチェックしてください！（丸投げ）

　それでは！





二〇一四年　九月　賀東招しよう二じ　　
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